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は じ めに

昭和55年４月26日，奈良市二条町，平城宮跡指定地に西接する地に新本館が完成し，

春日野町の旧庁舎から無事移転を完了した。新庁舎は奈良県立医大附属病院の建物を

改装したものとはいえ，全く面目を一新し，本館延面績5,223ｍ２，埋蔵文化財センタ

ー研修棟1,318ｍ２，車庫等を含めて合計6,781,2が，8,860,2の敷地に誕生したこと

になる。本館一階は庶務部と図書室，二階は平城宮跡発掘調査部，三階に建造物，歴

史の二研究室と埋蔵文化財センターが入り，研修棟は視聴覚教室，実習室，自習室，製

図室のほか宿泊室15室，食堂等からなっている。これによって長い間の庁舎移転統合

問題が解決し，所員一同新たな環境で大いに研究意欲を燃しているが，ここにいたる

までの文化庁，県をはじめ関係各位の御指導と御協力を更めて感謝する次第である。

さらに昭和55年度はこれも長年の懸案であった「明日香村における歴史的風土の保

存及び生活環境の整備等に関する特別措置法」が５月９日に参議院で可決制定された

ことである。当研究所ではかねて七世紀の歴史的埋蔵文化財の調査と保存及び普及を

研究所の大きな事業としており，昭和45年飛鳥･藤原宮跡発掘調査部を設置し，昭和５０

年に飛鳥資料館を完成してそのことにあたってきた。昭和55年度も大官大寺,桧隈寺，

坂田寺，豊捕寺をはじめ35件の発掘調査を実施し，桧隈寺では南端の中門と考えられ

た遺構が独立した仏殿であることから，桧隈寺の創建時期，伽藍配置を根本的に考え

なおす成果を得，坂田寺では東大寺大仏建立時に束脇待を奉献した信勝尼の時代（八

世紀後半）に規模壮大な金堂が建立されたと推定される須弥壇と鎮壇具を検出するな

ど，着為と成果を挙げているのを本年報で御理解いただけるものとおもっている。本

研究所の諸事業に対して今後益々の御支援と御鞭縫を願ってやまない。

昭和５６年12月１旧

１

奈良国立文化財研究所長

坪井清足



飛鳥。藤原宮跡の調査

飛鳥・藤原宮跡発掘調査部

飛鳥・藤原宮跡発掘調査部は' 9 8 0 年度において，飛鳥地域で大官大寺，桧隈寺，坂田寺など

の寺院遺跡を中心に' 1 件，藤原宮。京域では束面大垣・東方官術．南面大垣，左京九．十条三

坊など2 4 件，あわせて3 5 件におよぶ発掘調査を実施した。以下に主要な調査の概要を報告する｡
１．飛鳥諸寺の調査

大官大寺北辺( 第７次) の調査本年度の調査は，寺域北限と北辺地域の状況を知ることを目的

に，伽藍中軸線上で，講堂の北方6 0 ｍ～1 3 0 ｍの地点において実施した。調査の結果，掘立柱

塀，掘立柱建物，井戸，土嬢などを検出した。また，寺造営以前などの遺構も検出している。

掘立柱の東西塀S A 6 0 0 は，総長約２４，，１３間分を検出した。東西は発掘区外へ延びている。

柱間は約1 . 8 ｍ等間である。中軸線上では門の存在を予想したが, 発見されなかった。この塀は

講堂の心から北へ約' 0 5 ｍの位侭にある。塀の南４ｍにある掘立柱の南府付東西棟建物ＳＢ５９５

は，桁行３間分を検出したが, 西は発掘区外へ延びる。東妻は中軸線から東へ約3 . 5 ｍ離れてい

る｡ 柱間は桁行の東端間が2 . 5 4 ｍ，他の２間は2 . 2 1 ｍ等間で，梁行は身舎2 . 2 2 ｍ，廟は1 . 7 2 ｍで

ある。この建物から東へそれぞれ約9 . 2 , , 1 7 . 2 ｍ離れて，２棟の掘立柱の総柱建物S B 5 9 1 と

SB590を検出した。SB590は北側柱筋，. …_ _ …. - - . - . - . - - - - …. . _ . …. …………壱. _ _ _ ‐ ‐ ‐ _ . _ _ ‐ ．…

ある。この建物から東へそれぞれ約9 . 2 , , 1 7 . 2 ｍ離れて，２棟

SB590を検出した。SB590は北側柱筋，. …_ _ …. - - . - . - . - - - - …．

をＳＢ５９５にそろえる。桁行３間で柱間ｉ

は中央がL68m, 脇が1. 48m, 梁行2間ｉ蘭隠鴛
は1 . 9 2 ｍ等間である。ＳＢ５９１も規模は：：. : ：

ほぼ同様で，桁行３間の柱間が中央, ､ 6０；…舞二: 二: ．

m, 脇が153mだが, 梁行2間の柱間は，ｉｉＷ
南がL9Sm, 北はL73mと異なる｡また霊ｉ：
北側柱筋もSB393とSBS90のそれを結龍
んだ線より約１．４ｍ南にある｡これらの１１

欝鰯醗駕縦i ’ ｜|=童【
これは桁行§間梁行』間の規模で，縦：｜
掘形中には柱根や柱痕跡があった｡柱間肘
の平均は桁行が231m, 梁行は260, mでＩｉｉ－…
ある◎井戸ＳＥ５８０はSB595とＳＢ５７０ｉｌ･ ･ ･ ･ ･ - - - - …･…

との中間，やや南寄りで検出した。掘形；

は直径3 . 5 ｍほどある。井戸枠は抜取ら；
れていた。 大官ラ
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物を含む建物群の地域は，雑舎的性格のものが多い部

分とみられるのである。寺域については，現在までの

調査成果から，南は第２次調査の南門推定地，東は第

３次調査のS X 2 4 0 , 西は小山池内の調査で検出した塀

S A 2 7 0 0 が，それぞれの限と推定されている。これら

と北限とをもとに寺域を復原すると，南北３町，東西

２町の広さとなる。またその位腫は，藤原京条坊に合

致した形で，東西は東三・四坊大路，南北は十条大路

と九条条間路に囲まれた範囲にあると考えられる。な

お，北限の塀と九条条間路推定心，および西限の塀と

東三坊大路推定心とは，それぞれ2 9 , , 2 4 . 5 ｍ程離れ

ており，道路との間には濡地が存在することになる。

今後の調査で確認する必要がある。

桧隈寺第２次調査この調査は，飛烏地域における寺

院調査の一環として実施したものである。本年度の第

２次調査では，推定中門の土壇状の高まりとその周辺

部を発掘し，金堂と推定される礎石建物を発見した。

礎石建物ＳＢ３００は，桁行３間，梁行２間の身舎に

四面府が付く，正面５間，奥行４間の建物である。柱

間は，身舎の桁行が2 . 7 2 ｍの９尺で，梁行は2 . 8 1 ｍの

9 . 3 尺，卿の出は2 . 8 8 ｍで9 . 5 尺，いずれも等間である。

全体の大きさは，桁行1 3 . 9 2 ｍの４６尺，梁行は1 1 . 3 8 ｍ

O １０ｍｌ
ＷＩ６４８０ 0 , Ｗ Ｉ６妬 0

大官大寺第７次調査造機I Z I

寺造営前の主な遺構には，井戸と職がある。井戸ＳＥ6 0 5 ．ＳＥ６０６は重複していて，S E

6 0 6 が古い。S E 6 0 5 には内法の一辺0 . 5 2 5 ｍの井龍組の井戸枠が残存していた。斜行溝ＳＤ６０７

は素掘りで，南から北へ流れる。南端はS E 6 0 6 へ接続しており，井戸の排水用溝とみられるｃ

その他，平安時代頃と考えられる過構として，掘立柱建物S B 5 6 0 ，S B 5 9 3 ，S B 5 9 6 を検出し

ている。また，発掘区南端では，花撤岩製の礎石を落し込んだ穴S X 5 6 6 ，S X 5 6 7 を発見して

いるが，これは南接する未発掘地に礎石建物の存在を予想させるものである。

出土遺物には瓦，土器，木製品，金属製品がある。今回の調査区では，瓦の出土量が極めて

少ないのが注目される。ＳＥ3 8 0 井戸枠抜取り穴の埋土から出土した単弁８弁蓮華文極先瓦の

例は，膳夫寺( 奈良県槌原市）出土と伝える単弁８弁の軒丸瓦と同型である。木製品には小刀状

のもの，金属製品には鉄釘がある。

今回の調査によって寺域北限が判明し，北辺部の状況の一端も明らかになった。すなわち，

北限を画する施設は掘立柱塀であり，その南の総柱建
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の3 7 . 6 尺となる。礎石はすべて花樹岩製で，円形の柱座が造り出されている。柱座径は身舎柱

が0. 75ｍ～0. 80ｍ，府柱は0. 7ｍある。

基壇は四面に階段の取りつく二重基壇であったと推定される。下成基壇は，上面に花樹岩を
主体とした人頭大の偏平な河原石を，約1 . 1 ｍの１幅に敷き並べたもので，外周には縁石をめぐ

らしている。上成基垣については，凝灰岩や瓦を使用した痕跡は認められず，あるいは玉石積

基壇であったかもしれない。規模は，下成基壇が外縁で東西1 7 . 9 5 ｍの約5 9 尺，南北は1 5 . 5 ｍの

約5 1 尺, 上成基聴はその基壇端を下成基壇外縁の内側0 . 8 ｍの位腫に想定すると，東西が1 6 . 3 5 ｍ

の約54尺，南北は13 . 9ｍの46尺となる。総高は1 . 3ｍで，うち上成部高1 . 1 5ｍ，下成部高は０．１５
ｍである。

基埴築成は，地山を削り出したのち，その上に版築を行う方法をとっている。礎石は築成の

途中で据え付ける。下成基壇は先に築成した基壇の周囲を削り込み，整形して作る。階段は，
下成基壇を整形する際に，削り残して作っている。ここには下成基壇面の敷石が無く，その１幅
は南北両辺で2 . 7 3 ｍ，東西では3 . 7 5 ｍである。通例では，階段幅は基壇辺長に比例しているが，

ここでは正而と背面の幅の方が狭い。側面は府柱礎石の柱座が半円形であるところからみて，

搾
崖
顔
’
、

尋

、
』

ﾐ 、Ｎ縦
'’

，

鐸
ＬＵ

|Ｉ『
一一

毒
》

、
』

ク２１，
，－ノ毒

》
ﾐﾐ§3くこへ４

一一

妻
虻

、

9.-0－ ･ ＰＦＵ ｡ 《

IfZ2a4，1≦ji-4 Q_二〆'
－－－Ｆ
Q_二〆'
－－－Ｆ

０



あるいは東西辺には回廊などが取り付いていた可能性も考えられる。なお，基壇築成土中には，

７世紀前半に属する須恵器・土師器片が含まれていた。

出土遺物には，瓦，土器，金属製品，玉類がある。瓦類としては，軒丸瓦，軒平瓦，極先瓦，

尾極先瓦，鬼瓦および多量の丸・平瓦がある。ＳＢ３００の周辺からは，外縁に幅線文を配する

複弁８弁蓮華文軒丸瓦, ３重弧文軒平瓦, 単弁８弁蓮華文と複弁８弁蓮華文の極先瓦, 複弁1 6 弁

蓮華文尾唾先瓦が多量に出土している。これらが出土軒瓦の８割以上を占めており，ＳＢ３００

の創建瓦と考えられる。その年代は７世紀後半頃である。

今回発掘調査した土壇は，従来の研究成果ではその位置や他の土聴との関係から，中門に比

定されていたものである。しかし発掘の結果，これは正面５間，奥行４間の金堂と考えられる

礎石建物基壇であることが確認できた。したがって伽藍配置は，今迄考えられていた法起寺式

あるいは薬師寺式の形態ではない可能性が強く，再検討する必要がある。しかしながら，現在

確認されている塔や東回廊等の位侭関係を考慮しても，なお不明な点が多く，今後調査を継続

して解明する必要がある。

坂田寺第３次調査この調査は，明日香村営上水道加圧ポンプ場建設に伴う，戦前調査として

実施したものである。調査の結果，須弥壇を備えた礎石建物一棟を検出し，この地域が伽藍中

枢部にあたることを確認した。

礎石建物ＳＢ１５０は，桁行７間，梁行４間に復原でき，桁行５間，梁行２間の身舎に四面廟

が付くものと推定される。今回の調査では，東入側柱３間分と東側柱礎石，西入側柱礎石各１

を検出した。基壇規模やその化粧については，基壇端が発掘区外にあるため，不明である。柱

間は，身舎が3 . 8 6 ｍの1 3 尺等間，府の出は2 . 6 8 ｍの９尺で，復原総長は桁行2 4 . 7 ｍの8 3 尺，梁

行は1 3 . 1 ｍの4 4 尺となる。礎石はいずれも花樹岩製で，円形の柱座が造り出されている。柱座
の直径は，入側柱0 . 6 6 ｍ～0 . 7 1 ｍ，側柱は0 . 3 8 ｍである。

ＳＢ１５０身舎中央３間分で須弥聴を検出し

た。東側を除いて，凝灰岩の切石による基埴

化粧が施されている。･ 切石には，地覆・羽目

・鳶を示す加工があり，さらに一石間隔に束

が表現されている。また羽｢ l には花頭曲線の

格狭間を浮彫りにしている。東面は壇化粧の

痕跡がなく，壁受の横木が残存していた。し

たがって，この部分が須弥鯉背面に相当し，

建物は西面していたことになる。なお，須弥

壇および建物基壇上面は本来舗装のない土間

床と推定される。

基壇および須弥埴の築成方法は，基壇と須

５

調査位侭図
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弥埋の築成が連続した手順で行なわれたことが判明した。建物基堪積土を掘り込んで礎石を据

え付け，同時に須弥塩の掘り込み地業を行う。その後，建物墓域全面にわたって黄褐色粘土を

敷きつめる。須弥垣鎮垣具はこの工程に併行して埋納され，その後，須弥壇を版築により築成

する。建物基壇積土や須弥壇掘込み地業土・版築土は，磯や瓦片を含む。

須弥壇における鎮垣具の探索では，１０種4 0 点におよぶ埋納品を検出した。最奥部に瑞雲双鴬

八花鏡１面，その周囲に金箔，心葉形水晶玉１点，琉舶玉２点，銅銭2 8 点（和同開琉２，万年通

賓３，神功開喪1 1 , 不明1 2 ) ，刀子１点，金銅製挟子１組を配する。また鏡の直下には瑠璃玉２個

が置かれていた。さらに鏡から約4 0 ｃｍ西寄りの地点に，灰紬小形双耳瓶がある。絹布片も２

ヶ所で確認している。鎮壇具の年代は，８世紀後半と推定される。鎮壇具のほか，主に基聴お

よび須弥壇上面の焼土層から銅釘，土師器，脱活乾漆像の断片，和同開弥銀銭が出土した。土

師器は1 0 世紀後半頃のものである。これら遺物の年代から，ＳＢｌ５０は８世紀後半に造営され，

1 0 世紀後半に焼失したことが判明する。

S B 1 5 O は，須弥壊があることや平面規模からみて，金堂ないし講堂に比定でき，伽藍配置

の復原に重要な手掛りを与えた。すなわち，ＳＢ１５０は西面しており，建物の主軸方位は北で

西へ約1 5 度偏するが，付近にはほぼ同方位の地割りが残存していること。また先年この建物の

北西で２次にわたる発掘調査によって検出した，石組溝，柱列，石垣，池等の遺構の方位が，

ＳＢ１５０とほぼ同様である点からみて，伽藍は西面し，主要堂塔は一直線上に並ぶ可能性が高

いのである。

豊浦寺の調査向原寺薬師堂( 天保５年建立) の解体移築工事に伴う事前調査として実施したも

のである。向原寺境内は' 9 5 7 年奈良県教育委員会によって部分的に発掘調査が実施されて，そ

の際中世頃と推定される５間× ４間の礎石建物が確認された。今回の調査対･ 象地は，その時確

、
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坂田寺第３次調査遺椛図
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認された建物の一部にあたるが，薬師堂が存在して当時は調査できなかった場所である。
調査の結果，桁行５間，梁行４間の礎石建物を確認した。柱間寸法は，身舎桁行13尺等間，
梁行11. 5尺等間，廟10尺に復原できる。身舎中央部に造り付け仏壇の地覆石と見られる凝灰岩
切石が存在している。また礎石間には，床束石と推定される小形の礎石がある。建物は南面す
るが，軸線は真北に対し北で約18度西肺する。基恥は版築によって造られている。建物の建立
年代は，出土瓦の年代観や建物が床張りであること，仏壇地穫石が転用材であること等から，
鎌倉時代初期頃に比定できる。また建物は焼失しており，その年代は室町時代後半頃である。
なお基壇たち割りによって，この建物基聴に亜複し，さらに一時期古い基埋版築噛が存在し
たことを確認した。この基壇も火災を被っている。築造年代については不明である。
今回の調査では，都合三時期の遺櫛を確認した。鎧上層に位置する薬師堂に伴う屯腹風の基
壇，中世創建の５間×４間の礎石建物・基塊および肢下層で検出した中世以前の基壇であるｃ
すなわち，現向原寺薬師堂は，中世の建物の上に建立されていたこと，また同じ場所に中世以
前の前身建物が存在したことが判明した。

’／ 1 9 7 8 年調在

１
１

｜’1 9 8 0年』淵侮1980年』淵侮

Ｃ〕，０Ｃ〕，０

蕊 雁雁 ａ

■ ーー‐

,ロ,ロ
。－．ヘ

《

ど色っ：

ｇ●

豊浦寺調査巡椛図

７

1 ０．１３、１３１，１３ ’ １０

憐憐⑤⑤
Ｉ宮
１
－１－

Ｉ宮
１
－１－

IＺ

画Ｎ

一

1 ０．１３、１３１，１３ ’ １０1 ３１３１．１３・１０'【０

rE｢１

一

廿ﾛ



麺lＬ
ＳＤ２８４４ｇＤ２８４Ｅ

●

２．藤原宮跡・藤原京跡の調査

藤原宮東面大垣・東方官荷( 第２９．３０．３２次) の調査1 9 7 8年度以来，第2 4次．２７次の二次にわた

る調査で宮東面大垣とそれに開く宮城門( 東面北門) ，内濠，外濠などを検出し，この近辺の様

相はかなり判明してきている。今年度は宮東限の諸施設を更に広範囲に明らかにするとともに，

これまでに必ずしも充分に解明できていない東而大垣西方地域および外濠東方地域の状況につ

いての知見を得るために２９．３０．３２の三次にわたり，東西約1 8 0 ｍの範囲について発掘調査を

実施したものである。

検出した遺構の時代は古墳時代前期，７世紀, 藤原宮期直前, 藤原宮期, 藤原宮期以降の５期

に大別される。藤原宮期の遺構には東面大垣S A l 7 5 ，内濠S D2 3 0 0 ，外濠S D1 7 0 ，土城S K

28 0 1，S K2 8 0 3，掘立柱建物SB28 4 0，S B2 8 4 1，井戸ＳＥ2846 , 南北溝SD22 9 5，S D22 8 1

S D3 0 3 1 がある。東面大垣S A 1 7 5 は南北1 4間分を検出した。柱間は2 . 6 6 ｍ( ９尺) 等間で，柱は

いずれも東側に抜き取られている。外濠S D1 7 0 は幅4 . 5 ～6 . 0 ｍ，深さ1 . 2 ｍの素掘り溝で，大

垣と溝心との距離は約2 0 ｍある。溝内からは1 4 3 9 点にのぼる木簡をはじめ，人形・削り掛け等

の木製品，土器，瓦類が出土した。瓦は数量的に乏しく，軒瓦はわずかに４点にすぎない。内

濠ＳＤ２３００は幅2 . 5～3 . 0ｍ，深さ0 . 7ｍの素掘り溝で，溝心は大垣から西に約1 2 . 0ｍ離れた位置

にある。溝内からは木簡6 9 点，土器，瓦のほか鳥の側面形をかたどった板の片面に羽毛を墨線

で表現した木製品が出土している。南北溝S D2 2 9 5 は1幅0 . 6 ｍ，深さ0 . 3 ｍの細い素掘り溝で，

大垣から1 1 . 5 ｍ東にあり，前２回の調査で検出した溝と一連のもので，宮の四周を廻る溝と考

えられる。土砿S K 2 8 0 1 は内濠の東岸にあり，東西3 . 6 ｍ，南北1 . 6 ｍの不整長円形を呈する。

埋土から木簡4 3 点，土器片が出土した。土雛S K 2 8 0 3 は内濠の西岸に接して東西約1 2 ｍの範囲
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に拡がる不整形の浅い土砿群である。埋土には瓦，土器が混在し，土馬が１点出土している。

上面には炭化物を含むl 闇が全面に広がり内濠埋土の上面に及んでいる。第3 0 次調査区で検出し

た掘立柱建物S B 2 8 4 0 は桁行1 2 間( 総長3 5 . 2 ｍ) ，梁行２間の長大な東西棟で，柱間寸法は桁行，

梁行とも2 . 9 3ｍ( １０尺) 等間である。この建物の束妻と東而大垣との距離は6 0 . 9ｍある。ＳＢ２８４１

はS B 2 8 4 0 に柱列を揃えた東西棟と考えられ，S B 2 8 4 0 から7 . 3 ｍ西に離れた位慨にある。この

２棟の建物の方位は方眼北に対して東に1 . 5 6 ' 5 7 〃偏しており，西に偏する宮造営方位とは逆の

傾向を示している。井戸S E 2 8 4 6 はS B 2 8 4 0 の北９ｍにある。井戸枠は抜き取られており，直

径2 . 5 ｍ，深さ0 . 7 ｍの平面円形の土城状を呈している。第３２次調査区の東端付近に流れる２条

の南北溝S D 2 2 8 1 ，ＳＤ３０３１はいずれも藤原宮期に存在していたと考えられる。東側のS D

2 2 8 1 は東面大垣の東約6 6 . 5 ｍにあり，幅３ｍ前後，深さ0 . 6 ｍのわずかに蛇行する素掘り溝であ

るが，溝底には人頭大の河原石が部分的に集職しており，本来石稜みの謹岸施設が施されてい

たことをうかがわせる。この職は埋土に含まれる土器から1 0 世紀代まで存続していたことがわ

かる。S D3 0 3 1 は東面大垣から東に約6 1 ｍの距離にあり，幅1 . 5 ｍ，深さ0 . 4 5 ｍの素掘り溝で

ある．この２条の溝は宮の東で南北に通じる束二坊大路の西側猫の想定位匿付近にある。従来

の調査の知見によると，東面大垣から東二坊大路心までの距離は令大尺2 0 0 尺( 約７１．２，，１尺＝

3 5 . 5 9 c m) とされている。そうとすればS D2 2 8 1 を西側職とした場合，想定される東側溝との心

心距離は約9 . 4 ｍとなり，S D3 0 3 1 では同様に大路幅員は約2 0 . 4 ｍに復原される。宮の四周の大

路については，これまで宮南面の六条大路の幅が部分的にではあるが確認されており，第2 1 -

2 次調査で側溝心点1 9 . 8 ｍ，第２９－６．７次調査で1 7 . 3 ｍ乃至2 0 . 8 ｍという数値が得られているｃ

これに従えば, S D 3 0 3 1 が束二坊大路西側満である可能性が強いと言えるが, S D 2 2 8 1 の評価を
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も含めて岐終的判断は現在進行しつつある出土遺物等の整理，分析の結果をまたねばならない。
以上のように三次にわたる調査により，藤原宮の東面外郭が大垣と内濠，外濠で構成されて
いた状況を再確認するとともに，大垣西方の宮内では第30次調査で検出した長大な東西棟建物
S B2 8 4 0と大垣との間約60ｍほどは空閑地であった可能性が強いことを明らかにしえた。S B
2840の北側柱列は第２１－１次調査で検出した四条条間路( 計画線) から北約45. 5ｍの位匠にあり，
先行条坊の坪の南３分の１に配腫されている。また東妻が東二坊坊間路( 計画線) 上にあること
からも，先行･ 条坊地割を規準として藤原宮の建物配置が行なわれたと考えられる。一方，外濠
と東二坊大路との間の東西約3 6 , 幅の濡地部分にも藤原宮期の遺構はなく，大垣の東西には建
物等の構築物の設けられない広大な空閑地が設定されていた状況が明らかになった。
藤原宮期直前の遺構には第30次調査区で検出した東二坊坊間路計画線S F 2 1 1 5とその西側溝
S D2844，東側溝SD2845がある◎道路幅員は側溝心次で6 . 2 5ｍあり，道路の方位は方眼北に
対して西に38 ' 41 " 偏している。西側溝SD2844はSB2840との重複関係から，宮造営に際して
埋め立てられたことがわかる。ＳＦ2 1 1 5路面心と東面大垣との距離は約6 2 . 9ｍである。掘立柱
建物S B2 8 4 2は桁行４間，梁行２問の南北棟で，東二坊坊間路S F 2 1 1 5の西４ｍにあり，建物
方位がＳＦ２１１３と一致することから，同時期の遺構と考えられる。

７世紀に属する遺構は第３２次調査区に集中している。この区域についてはまだ充分な整理・
分析が完了していないが，遺構の方位が北でやや東に偏する南北溝S D3 0 4 5 ，掘立柱建物S B
3 0 5 6，S B3 0 5 0および土猿S KOO1 5，南北溝S D3 0 4 5は出土遺物から７世紀第１四半期に属す

東面大垣ＳＡ１７５南から

ると判断される。また南北職S D 3 0 3 5 ，掘立柱建

物SB3037，SB3038，SB3047，SB2770，S

B2 7 7 2，S B2 7 7 3，S B2 7 8 0，S B2 7 8 3，南北塀

S A3048，井戸ＳＥ3046 , 土嫉SK3046は７世紀

後半の遺構で，そのうちS D3 0 3 5 ，S B3 0 3 7 から

は７世紀第Ⅲ四半期の土器が，南北職S D 3 0 3 0 か

らは７世紀第Ⅳ四半期の土器が出土し，ＳＫ３０４３

からは大型の円面硯が出土している。古墳時代前

期の遺物を含んでいた遺構には，第2 9 次調査区の

斜行溝S D2 7 7 7，S D2 7 8 4，土嬢S K 2 8 1 1，S K

2815，第30次調査区の井戸ＳＥ2854 , ＳＥ2850，

第3 2 次調査区の斜行大瀧ＳＤ３０+ ０，円形溝ＳＸ２７

７１などがある。このS X 2 7 7 1 は西半部を宮外濠で

破壊されてはいるが，ほぼ平面正円形に復原する

ことができ，埋土の状況からは流路であったこと

| ま考え難いことからも，墳墓に関わる周溝ではな

i Ｏ －



いかと考えられる。

第３２次調査区で検出した土砿SK3032，SK3033，SK3034，SK3051，SK3052は比較的

浅いもので，埋土には鎌倉時代に属する瓦質土器が含まれる。湧水に乏しいことなどから井戸

とは考えられないが，その性絡は不明である。

藤原宮南面大垣・六条大路( 第２９－６．７次) の調査この調査は藤原宮の南西部の飛弾町に計画さ

れた，体育館および隣保館等の建設に先立って実施したものである。調査地は南北３ケ所に分

れるが，宮南面大垣，内濠，外溌それに六条大路とその南北両側満などを検出した。

東西塀S A 2 9 0 0 は宮南面大垣で３間分ある。柱間寸法は2 . 6 6 ｍ( ９尺) であり，東面あるいは

北面大垣と一致する。内濠S D5 0 2 は幅2 . 5 ｍ，深さ0 . 6 ｍの素掘りの溝で，溝心と大垣との距離

は約1 2 . 0 ｍある。３層に分れる堆職土の鮫上層からは多量の瓦が出土した。外濠ＳＤ５０１は幅

5 . 5 ｍ，深さ1 . 3 ｍで，断面形が逆台形状を呈する素掘り溝である。溝心は大垣から南に約2 5 . 0 ｍ

離れた位置にある。溝内堆稜土からは土器，瓦の他，木簡６点，人形１点，犬・馬骨，スッポ
ンの甲羅が出土した。木簡の中には大宝令あるいは浄御原令の篇名！？. 了M１

の一つである「考仕令」と記された断片があり注目される。東西満

S D2 9 0 1 は大垣の南約1 1 . 0 ｍにある幅0 . 7 ｍ，深さ0 . 2 5 ｍの浅い猫 ＳＤ５０２

で，東面大垣東方にあるＳＤ２２９５および北面大垣北方のＳＤｌ４４と

同じく，宮の四周をめぐる溝と考えられる。 s A 2 9 0 0

宮の南面外郭については，第１次調査で南面中門と外濠・内濠が

明らかになっている。南面中門心と内濠．外濠間の心女距離は各狗聖坐
1 1 . 5 , , 2 0 . 3 ｍであり，今回の調査結果と比較すると，大垣・内濠

間の距離がほぼ一致しているのに対し，大垣と外濠の間隔は今回のｓｏ５０，

U､･Ｕ害 ﾉＪ１ｉ

~- - 1外濠
L－Ｌ１１. ~「

駕鶏紙鰯慶磯嚇噸測一，雨
が，が富の爾西鵬に迩当地域だけの現象で過る…解鯛州Ａ“の調査に待たなければならない。

東西溝S D2 9 0 9 は幅1 . 6 ｍ, 深さ1 . 2 ｍの素掘り溝で六条大路南側瀧

室鰯饗誓就職臓鯛芸三百二三二
で’ 埋土には藤原宮期の土器が含まれており，いずれとも判断がつS F 2 9 i O，‘ 〈条大路

漁態賢噸蝋蝋堂而寺－
て側溝心を距離で1 9 . 8 ｍの数値が得られている。これを考慮すれば，

ＳＤ２９１６を北側溝とすることもできるが，S D 2 9 1 5 ，ＳＤ２９１６の２０２０，

条の溝の存在が六条大路ＳＦ2 9 1 0 幅員の拡大．縮少を示唆するもの過椛配r t 図

1１
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l,{;､６７ｍは橿原市出合町から明日香村に至る村道の改良工覗に先立って明日

香村域で実施したものである。調査地は大官大寺想定寺域の西方約

1 0 0 ｍにあり，南半部は中世の山城の存在が推定されているギオ山

東麓に接している。調査は南北約2 3 0 ｍの細長い範囲に南・中・北

の３ケ所の調査区を設定して行なった。南区の北半部から北区北端

にかけての南北1 8 0 ｍの範囲には厚さ0 . 6 ～1 . 5 ｍの整地土層がみとめ

られ，更に北方に連続するものと推察された。この大規模な整地事

業は出土土器から７世紀第Ⅱ四半世紀頃に行なわれたものと推定さ

れ，その時期に関わる建物等の遺構は明確にしえなかったものの，

寄明朝の「飛鳥岡本宮」あるいは斉明朝の「後飛鳥岡本宮」との関

連が想定され興味深い。南区で検出した斜行溝ＳＤＯｌ，井戸ＳＥＯ２

からは重弧文軒平瓦，平瓦，銅津，フイゴの羽口，土器などが出土

し，また土城ＳＫＯ３，ＳＫＯ４には銅津を含む焼土が充満していた。

しかし土娠の壁面は焼けておらず，近辺に炉跡の存在が予想されるｃ

これらの遺構はいずれも７世紀後半に属するが，出土した重弧文軒

平瓦は5 0 点をかぞえ，しかも大官大寺所用瓦ではないことから，調

査地の付近に大官大寺より古い寺院あるいは瓦窯の存在が推定され

るようになった。ＳＤ１６，ＳＤｌ７はギオ山の山裾をめぐると考えら

れる溝で，中世山城に関連する施設ではないかと考えられる。中区

では掘立柱建物３，掘立柱塀４，溝２，土城９などを検出した。遺

構は中区中央を横切る東西溝を境にして北側に集中しており，これ

らの遺構の属する７世紀第1 V 四半世紀における地割区画の存在をう

かがうことができる。（岩本正二・井上和人）
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とみなすこともできるので，六条大路北側溝の確定は今後の問題としたい。, 仮に六条大路北側

溝をSD2916とすると, 大垣と六条大路間の心倉距離は70. 8ｍ, SD2915とすると72 . 6ｍとなるｃ
藤原京右京五条三坊および西京極路( 下シ道) の調査この調査は概原市継手町・小房町域におけ

る国道1 6 5 号線バイパス建設に先立って実施したものである。東西3 5 0 ｍの範囲の５ケ所に調査

区を設けて発掘したが，全体に数次にわたる飛鳥川の氾濫による堆積層が３ｍの厚さに及んで

おり，所期の目的である藤原京西京極路の確認および右京の坪内状況の把握には至らなかった。

しかし，Ⅱ～Ｖ区では1 3 世紀から1 4 世紀後半に至る時期の水田遺構面とそれに伴う畦畔を検出

し，氾濫と水田化の繰り返しの歴史を明らかにすることができた。とくにⅢ区において，梨に

よる耕起の痕跡とみられる溝状遺構と，梨耕に使役されたと思われる牛のおびただしい足跡を

精査したことは重要な成果である。
藤原京左京九条三坊・十条三坊( 村道耳成線第１次）の調査この調査
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平城宮跡と平城京跡の調査

平城宮跡発掘調査部

１．平城宮跡の調査

壬生門( 第1 2 2 次) の調査第２次朝堂院が京に開口する状況を明らかにするため，宮城1 2 大門

の１つである南面東門( 壬生門）を全面発掘し，あわせて二条大路，南面大垣，宮内道路の一部

を調査した。調査区の地形は，北方の第２次朝堂院地域から南に延びた小支丘が沖祇面に移行

したなだらかな平地である。調査区の中央は，旧水田面より１ｍ商い農道が東西方向に走り，

平城宮南面大垣の築地の痕跡と推定されていた。今回の発掘では，前記の遺椛および平城宮造

営以前の土砿墓，斜行溝と造営以後の掘立柱建物を検出した。平城宮と京に関連する遺構は，

遺構の重複関係からＡ～Ｃの３期に区分されるが，そのうちＡ期はＡ１，Ａ２の２小期に細別で

きる。以下に時期別に遺構を述べる。

ＡＩ期門基壇の痕跡は検出できなかった。大垣築地の築成予定地に掘込み地業ＳＸ９４９０，

9491 , 9 4 9 4 , 9 4 9 5がある。この地業は門の位侭では21 . 6ｍの間途切れるが，東西方向に二条検

出した。地業の深さは，約0 . 4 ｍであり，それぞれ2 . 5 ｍの間隔で壷掘り状に掘り込まれている。
二条の南北距離は，約４ｍである。この進構の北には，南北両側溝をもつ宮内道路S F 1 7 6 1 が
東西方向に走る。北側溝S Dl 7 6 4，9 4 8 0は，幅0 . 8ｍ，深さ0 . 1ｍの素掘りの溝であり，短期間

に埋め戻され，そのうえに築地S A 9 4 7 0 が構築される。築地基聴は，きわめて残存状態が悪く，

積み土として黄褐色砂質土が一部残るにすぎない。この層にすえられた木樋S X 9 4 7 9 を検出し

ている。南側満ＳＤ1 8 1 3 , 9 4 8 1は二度同じ位置で改修されており，妓後は幅１．１ｍ，深さ0 . 4ｍ

の素掘りの溝となる。この両側溝から復原される道路幅は，満心禽で7 . 4 ｍである。また築地，
側溝とも門位置の真北で，2 1 . 7 ｍの間途切れている。

二条大路S F 94 4 0の北側溝ＳＤｌ２５０は，幅4 . 2ｍ，深さ0 . 9ｍの素掘りの溝である。南側溝
S D4 0 0 7の一部を南に延長したトレンチで確認した。幅1 . 7ｍ，深さ0 . 7ｍの素掘りの溝である。

S Dl 2 5 0とS D4 0 0 7のあいだは，二条大路の路面と考えられ，その' 陥員は3 5 . 2ｍである。

Ａ２期南面大垣ＳＡ１２００が築成される。この大垣にとりつく門基壇は，検出できなかった。

築地ＳＡ９４７０および二条大路の北側溝ＳＤｌ２５０は，Ａ１期のものを踏襲する。南面大垣は，基
底幅2 . 7 ｍの浅い掘り込み地業のうえに築成され，バラス混り砂質土と粘質土を交互につきかた

めて築土としている。東1 8 ｍ，西2 7 ｍの距離にわたって検出したが，門の位磁で2 1 . 6 ｍ途切れ

ている。そのうち西部分では現在の農道直下に大垣築地が高さ0 . 5 ｍほど残っている。東部では，

農道が全体に南に寄ったため大垣の基底部しか残っていない。大垣の基底部端にそって，版築

築成時の堰板の添柱を支える添柱穴ＳＳ94 9 2 , 9 4 9 3 , 9 4 9 6 , 9 4 9 7を検出した。この柱穴は，１．０

～1 . 2 ｍの間隔で，大垣基底端より0 . 1 ｍ離れて東西方向に二列検出した。Ａ１期の宮内道路の南

側溝S D1 8 1 3 Bは埋め戻されて，大垣の雨落溝S D9 4 8 7 ，9 4 8 8 がとりつけられる。

１４－
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第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

次
次
次
次
次
次
次
次
次
次
次
次
次
次
次
次
次
次

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
２
３
４
］
。
６
７
８
９
、
皿
哩
喝
叫
喧
肥
”
喝

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

瞬
癖
癖
癖
需
癖
瞬
癖
鍛
癖
癖
癖
癖
癖
癖
蛎
需
癖

村道耳成線第１次

田中宮推定地

浄御原宮推定地

浄御原宮推定地

坂田寺第３次

坂田寺第３－１次

坂田寺鋪３－２次

奥山久米寺

奥山久米寺

大官大寺館７次

桧隈寺第２次

飛鳥寺

飛鳥寺

｜調査期間
８０．４．２～３．３１

８０．７．１５～８１．１．１３

８０．１２．１～８１．３．３１

８１．１．２６～８１．４．３０

S ０．３．１７～５．１

８０．４．１５～４．１６

８０．５，１４～５．２３

８０．６．３０～７．５

８０．７．３０～１０．９

８０．９．２５～９．３０

８０．８．２７～１０．７

８０．８．１９～８．２２

８０．８．１９

８０．８．１８～８．２５

８０．８．１８～８．１９

８０．１１．１７～１１．２１

８０．７．１６

８０．１２．１２

８０．１２．２

８１．１．１３

８１．１．１９～１．２１

8 １．３．２０

８０．１０．６～１１．２９

８０．６．６～６．１０

８０．８．６～８．７

８０．１２．８～1 ２．２３

８０．４．８～４．２８

８０．４．１０～４．１２

８０．５．７

８０．５．２８～５．２９

８１．３．４～３．６

８０．７．７～１２．１０

８０．８．４～１１．６

８０．１２．８～１２．９

８０．１２．１８～1２．２３

｜而職
ﾛ

3, 000ｍ2

1, 193ｍ２

１，２００ｍ2

1, 170, 3

4 8 0 , 2

５０ｍ２

１００ｍｇ

７５ｍｇ

６７５ｍ２

２００ｍ２

3６，２

３，２

１２ｍ２

５０ｍ２

２８ｍ２

４２ｍ理

3ｍ２

６，２

１１ｍｇ

8 ，２

72ｍ２

１５，２

1．１２７，２

４０ｍｇ

１７，２

125ｍ２

１００ｍｇ

１２ｍ２

１０ｍ２
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｜備考
束面大垣

東方官街

右京五条三坊

東面大垣東蛎地

右京七条二坊

西方官間

東方官簡

朱雀大路

右京七条二坊

南面大垣

六条大路

東方官簡

東方官簡

東方官簡

東方官衡

左京八条三坊

左京九条三坊

東方官街

東方官衝

左京八条四坊

左京五条四坊

左京十一条三坊

左京九条・十条三坊

伽藍中枢部

限
方
方

北
東
西

域
堂
域
域

寺
金
寺
寺



Ｂ期門基埴S B9 5 0 0 の掘り込み地業がなされる。基壇上部は，後世に著しく削平されてお
り，礎石や根石は残っていない。地業の規模は，南北14 . 0ｍ，東西28 . 9ｍであり，Ａ期の大垣
端部をそれぞれ3 . 6ｍ基壇内部の東西にとりこんでいる。南半部の地業は，砂磁土と粘寅土を
雑然と積みあげたものだが，北半部ではバラス混り砂質土と粘土層とが5～１０ｃｍ厚でつきか
ためられ，互層となっている。地業の深さは，残存状態のよい北半部で0 . 8 ｍである。地業の
西北縁部に幅0 . 6ｍ，深さ1 . 0ｍの地覆石抜取り痕跡を示す溝があり，そのなかに凝灰岩の細片
が多く残っていた。このことから基埋の外装は凝灰器壊上職みであったとみられる。基埴には
これにそって絢形に折れ曲る東西溝SDl 813A，9481Ｂと南北溝ＳＤ9474 , 9 482とが新たにと
りつけられる。Ａ期の築地S A 9 4 7 0 は，南北溝に賠渠のないところから，取り払われたとみら

れる。南北溝の東西距離は25 . 4ｍであり，この間は門S B9 5 0 0から北上する路面である。門前
面の二条大路北側溝は，３２ｍにわたって整備される。この整備は，人頭大の玉石を５段職みあ
げて側壁としたもので，現状では北壁が良好に残存する。南壁の護岸石は奈良時代にすでに崩
れており，一部に補修の石やシガラミが認められた。

Ｉ ２０ｍ

第1 2 2 次調在遮概図

1 ５－



Ｆ１

これが平城宮のことを指しているならば，今回出土

した人形は，朱雀門壬生門の大路で行なわれた大赦

の儀式に使用されたものと見てもよかろう。土器類
は平城宮土器編年のⅡ期からⅢ期（養老５年から天平

勝宝年間）にわたるが，Ⅲ期に属するものの方が多
い。「兵部｣ ，「兵厨｣ ，「兵部厨｣ ，「民厨」と墨書さ

れたものがある◎瓦類は軒丸瓦が9 0 点，軒平瓦が２８

点，面戸瓦が５点，鬼瓦が３点出土した。軒丸瓦は

平城宮瓦編年Ｉ期に属するものが多い。この傾向は

従来の大垣関係の調査成果と同じである。

まとめ宮造営当初の南面東門( 壬生門) がどのよ

うなものであったかは，痕跡が検出されなかったた

め判らない。しかし溝の配置からみて小規模な門が

存在した可能性は高い。Ｂ期の門の規模は平城宮西
面中門とほぼ同じであり，朱雀門のような大規模な

ものではない。脇門も，門心から東3 3 ｍ，西4 1 ｍの

間では発見されていない。Ａ１期が和銅の宮造営，

Ｂ期が聖武天皇即位を目標とする養老５（7 2 1 ）年頃

に始まる造営，Ｃ期が天平宝字の改作時の造営にか

かわる可能性が高い。
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Ｃ期門基壇と南面大垣はＢ期のものが踏襲される。Ｂ期の南北溝ＳＤ94 7 4 , 9 4 8 2はとりこ
わされ，新しく南北溝ＳＤ9477, 9485がつけられる。この南北溝間の東西距離は，31. 6ｍであ
る。さらに門基壇心から東と西36. 2ｍの点で東西溝に合流する南北溝ＳＤ9478, 9486がつけら
れる。これらの新しくつけられた溝からは多量の瓦類が出土したが，宮の終末期に投棄された
ものとみられる。二条大路の北側溝は埋め戻して改修され，門の前面で東西に途切れる浅い素
掘りの溝ＳＤ9450 , 9 4 5 2となる。Ａ～Ｃ期いずれにも門の前面に橋の痕跡は検出できなかった。
遺物出土遺物には木簡，土器，瓦，木器類のほか帯金具（巡方1点) ，和同開弥（２点）があ
る。そのうち二条大路北側溝の下層から出土した木器は注目される。すなわちこれらは若干の
実用品を除けば，そのほとんどが祭祁用とみられるもので，人形が総数20 7点，刀形，烏形，
舟形，削り掛けが各１点である。人形は５ｃｍ前後の小形のものから3 0ｃｍ近い大型のものまで
あり，顔，胸，手足の作りにも各種のものがある。また表面に呪語，裏面に「重病受死」と墨
書した１例もある。人形が宮内でこれほど多型式，多数にわたって出土したことはない。『法
曹類林」によれば毎年６月，１２月の晦日に大伴・壬生二門間の大路で大赦が行なわれたとある。
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東院西辺( 第1 2 8 次) の調査平城宮の東の張り出し部分に関しては，記録にある東院の所在を

推定して，今まで８回にわたって発掘を実施してきた。そのうち第２２次南，３９次，４３次，１０４

次の各調査は，東院の西辺にあたる地点で実施し，濃密な遺構の重複関‘ 係をあきらかにした。

今回の調査地は，ちょうど東院の張り出し部と方1 ｋｍの宮との境界部にあたり，北辺が，第

２２次南，西辺が第1 0 4 次調査地と隣接する。調査地の地形は，束の宇奈多理神社を先端とする

丘陵が西の低地に移行する緩傾斜面であり，宮内道路が南北に走っている。この道路の東半と

西半とで約１ｍほどの比高差があり，道路東肩で段差となっている。

検出した遺構の時期は，この地点を特徴づける斜行流路Ａ期，南北塀Ｂ期，築地Ｃ期，奈良

時代以降Ｄ期と大別し，そのうちを小規模な造改作でさらに細別した。その結果，Ａ期３，Ｂ

期３，Ｃ期４，，期ｌのあわせて1 1 期にわたる遺構の変遷がみとめられた。

Ａ１期建物はまったく存在しない。調査区の西側を素掘りの溝ＳＤ９６８７が南北に貫流する。

溝内からは，平城宮土器編年で１，１期に属する土器片が出土した。S D 9 6 8 7 は，自然地形に

即して形成された溝とみられる。

Ａ２期斜行溝ＳＤ８６００とこれに連接する東西溝ＳＤ９６４８がある。両者ともシガラミで護岸

される。ＳＤ８６００は，第1 0 4 次で検出した溝の上流部にあたり，ＳＤ９６４８がとりつく以前( A ) と

以後( B ) との２期にわたる。堰とみられる小枝の堆職s x 9 6 5 5 は，s D9 6 4 8 とりつけ以前のもの

であり，流路とみられる黄褐色砂の堆積S D 8 6 0 0 A を幅0 . 3 ｍで検出した。ＳＤ９６４８は，東西

方向の流路を約1 8 ｍほど検出したが，東北部分は新しい流路S D 9 6 2 0 で破壊され残っていないｃ

調査区の東辺で掘立柱東西塀S A 9 6 2 8 を３間分検出した。この塀の廃絶後に，S D 8 6 0 0 に連接

する素掘りの東西溝S D 9 6 2 9 が掘られている。

Ａ3 期斜行溝ＳＤ９６２０が調査区の中央を貫流し，その東西に建物が配置される。ＳＤ９６２０

は，底の一部に杭列と側板の誰岸施設があるが，その上を溝内堆秋土がすりばち状に厚くおお

っていることから，完全に管理された溝ではなく，オーバーフローの状態にあったとみられる。

調査区の北辺で，S D 9 6 2 0 に石組東西溝S D 3 1 9 3 がとりついており，このS D 3 1 9 3 A はさらに

北からの基幹排水路S D3 2 9 7 Aをうけている。S D3 1 9 3 Aが，S D9 6 2 0 にとりつく部分は，側

板で護岸されている。斜行溝S D9 6 2 0 には，さらに調査区の南で東西石組溝S D8 6 2 8 がとりつ

けられている。調査区西辺には建物２棟がある。第1 0 4 次で一部検出していた南北棟ＳＢ８５７８

は，２間× ７間の規模で完掘できた。桁行９尺等間，梁行および順の出は６尺等間である。そ

の北側に２間× ４間の小規模な南北棟ＳＢ９６４７( 桁行６尺等問，梁行７尺等問）が建てられる。調

査区の東辺では建物４棟を検出した。ＳＢ９５９７は南卿付東西棟掘立柱建物（l ( ) 尺等間) 。S B

9 6 1 6 は，２間× ３間の南北棟( ５尺等間) 。S B 9 6 3 7 は２間× ３間南北棟( ６尺等間) 。S B 9 6 3 9 は，

３間× １間以上の南北棟建物（６尺等間) 。

Ｂ, 期南北塀で空間が東西に区分され，建物が大規模になる。斜行溝S D 3 1 1 3 A が，旧斜

行溝S D 9 6 2 0 を踏襲して，５ｍ西よりに設置される。この溝は，オーバーフローした形跡がな

1７
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く，堆積土も新旧の２層に分かれ，下層がほぼＢ, 期に対応する。新たに設けられた南北塀S A

5 7 4 0 A は，従来の調査とあわせると総長2 0 0 ｍに達する大規模なもので，この地域を区画する

重要な機能をもつ。S A 5 7 4 0 A の東側には, 南廟付東西棟S B 9 6 0 9 が建てられ( １０尺等間) ，やや

おくれて２間× ３間以上の東西棟ＳＢ９６３８( 1 0 尺等間）が建てられる。S B 9 6 0 9 とS B 9 6 3 8 の間
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( ま，東西塀ＳＡ９６１７（1 0尺等問）で仕切られている。

Ｂ２期水系はＢ, 期と同じであるが，調査区南半で改作がなされる。南北塀S A 5 7 4 0 A の南

半がとりこわされ，調査区の南中央に北廟をもつ３間× ５間の大規模な東西棟S B 9 5 9 8 が建て

られる。新たに斜行溝S D3 1 1 3 Bに沿った南北塀S A 5 7 4 5 で西を区界し，北を東西塀ＳＡ９６１０

で仕切るようになる。S A 5 7 4 5 は，南の第4 3 次調査区内でふたたび２間分西に張り出してS A

5 0 2 5 となるので，斜行溝S D3 1 1 3 Bの流路の実情にみあって，この時期に南北塀が大きく改作

されたとみられる。S B 9 5 9 8 の東北に３期にわたる土城S K 9 6 0 8 A ．Ｂ・Ｃがあり，古い土砿

S K 9 6 0 8 A の城底から「蔵人｣ ，「蔵人所」と墨書した須恵器３点が出土した。土器は平城宮土

器編年のⅢ期に相当するものである。

Ｂ3 期斜行溝が廃絶され，整然とした水系がととのえられる。以前からあるS D 3 2 9 7 A を

まっすぐ南に延長し，南北方向の大溝S D 3 2 9 7 B を設ける。これにともない東北からの流水は，

連結した南北溝S D9 6 3 2 Aと東西溝S D9 6 3 1 Aで排水されるようになる。南北塀S A 5 7 4 0 B下

を横．切る東西溝S D9 6 3 1 Aは，凝灰岩を蓋朽とする暗渠である。建物は, 南北塀の東側ではＢ２

期のものが存続するが，西側では３間× ５問の同形の東西棟ＳＢ8 6 4 0 , 8 6 3 2 が柱筋をそろえて

新営される。これらは桁行，梁行とも８尺等間，廟の出は９尺である。東辺の土城S K 9 6 0 8 B

は，古い土漉と重複しながら，やや北に寄って，この時期に掘られたとみられる。

Ｃ, 期南北塀が廃止され，築地ＳＡ５７６０による東西区画割りが完成する。これ以降，築地

の東側での造改作が活発におこなわれるようになり，ここには厚い整地土がみられる。築地s

A 5 7 6 0 は，Ｂ期の南北大瀧S D 3 2 9 7 B の束に沿って造営されている。赤褐色粘質土の積土が土

堤状に残っており，第4 3 次で検出した築地と筋がそろうところから，一連のものとみられる。

築地S A 3 7 6 0 の束には，１幅0 . 8 ｍの南北溝ＳＤ３１０９が並行して走り，築地の雨落ちと東区画の

基幹排水路との機能をあわせもったとみられる。この溝の構造は，半減した丸太を杭として両

側面に打ち，その外側に板材をおとしこんで側壁とするもので，底には玉石を敷くＯＢ3 期の

東西溝S D9 6 3 1 A，南北溝S D9 6 3 2 Aは石組溝S D9 6 3 1 B，9 6 3 2 Ｂに造替えられ，側板溝S D

3 1 0 9 にとりつけられる。S D 9 6 3 2 B には石組東西溝S D 9 6 3 5 が新たにとりつけられる。築地S

A 5 7 6 0 の東区に井戸を予定したとみられる，一辺３ｍ，深さ2 . 4 ｍの矩形の掘形ＳＥ９６３０があ

る。おそらく掘削後井戸を造らずに埋め戻し，新たに南1 3 ｍのところに井戸S E 9 6 0 0 を設けた

とみられる。ＳＥ９６００の井戸枠据え付け用の掘形は一辺３ｍの矩形をし，深さが1 . 2 ｍある。

底部にはこぶし大の喋が厚さ0 . 3 ｍに敷かれている。井戸の本体は，厚さ９ｃｍの板材を井篭組

みにしたもので，一辺の長さ1 3 5 ｃｍである。井戸の四周は矩形の小傑敷面であり，操を横につ

らねて縁どりがされる。東西溝S D 9 6 0 2 A が井戸ＳＥ9 6 0 0 Ａと南北溝S D 3 1 0 9 とを結んでおり，

排水路となる。井戸の南には４間× ４間以上の北廟の大規模な東西棟S B 9 5 9 9 が建てられ，そ

のさらに南に西側柱筋をそろえて２間× ３間以上の南北棟S B 9 5 8 8 がならぶ。築地には，門S

B 9 6 0 6 が開き，目隠塀ＳＡ９６１２で東区への視界は遮断される。築地塀ＳＡ５７６０から西側の空
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間には，石組東西溝ＳＤ８６２０・S D 9 6 2 7 が二条ある。しかし建物遺構は存在せず，的門から北

上する宮内道路S F 9 6 6 0 の路面であったとみられる。

Ｃ２期井戸の北側に南北陳が建てられる。この建物ＳＢ９６４０は，旧排水路S D 9 6 3 1 B ，

9 6 3 2 Ｂ・9 6 3 3 をとり壊したうえに建てられた，東と南の２面に府が張り出す大規模なものであ

る( 桁行，梁行，順の出はともに1 0 尺等間) 。また井戸S E 9 6 0 0 B も，四周を石組溝S D9 6 0 1 A でか

こみ，上段の井戸枠をとりかえ，再度小石でたたき面が敷かれる。井戸の東脇には，東西棟S

B9 6 1 4が建てられる。基幹排水路S D3 1 0 9には，南北棟S B9 6 4 0の西で短かい東西溝ＳＤ９６４９

がとりつけられる。しかしこの溝は，槍皮と粘土で埋めたてられており，存続期間は短かかっ

たとみられる。

Ｃ3 期井戸の南に東西溝S D 9 6 0 4 が設けられ，東側の区画が南北に２分される。南では，

北柱筋のそろった東西棟S B 9 5 8 9 と南北棟S B 9 5 9 0 が建てられる。S B 9 5 8 9 は，２間× ６間以

上( 桁行，梁行ともに1 0尺等問) ，S B9 5 9 0 は２間×３間以上( 桁行，梁行ともに1 0尺等間) である。東

西溝ＳＤ９６０４の廃絶後には，塀S A 9 6 0 5 で南北が区画されるが，西端は仕切らずに，門S B

9 6 0 6 から井戸に坦ける通路部分は開放されている。北の区画では，Ｃ2 期に建てられた東西棟

S B9 6 1 4を壊し．６間×２間以上の南北棟S B9 6 1 3 ( 桁行８尺等間，梁行1 0尺）が建てられる。井

戸S E 9 6 0 0 Bの四周では，化粧が仕直され，大ぶりの石を使って周溝S B 9 6 0 1 Bに造り替えら

れる。また新たに洗場S X 9 6 0 3 が西に造り出される。

Ｃ製期井戸S E 9 6 0 0 B が廃絶し，築地の東にそって礎石立の南北棟が２棟南北にならぶ。

両者とも，礎石はすでに抜き取られており，根石のみを検出した。２間× ７間のＳＢ９６１８（桁

行1 0尺等問，梁行７尺等間）と２間×６間以上のS B9 6 4 1 ( 桁行1 0 尺等間，梁行７尺等間) は，東西の

柱筋をそろえている。そのほかに２間×３間の南北棟ＳＢ９６１１（５尺等間) ，４間×１間以上西
廟付南北棟S B9 5 8 7 ( 梁行８尺等間，府の出６尺) ，ｌ間×２間以上南北棟ＳＢ９５８６( 桁行８尺等間，
梁行1 1 尺) がある。基幹排水路S D3 1 0 9 は，当初の深さの半分がすでに埋っており，この時期に

は上層の砂層が堆積する。そのため，木樋暗渠S X 9 6 2 6 の取水口が埋没して，機能の低下をき

たしている。この時期では，新しく転用材を木樋暗渠S D 9 6 2 6 の東半部につけたし，取水口を

改造している。下流の木桶暗渠S X 9 6 2 5 はおそらく廃絶同様の状態になったとみられる。また

土狼9 6 0 8 Ｃもこの時期に掘られている。

Ｄ期奈良時代以降の掘立柱建物４棟ＳＢ95 9 2 , 9 6 2 2 , 9 6 2 4 , 9 6 4 6と礎石建物１棟ＳＢ９６１９

がある。第1 0 4 次で検出した石敷面S X 8 6 5 8 も，今回の調査区西南にまで延びており，Ｄ期に
該当する。

造物従来の調査区の数倍の多量の土器，瓦類が出土した。軒瓦は，軒丸瓦4 6 2 点，軒平瓦

6 0 0 点が登録されており，圧倒的多数が平城宮瓦編年Ⅲ期の部類である。１期がそれにつぎ，

Ｉ，Ⅳ期のものは非常に少ない。Ｃ期の遺構検出時には，整地土と土漉からかなりの緑軸瓦博

が出土した。土器類の大半はS D 3 1 0 9 上層から出土したもので，投棄された食器類である。調
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査区中央にある井戸SE 9600は，何回も波喋がなされているが，和同開弥５，万年通賓６，神
功開賓1 2 , 帯金具１が出土している。

まとめ今回の時期区分のＡ期に関しては，平城宮の造営当初頃の年代が推定される。第1 0 4
次調査で検出した建物遺構は，すべて今回の調査のＢ, ～Ｂ３期に該当するものであろう。築地
が完成するｃ期は，この地区のきわめて重要な機能が考えられる。本調査区の性格を的門から
北進する宮内道路と東院の西限に比定しても，まずまちがいないであろう。
推定馬寮北辺地域( 第1 2 7 次) の調査奈良市二条町１町目４番地の民有地が，昨年度国有地とな

ったので，この地域の環境整備に先立って発掘調査を実施した。平城宮の西辺部，西面中門と
西面北門とではさまれた一帯は，４７，５０～52, 59, 63, 71次の７回にわたって調査がおこなわれ，
馬寮と推定されるに至っている。今回の発掘地点は，この推定馬寮地域の北辺中央部にあたっ
ている。検出した遺構は，掘立柱建物５棟, 築地塀1条, 掘立柱塀１条, 井戸状土職１基である。
掘立柱建物S B6 4 3 0は，従前の調査( 5 9 , 6 3次）でも一部が検出されていたが，今回の調査で
南北に胴をもつ桁行1 4間以上，梁行４間の長大な東西棟であることがわかった。柱間寸法は，
桁行が８尺等間，梁行は1 0尺，順の出が８尺である。掘立柱建物S B6 4 6 9 は，従来の調査分と
あわせると桁行７間，梁行２間の東西棟となる。柱掘形の重複関係からS B 6 4 3 0 よりも新しい
ことがわかる。柱間寸法は桁行，梁間とも1 0尺等間である。掘立柱建物S B9 5 5 2は，桁行３間，
梁行２間の東西棟で，この南側柱筋は，S B 6 4 6 9 の南側柱筋とそろっている。掘立柱建物S B
6 4 2 9 は，従前の調査分とあわせて桁行５間の南北棟となるが，妻柱の痕跡は南北ともに検出さ

れていない。柱掘形の重複関係からＳＢ６４３０よりも新しいことが判明した。掘立柱建物S B

9 5 5 3 は，桁行３間，梁行２間の総柱の南北棟である。築地S A 6 4 7 5 が廃絶，削平されたのちの

ものである。築地S A 6 4 7 5 は，地業の痕跡を検出した。東西溝ＳＤ6 4 7 3 , 6 4 7 7 は，これにとも

なうもので南北両側の雨蕗なうもので南北両側の雨落

溝と考えられる。南側の雨

落溝S D 6 4 7 3 の埋土上面に

は，凝灰岩の細片が一面に

認められた。この築地が馬

寮の北限を画すとみられる。

土蛎S K 9 5 6 0 は径約３ｍ，

深さ１ｍほどの土砿で，S

B 6 4 3 0 よりも新しい。底部

から奈良時代の丸，平瓦片

が出土したが，後世の遺物

は含んでいなかった。

遺物出土遺物は全般的
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に少ない。土器には，緑紬灰紬のものが若干ある。軒瓦は1 0 点出土し，そのうち6 6 6 4 Ｄ型式
をS B 6 4 3 0 の柱掘形から検出した。

まとめ今回の調査で３時期以上におよぶ遺構変遷が認められたが，従来の馬寮地域の調査

でも３～４期にわたる建物群の存在が確認されている。したがって西面中央以北の官椅の変遷
に関しては，西北部の未調査区と細部的な課題は残っているが，従来の調査の蓄職に大きい変

更は今後おこらないであろう。

２．平城宮北方の調査

市庭古墳北方( 第1 2 6 次) の調査この調査は住宅建設に伴う事前調査である。調査地は平城宮
北方，市庭古墳( 平城天皇陵）の西北に接する位置である。検出した遺構は，市庭古墳に関する

ものと，奈良時代に属するものとに分れる。

市庭古墳の遺構市庭古墳S X 5 0 0 の後円部墳丘基底部を検出した。基底部は地山を削り出

して成形しており，葺石がある。葺石S X 2 1 5 1 は地山面に径２５～4 0 ｃｍ大の河原石を１列ない

し２列に並べて裾石とし，それより上部の葺石は削り出した地山面に，灰褐色や暗褐色の砂質

土とバラスを裏込めにして，径1 5 ～2 5 ｃｍ大の石を小口積みとする。葺石の勾配は2 8 . 前後，裾

石から復原される後円部径は1 5 0 ｍほどである。市庭古墳の遺構としては，他に内濠，外濠お

よびその間の外堤を検出している。内濠S G2 1 5 0 から外堤の基底部までは2 9 . 5 ｍある。深さは

約３ｍで，奈良時代に完全に埋め立てている。濠内の遺物は埴輪片のみである。外堤ＳＸ２１７０

は東・西斜面とも葺石があり，幅は裾石間で3 2 . 5 ｍある。外堤上には円筒埴輪列S X 2 1 5 3 を据

えている。各灸の埴輪は1 . 4 ｍ間隔，壷掘りして据えつける。外堤東斜面の裾石から復元され

る円弧は直径約2 0 9 ｍになる。外濠ＳＧ２１６０は幅1 8 ｍほどで，西斜面は素掘りのままである。

外濠は奈良時代に園池S G 2 1 6 2 として利用されている。

奈良時代の遺構主な遺構としては園池井戸１，掘立柱建物１，溝３，土砿がある。ＳＧ

６１０２は市庭古墳の外濠を利用した園池で，３０･ の勾配をもつ葺石ＳＸ２１６１を茶褐粘質土で覆っ

た上に小傑を敷き勾配５．の洲浜とする。洲浜は蛇行し，一部に出島・中島を設けた痕跡があ

る。園池の深さは0 . 8 ｍ前後に復原できる。井戸ＳＥ２１６３は洲浜汀線に接する位置にある。井

戸掘形は上面で径1 . 6 ｍの円形，底は一辺0 . 8 ｍの方形を呈し，深さは2 . 5 ｍある。一辺0 . 5 6 ｍ

の井篭の井戸組の井戸枠３段分を残すが，当初は4 0 段程あったと思われる。井戸埋土から平城

宮Ⅱ期の軒平瓦6 6 6 3 , 平城宮Ⅲ期に属する土師器・須恵器が出土した。この井戸の西南から，

玉石を側石に用いた幅0 . 2 5 ｍの浅い溝S D 2 1 6 4 がのびており，井戸から園池に注水する施設と

考えられる。S B 2 1 6 5 は南北に並ぶ掘立柱掘形で３個検出した。柱間は７尺等間で建物として

の全容は不明。S D 2 1 5 6 は内濠の整地面に掘られた幅6 . 7 ｍの浅い斜行溝で2 0 , 分検出した。

一部に小喋を詰め暗渠風にしている。S D 2 1 5 7 は藤を詰めた東西の盲暗渠で，喋に混って埴輪

片と軒平瓦6 6 4 7 があった。S K 2 1 5 5 は墳丘裾の地山面を掘り込んだ土嬢であり，上下に重複が

ある。上層土漉からは宝亀年間の土師器が出土した。S D 2 1 6 7 は園池の埋土を掘りこんだ東西
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溝で３４，分検出した。埋土は３層あり，駁上層には完形品を含む多量の瓦を廃棄してあった。
遺物埴輪・瓦・土器がある。埴輪には円筒形，朝顔形の他に蓋形，囲形，盾形などの形象
埴輪がある。これらはハケメの特徴や黒斑から，周辺のコナベ古墳や平塚１号墳にちかい５世
紀前半の年代が与えられよう。瓦は発掘区全体から出土したが堂は多くない。軒瓦8 1点の組み
合わせには，平城宮１期の6284- 6664Ｃ・１．Ｋ，１期の6225. 6308- 6663と6313- 6685, Ⅲ期
の62 8 2 - 6 7 2 1がある。これらの内では，１期の66 6 3が平城宮内と異なる組み合わせをとること

や，6 3 0 8Ｂと6 6 6 3Ａに同一の刻印「井」が押捺されているのが注目される。またここでは平城
宮と同箔の瓦の多いのが特徴である。なおＩ期の瓦中には藤原宮式も含んでいる。
まとめ市庭古墳については，今回及び近年の周辺地域の小規模調査から，全長約2 5 0ｍ，
後円部径約１５０ｍ，前方部幅約1 6 0 ｍに復原できた。また一部には外濠のめぐっていることを
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確認した。平城宮に北接する地域は，推定「松林宮」発見以来それとの中間地帯として，･ 性格

が改めて問題になっているが，本調査によれば，ここが宮と密接な関係を持つ一画であること
を指摘できる。しかし具体的な性格については，園池の存在も含め，今後検討する必要がある。

北方築地( 第1 2 3 - 1 2 次) の調査この調査は住宅建設に伴う事前調査で，調査地は通称一条通

りの北約4 0 0 ｍ，歌姫街道のすぐ西側である。一部は畑地であるが，北辺には幅1 0 ｍ，高さ1 . 5

西方の土塁状の高まりがあり，北側隣接地にも幅５ｍの空堀状の窪みと，これを隔てて北側に

東西方向の幅１７ｍ，高さ1 . 5 ｍの土塁状高まりの認められた地点である。

遺構検出した主な遺構には築地１，大溝１，塀２がある。東西築地ＳＡＯ３は，基底幅2 . 7 ｍ
｡ 鬼辱・口

の９尺, 残存高は1 . 5ｍある。北側犬走りは|幅0 . 5ｍ，その北は0 . 7ｍ下り，再び幅0 . 6ｍの平坦面

となる。掘り込み地業はなく，築地本体も犬走りを形成した後につくる。築地の築成に用いた

堰板の添柱穴ＳＳＯ２．０４は，柱間寸法が不揃いで，ＳＳＯ２が1 . 6～2ｍ，ＳＳＯ４が2 . 1ｍと一定

しない。両者の心を距離は3 . 0 ｍの1 0 尺である。築地のすぐ南の塀ＳＡＯ５．０６は，築地崩壊後

に設けられたものと考えられる。柱間は８尺等間。柱掘形の両脇に，これと重複する楕円形の

穴１対があるが，性格不明である。東西溝ＳＤＯｌは幅5 . 3 ｍ，深さ2 . 8 ～3 . 4 ｍの素掘りで，南北

両壁とも底から1 . 5 ｍの位置に中段をつけている。埋土には滞水した形跡がなく，空堀であった

可能性がある。北側壁の肩には層の粗い厚さ0 . 6 ｍの積土を認めたが，これは北側にある土塁

状高まりの基底部であろう。調査区南半部では，整地土上面に牒敷の痕跡がある。素掘りの溝

ＳＤ０７．０８のうち，ＳＤＯ８はこの牒敷面, ＳＤＯ７は牒敷面を覆う土層上面で掘られたものであるｃ

遺物主な遺物は瓦で，ほとんどはＳＡＯ３の北側犬走り上面とＳＤＯ１内から出土した。軒瓦

の大部分は平城宮Ⅱ期の6 2 2 5 - 6 6 6 3 が占める。他は同じくⅡ期の6 6 8 5 と藤原宮式である。なお

ＳＡＯ３の積土中から，古墳時代の碧玉製車輪石の破片１点と，円筒埴輪片が

'１
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第1 2 3 - 1 2次遺構図

出土した。

まとめＳＡＯ３はその崩壊土中から出土した軒瓦の組み合わせが，6 2 2 5 -

6 6 6 3 の１組であることから，ほぼ7 2 1 ～7 4 5 年の築造とみることができる。ま

た北側の土塁状の高まりは，ＳＤＯ１の堆積土の状況からみて，ＳＡＯ３と少な

くとも一時期併存したものであることが判明した。

これらの築地及び土塁状の高まりについては，すでに推定「松林苑」の外

郭南面築地と推定されている。また「松林苑」の南西隅は発掘調査によって，

隅部分とこれよりさらに西で南に折れる築地が確認された。今回の調査で検

出したＳＡＯ３と，この南西隅から東へ延びる築地を結ぶ線は，その方位が平

城宮造営方位に近似し，両者の間に点だと残る築地痕跡からみても，一連の

ものである可能性が高い。しかしながらＳＡＯ３の北側のＳＤＯ１と築地状の痕

跡については，現状では東西の延長が不明確であり，その性格を今後検討す

る必要がある。

－２４－



推定松林苑南辺( 第1 2 3 - 1 9 次) の調査この調査は，佐紀公民館分館の建設に伴なう事前調査と

して，「松林苑」南辺築地及び塀に近接した，猫塚古墳のすぐ東側の地点で実施したもので，

築地や古墳に関する遺構の存在が予想された。しかし発掘では遺構は検出されず，藤原宮式軒
丸瓦２点( 6 2 7 5Ａ・6 2 7 5Ｂ) が出土したのみである。その他に円筒埴輪が少量出土している。猫塚
古墳に関連するものであろう。

３．平城京の調査

西市( 第1 2 3 - 2 3 次) の調査本調査は西市跡にあたる大和郡山市九条町山本で，マンション建

設が計画されたため，事前調査として奈良県教育委員会の依頼を受けて実施したものである。

西市は東市とともに奈良時代に物資交易の場として設けられた官営の市であり，平城京内で
の重要な機能を担う遺跡である。市域はかつては右京八条二坊の五・六・七・十・十一・十二

坪の計６坪を占めていたとされていたが，今日では五・六・十一・十二坪の計４坪と考えられ

ている。今回の建設計画地は，この十二坪内に当る。

発掘調査は遺跡の性格に鑑みて，予備調査として実施することになったが，調査直前になっ

て発掘予定地が重機によって撹乱されたため，文化庁記念物課から担当官が派逓され，直接現

地指導を行なう事態が発生した。こうした状況の中で，発掘調査はＡ～Ｅの５ヶ所のトレンチ

を設定して進めた。なお範囲確認を含む本格的調査は，昭和5 6 年度以降実施の予定である。

検出した奈良時代の遺構は，掘立柱建物３棟・塀５条・溝２条などである。このほか，中世

の土城および溝が検出されている。掘立柱建物はＡトレンチで２棟，Ｄトレンチで１棟検出し

たが，いずれも小規模で，柱間寸法も1 ｍ～1 . 8 ｍと短い。Ｂ・Ｄトレンチで, 険出した塀のある

ものは一直線上にあり，同一の東西塀と考えられる。溝のうち，Ｅトレンチで検出した東西溝

は，八条大路北側溝で，幅４ｍ，深さ0 . 5 ｍ，シガラミで護岸したらしく，木杭が数本残ってい

た。この八条大路側溝へ北から流れ込む南北溝も検出している。

出土遺物としては土師器・須恵器が多く，瓦はごくわずかである。他に，木簡３点，和同開

弥，神功開宝，銅製帯金具，銅製鋲などが八条大路北側溝から出土した。

今回の予備調査によって，西市に関するいくつかの点を明らかにすることができた。すなわ

ち，建物は掘立柱でいずれも小規模である。これらは瓦の出土状態からみると，瓦葺き建物で

ある可能性が極めて少ない。この種の建物は，市雛に関連するものと推定される。市の範囲に

ついては，八条大路北側識の検出により，南限が確認でき

た。これに接続する南北満は，坪の東西の中心線にちかく，

この付近に門が予測できる。また２トレンチにまたがって検

出した東西塀は，十二坪を南北に二等分する位置にあたって

いることから，坪内を分割して市難を営なんだのではないか

と考えられることなど，市の地割りを推定する手がかりが得

られた。

－２５－

調査位置図



九条大路( 第1 2 5 次) の調査奈良県を道城廻り線建設工事のうち，蟹川水路付替え工事予定地

の事前調査で，奈良県教育委員会の依頼を受けて発掘調査を実施したものである。調査地は右

京九条一坊の南辺部にあたり，条坊の交差点を中心にＩ～Ⅳの発掘区を設定した。

検出した主な造構は，九条大路とその北側溝，坊間大路とその西側溝，四・五坪間の坪境小

路とその東西両側溝，五坪及び十二坪の南辺築地雨落溝などである。九条大路の北側溝は全発

掘区で確認し，Ⅲ区では大路幅を1 7 ｍまで確認したが，道路幅員は決定できなかった。坊間大

1W0日’． |』Ｌ;ＩM１ 力

､

路西側溝はＩ区で検出したが，東側溝は国鉄関西

線の下になる。四．五坪間坪境小路の東西両側溝

はⅢ区で検出’ 路面幅は約６ｍである。

これらの各側溝は，奈良時代においては３時期

に区分できる。当初には坊間大路西側満束岸およ調査位憧図１－１△ 刀Ｌごｅｏ三ﾖ 1 刀w - Y J ､ わり１日｣ ﾉ 、庫I 生１１只ﾘ 蝿氷ﾉ : F やJ 、

び九条大路北岸は，四・五坪の南でシガラミによる護岸がある。この時期の各側溝は，恒常的

に竣喋がおこなわれている。平城宮土器編年１期の時期頃までは，この状況が続くとみられる。

次に，九条大路北側溝の堆積が進み，坊間大路西側溝は堆稜・氾濫が起り，溝幅は拡大し，坊

間大路にも洪水流路が生じる。土器編年Ⅲ期と併行する時期である。駁終期には，九条大路北

側溝・坊間大路西側溝の幅が狭められ，坪境小路西側満とそれの九条大路北側溝との接続部分

を，堰板で護岸する。土器編年Ⅳ期から平安時代初頭までの時期である。これら側瀧の流水は，

九条大路北側溝へ集まり東流するが，坊間大路西側溝及び坪塊小路東側溝付近では，九条大路

を横切って南へも排水したものと考えられる。なお，九条大路北側溝は，中世以降も堆祇・蛇

行をくりかえしながら存続し，現在の蟹川となっている。

Ｉ・Ｉ。Ⅲ区で五・十二坪の築地雨落溝とみられる素掘り溝を検出したが，築地痕跡は確認

できなかった。四坪南辺では1 9 7 0 年の羅城門跡調査の際，九条大路北側溝から北３ｍの所に，

築地掘込み地業のあることが報告されている。今回Ⅲ区で四坪西南隅部を発掘し，ほぼ同位値

に地山の落ち込みを認めたが，掘込み地業は検出できなかった。

出土遺物は瓦博類，土器類，木製品，金属製品など多種多様なものがある。瓦坤類のうちで

は，軒丸瓦の新型式6 2 7 2 を検出している。これは6 6 4 4 と組みあう。他に全身像鬼瓦，亜弧紋胴：

平瓦に類似した異形瓦製品などがある。土器類は須恵器・土師器の他に，黒色土器や緑紬陶器

・二彩陶器があり，人面墨諜土器，土馬もある。これらの遺物は奈良～平安時代初期にまたが

る。木製品には人形，糸巻き，曲物，櫛などの他，中．近世の皿状木器，独楽などがある。金

属製品中では，佑製小型海獣萄葡鏡が注目される。鏡而径6 . 0 5 ～6 . 2 3 ｃｍ，完形で遺存状態は良

好。他に和同開弥８点があり，輪羽口や鉱津も出土している。

今回の調査により，九条大路を含む条坊は，京造営当初から整備されていたことが明らかと

なった。Ｉ区で多量に出土した軒瓦6 2 7 2 - 6 6 4 4 の特異な組み合わせや鬼瓦の出土は，十二坪を

中心とした地域に寺院の存在する可能性を示唆しており，『正倉院文書』等にみえる「観音寺」
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との関‘ 係が注意される。Ｉ区では坊間大路西側溝西岸に，同形態の土師器小壷５点を埋めた土

城があったが，これらは付近の側溝から多数出土した人面墨諜土器と同様，祭祁に関係したも

のとみられる。道饗祭などとの関連を考えることも可能であろう。

条坊遺構の調査ここ数年来，条坊関係の遺撒調査の件数は増加の一途をたどり，1 9 8 0 年度だ

けで２４件の発掘を実施した。その内１０件では，条坊遺構またはそれに関連するとみられる遺構
を検出している。以下に主要なものを報告する。

三条大路( 第1 2 3 - 2 次) の調査右京三条一坊十三坪に接する三条大路の調査で，三条大路と

その北側溝を検出した。溝は４時期にわたる改修が認められ，中期にあたる平安時代初頭には，

南岸が堰板で護岸されていた。

二条点間大路（第1 2 3 - 1 7 次）の調査右京二条三坊十一・｜~五坪における調査。二条女間大

路とその南北両側溝，坊間小２０

路東側溝及び十五坪の南限を

画する東西塀二条を検出した。‐ 二L 型Ｉ

右京二条三坊

十坪

323［
9「

|鯨 」!Ｌ

1所---_|_紫
l ＃Ｉi ' ’

‘ Ｌ‘

衆粂間ﾉ く路
これによって，遺存地割からＣ､ L ､ 一一一８０－

Ｌ
推定されていた，二条を間大｜･ I l u 坪Ｉ・・坪

路幅員８丈が実証できた。（単位 : 尺）ｃ

二坊を間大路（第1 2 3 - 2 6 次）の調査左京二条二坊々間大路の調査は，平城営二坊を間大路（第1 2 3 - 2 6 次）の調査左京二条二坊々間大路の調査は，平城宮第４４．６８次調

査で検出した束二坊を間大路西側職の南延長線上でおこない，坊間大路とその西側溝を検出し

た。側溝は| 隅2 . 5 ｍ，深さ１ｍで西岸にシガラミ謹岸を施す。出土辿物には，緑和平瓦, 刻印瓦，

博，軒瓦などの瓦博類，鰹抑土器，人面墨書土器，転用脱，漆の附着したものを含む多量の須

恵器と土師器があり，木製品には，櫛，人形，曲物，独楽形I 』i f , など，金属製品としては，和同

開弥，帯金具巡方（烏油腰帯の鋳) ，飾金具，銅鈴などがある。小範囲の発掘としては，遺物が

非常に豊密かつ多様といえる。西側の二条二坊五坪に，重要な進構の存在を予測させる。

右京七条二坊（第' 2 斗次）の調査二・七・十・十五坪にまたがる調査。ほとんどの地区が中

世の土取り土城のため，奈良時代の巡構は削平・破壊されていた。わずかに七・十坪間に設定

したトレンチで，坊問路の東西側溝と推定される南北溝二条を検出したにすぎない。

この他に右京二条四坊八坪( 第1 2 3 - 3 次) ，同三条三坊十三坪( 節1 2 3 - 5 次) ，ｌｒｉｌ二条四坊十五

坪( 第1 2 3 - 2 8 次）において，条坊側溝推定位縦でそれぞれ満を検出している。

寺院の調査薬師寺，法華寺，Ｉﾉ [ ｉ大寺において調査した。薬師寺は西院跡( 第, 2 3 - , 0 次) . 西面

大垣( 第1 2 3 - 1 8 次) で調査し，前者ではI _ ' - 1 世以降の辿構を検出，後者では築地の曲りを確認した｡

門跡は検出されなかったが，なお近辺に存在する可能性がある。法華寺は旧境内I ﾉ [ i 南隅部を調

査し，法華寺と阿弥陀浄土院を両する小路北側溝や悶池の一部を検出した。西大寺の調査地は

叡尊再興伽藍東室推定地であるが，束室に関する巡構は検出できず，中世の伽藍を区画すると

みられる幅 3 . 5 ｍの大溝を検州した。（中村友博．千田剛道．加藤允彦）
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超昇寺城の実測調査

平城宮跡発掘調査部

超昇寺は平城宮の北に隣接して築成された城である。この名は１５世紀の中頃，超昇寺氏に関

連した城として記録に現われるが，その頃の実態は明らかでなく，現在みられるような形態を

構えたのは，戦国時代末期に松永・筒井両氏の抗争が激化した頃のことと考えられている。し

かしながら実際の遺構は，空濠をまわした主郭とみられる方形台地と，これに北接する外郭と

それを囲むいま一つの濠の他には，顕著な痕跡を指摘できない。そこで今回，城の遮存状況を

現地形から把握することを目的に，実測調査をすることにした。対象地域は方形郭を中心とし

た周囲５０～1 0 0 ｍの範囲である。

なおこの実測は，当研究所が1 9 6 2 年に写真測量により作成した１０００分の１地形図において，

充分表現できていない細部の補足も兼ねている。

実測調査は，まずトラバース測量によって，調査地区一帯に図根点を設けたのち，これをも

とに平板測量をした。平板測量には，測距アリダードＷＩＬＤ・ＲＫ１を用いた。このアリダ

ードは，スタジア測量の原理によって測量するものだが，望遠鏡が傾むいた場合には，自動的

にスタジアの間隔がせばまり，常に標尺までの水平距離が読みとれる構造になっている。今回

のように高低差が激しく，樹木によって視通が自由でない場合には，測距が簡便でかつ能率の

よい器種といえる。平板測量に際しては，間接法も併用した。すなわち複雑な地物の多い個所

では，この部分のみ別途野帳にスケッチしておき，室内で平板図上に記入する方法をとったの

である。成果品は次のページのとおりである。

この図によれば，等高線によって主郭と濃の形状を明確に把握することができる。また，東

に隣接する水田は「コマ池跡」と呼称されており，

古くは北からのびる谷筋を利用して形成された溜池

の一部であったらしい。図から判断し得る御前池と

下吉堂池の水面高がそれぞれ約７４，，７７ｍであるか

ら，「コマ池」の水面高は約7 5 ｍに推定できる。も

し，これらの溜池が築城以来のものであるとするな

ら，図中の等高線から判断して「コマ池」の水は超

昇寺城の濠にも及んでいたものと考えられる。

なお，周辺には他にも当城の痕跡の一部と思われ

る地形の高低差が随所に認められ，今後こうした実

測調査が進めば，中．近世の平城宮跡周辺の概要を

知るうえで貴重な資料となるであろう。

調査位置図（本中真）
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超外寺城実測図
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法隆 寺 の 調査

平城宮跡発掘調査部

昭和55年度法隆寺防災工事に伴う発掘調査は， 54年度問機 ， 恒原考古学研究所と共同で ， 四

院を中心に ， 55年6月から56年3月まで， 合計73ケ所のトレンチを設定して実施した。 調査而

棋は約J4QQm Z である。 調査1也は旧導水管埋設箇所と新管埋設予定地で， 重要な遺品与を検出し

た地区では管迂回のため， illt持の範囲1i'{1［認調査を行なった。 ここでは， 顕著な遺構を確認した

菌室閃辺・講堂東・旧回廊・現回廊の各地区の成果を報告する。

菌室地区 間面回JiiBと現西室の問には， 承踏年間（ 10i7～81年）に北顕一房を残して焼失した，

当初の西室の存在が考えられていた。 第3トレンチでは前3条， 瓦数， 瓦列， 磁石据付穴と考

えられる穴， 瓦器 ・ 瓦を含む土卯iを検出した。 幅約 6QCJl1， 深さ約30cmの南北前S DOIは両

岸を石で護岸し， 奈良～平安時代の瓦・土器および中世の瓦然が出土した。 東西部S DOZの東

岸は新しい土臓で破壊されていたが， S DOIと接－続すると考えられる。 東西方向の瓦列S X03 

はS DOIの西岸から始まる。 S DOI の西約3mにはS D02を埋めた後の瓦列S D04があり，

これは丸瓦と平瓦を組合わせた掛水施設である。 S X03 · S D04は丸瓦の凸面を上にl順次玉縁

を重ねて組む。 これらと類似したill椛は聖霊院で検出されており， 基国の土留めと考えられて

いる。 S X03 ・ s D04及び周辺の瓦放は後｜止火を受けている。 S KOSには小礁が詰まり， 磁石

据付穴の可能性がある。 対応するものの確認のため， 凶約1omに第6トレンチを設けたが， 第

lトレンチで検出した中世の大規模な土成S K06が 及んでいたため検出できなかった。 第5ト

レンチでは， S DOZ

の北smで鈎手にii.ti

る1/ljS DO？・08を検

出したが， 性絡は不

明である。 今回検出

したS DOI ·02 ・ 04・

S X03は当初の西室

に関連する遺構と想

定でき， S DOI ・ 02

を雨務総と考えれば，

北一房の一 部を検出

したことになる。 S

DOI· S X03の位置

関係から， 当初の商

室は東室と対称位11S'. 法隆寺発掘調査｛立i白区l
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に配されていたことが明らかになった。 東室は『法隆寺（加

藍縁起打：流記子f財帳』記11氏のl四W1lJJのうち， 長さ17丈5尺

四室も束室とさほど差のないものとと記すものと一致し，

すれば長さ18丈l尺と記す伯爵をあてることができる。

大講堂の京は『聖徳太子伝夜、記』に「此誹講堂東地区

堂之東浦在北室跡。 石居少々 政見。 講堂同時焼失了。 中背

比也。」と記す位置にあたる。また，ilr-PFII 36 ＇，，乙の台風で松B
ここに北室のが倒れた際 ， 根本に礎石の存在が«M認され，

。i立椛が予想された。 第7トレンチでは地点下約：mcmの焼
凶盆地区調査j立構図土を混えた瓦回の下で北室l英Ijili ill fillの青年2条を検1:1：＼した。

S 009は幅約40cm ， 深さ約zo cmの構S 009 ・ 10はl刈r-\去を瓦で護岸し， 北京隅で接続する。

塀S A 12はS D°JOと方（立を央．にする位列で柱問2.4111 の2間分を検出しさら に北にのびる。

西院創%！！以前のロたが， 建物の可能性もある。 方｜以北に対する偏角は法草伽1誌の方位に近く，

遺構との関わりは不明である。 礎能性がある。 以前に確認されていた随μは！京位世を保たず ，

S 009・10は雨泌総と考えられ ， 北主に伴う可能性が強し 、。辺socmある。石は方形で上面は

第9トレンチでは南雨務部S D 14, ��14トレソチでは束r:Fi'/#i!1iと考えられるS D 1 5を検出した。

南北12.4111となる。Jlilのii.\を考r.si:これらのmから北室の基凶規絞を復原すると， 東西35.4111,

すれば『資財帳』に記す長さ10丈6 ）込，帆’3丈8尺の僧房に比定できる。

2昨堂京地区調査泣構図・推定北室�l.'ii'
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旧北面回廊 鐘楼・経蔵を経て大mlt堂にとりつく北面回廊は， 当初講堂の前面で閉じるもの

で， これは『資材帳』からも推定でき， 浅野清氏の調査では北雨務前が検出されていた。 旧管

がこの位置に埋設されているため， 第10 ・ 18 ・ 19トレンチで旧回廊位置の再確認を 行なった。

各トレンチともに， 後世：の撹乱が著しく， 基壇はすでにl�IJ平されていたが， 幅約0・smの北雨

務部S D 18を再確認した。 第10トレンチでは， この

部の綴灰岩製北側石の一部を検出し， 南側石の痕跡、

を 検出したが， 第18 ・ 19トレンチでは凝灰岩片が認

められたのみで ある。 南雨落都S Dl9は ， 第10トレ

ンチで幅J.3m あることをfi{li認している。 これらか

ら基壇幅は約6,Smの規模に復原できる。 第19トレ

ンチ南端の土城S K20からは飛鳥時代から中世に至

る瓦が多量に 出土した。 また， 第18トレンチでは平

安時代の土器を埋納したピットS X21を検出した。

X-154創5

旧北而回廊調査ill構図

現回廊 現回廊て。は導水管の通る位置に l l ヶ所のトレンチを設定した。 各トレンチの上田は

大正9年に 行なわれた修理時の積土がみとめられた。 第23 ・ 25トレンチでは地山上に約30 cm

の版築が行なわれている。 第23トレンチ版築土中から平安H寺代初頭の須恵器艶が出土， この頃

に基壇の部分的改修が行なわれたことぞ示している。 南関田原n南側の第26トレンチのj也山高は

�』23トレンチに比して約i m低く， 造営に際し大規模な切土が行なわれたことがわかる。 第24

トレンチでは地山上に原堆積土があり， その上に約40cmの厚さの整地を行なってから， 約60

cmの厚さの版Z裂が行－なわれる。 現回廊上回から地山国までは約l ・3mあり ， 回廊外の第22 ・ 29

トレンチでも地山面までは同様の深さで ある。 整地土は両トレンチで 認められるが， 第22トレ

ンチでは中也
a
にほとんど削平される。 また第22トレンチの現基壇の下に， 当初基也の地磁石と

考えられる凝灰岩列S X22を検出した。 北面回廊は大講堂と同じく地山削り出し基坦で， 南側

の第17トレンチの地山市との差は約l mあり， ここでも大規模な切土が行なわれていたことが

わかる。 第40トレンチて
‘
は地山上に焼土の地杭があり ， 版築土内にも木炭が混入している。 此

土層からは鉱絡が出土し， 西国回廊付近で金属製品の製造作業が行なわれたことを示している。

遺物 出土した造物の大半は瓦で， 軒瓦は 773点にのぼる（飛鳥時代12点， 白Ml時代262点， 奈

良 H寺代46点， 干安H寺代162点， 鎌倉時代以降291 J友）。 他に隅木議瓦 ・ 払尾 ・ 鬼瓦 ・ 蘭戸瓦等の道

具瓦やま容が出土した。 第7トレンチ土JJflISK 13から， 裏面に「貞観八年七月十日請脱口」とへ

ラ書きした埼が出土したのが， 「脱」は異体字にもみられず， 脱 ・ 配 ・ 酷の可能性がある。 い

ずれも酒に関する怠味があり， 瓦工のJliy,書と考えられる。 第19トレンチS K20から人物または

仏像の右肩を平瓦凸面にへラ拙きしたものが出土している。 隅木蓋瓦は ， 中心飾りの ある破片

が第3 トレンチから， 三角形の制りをもっ破片が第18トレンチから出土した。 文様は中心�fJiり

から左右へそれぞれ 4回反転する均整唐草文で， 2磁のパノレメ ットが交互に表現され， I限36
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cm
，

長さ42-6 cmに復原できる。 年代は文様から， 7世紀末から8世紀初頭と考えられる。

まとめ 昭和55年度の発抑制査によって得た， 主たる成栄をとりまとめておこう。

1. 商室の当初の位置が束室とほぼ対称の位置で雌認できた。

2. �持堂東側で検出した辿桃を， その規模から天平19年の『資財ti長』に記す第4の僧房に比

定できた。

3. 旧回廊の再Tt'f認と， iii主阻焼肢を確認することができた。

4. 現回l郎基庖が， 平安時代初頭に部分的な改修工事の行われた状況を示していたことなど

をあげることができる。 （立木 修）

凶院出土昨日木部］｛，突BliJ区｜ 紀生f.i名胸

，、，、
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平城宮跡発掘調査部

現本堂の西側に収蔵庫を建設するのに先立つ事前調査を，奈良県教育委員会と合同で実施し

た。調査地は石田茂作復原の講堂西部，西・北面回廊の接統部にあたる。発掘区の大半は中世

の池ＳＧＯ８．土鱗ＳＫ１１で破壊されていたが，飛鳥～奈良時代の遺構として，建物３棟・溝３

条・石組１基を検出することができた。これらは層位関係等から３時期に区分できる。

Ｉ期建物ＳＢＯ６は深さ約２５ｃｍで残存する基聴の掘込地業によって確認し，その西肩を検
出した。西肩は方眼北に対し北で西に約３度偏する。石組ＳＸＯ１はＳＢＯ６の掘込地業上にあり，

Ⅱ期の建物ＳＢｌ６の版築下で検出した。ＳＢＯ６と関連する遺構ではあるが，性格は不明である。
Ｉ期建物ＳＢＯ６の掘込み地業を切る別の掘込み地業を確認した( ＳＢ１６) 。地業の束肩では

方眼北に対し，北で西へ約28度偏する石敷溝ＳＤＯ４を検出した。ＳＤＯ４はＳＢ１６の東雨落溝と
考えられる。これは，石田・奈良県教育委員会が聖天堂西側で，奈良県教育委員会が塔南側で
検出した石敷溝と方位が一致する。建物ＳＢ１５は掘立柱の建物か塀である。柱痕跡から格子目

叩き平瓦が出土した。方位は不明だが，ＳＢ１６とともに従前の調査で検出した，磁北に対し約
2 0 度西偏する，岡本宮の時期に比定される遺構と同一時期と考えられる。
Ⅲ期溝ＳＤＩ２．１３は昭和3 6 年の石、の調査で検出され，西而回廊西側・北面回廊北側の地

覆石抜取溝に想定したものである。

遺物検出した主なものは飛鳥時代の単弁軒丸瓦・法隆寺式軒瓦・奈良時代の軒瓦である。
まとめ今回の調査はごく狭い範囲にもかかわらず，方位を異にする３時期の造営を確認す
ることができた。なかでも従来，岡本宮の時期に比定されていた遺構群に先行する基壇建物ｓ
ＢＯ６が検出できたことは，特記すべき禰実であろう。（立木修）
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藤原宮出土の木簡

飛鳥・藤原宮跡発掘調査部

1980年度の藤原宮跡の調査では，第29次・第２９－６次調査の２個所で総計1557点の木簡が出

土した。木簡の釈文はすでに「藤原宮出土木簡⑪』（'98'年５月）に報告したので，ここでは内

容的に興味深いものを中心にして概要を報告する(なお過椛の詳細については８頁参照)。

藤原宮東面大垣地区(第29次調査）宮城東面北門の南方の大垣を中心とする調査で，東面外濠

ＳＤ１７０から1439点，内濠SD2300から69点，土城SK2801から43点の総計1551点が出土した。

これまで東而大垣では木調査の北に接して節24次調査，さらにその北で第27次調査がおこなわ

れ，SDl70，SD2300，ＳＥ２３１０から総計1887点の木簡が出土している。

外濠ＳＤ１７０は|隅5.5～6ｍ，深さ1.2ｍの北流する素掘りの南北職で，堆砿土は４屑に分かれ，

木簡は上から第３畷F1より土器・瓦・木製品などとともに出土した。出土地点は濠全休にわた

る。年紀をもつ木簡は推定できるものも含めて14点をかぞえ，年紀は戊戊年(文武２年698)～

和銅２年（708）の１０年間にまたがる。荷札も「評」表記16点，「郡」表記１１点で，大宝令施行

以前・以後にまたがる。年紀木簡は戊皮年(文武２年)～災子年(文武４年)の古い群８点と慶聖元

年(70+)～和銅２年(7()8)の新しい群６点にわかれるが，木簡の出土する第３膳の堆積年代を考

える上では，古い群の年紀木簡が塩・米・大豆などの長期保存の可能な物品の荷札と稗,I｝であ

る点を留意しておくべきであろう。

文書では官司名がいくつか知られるが，宮内省被符宮司が多いのが注目される。大膳職，大

炊寮，内膳司(釈文'3)，造酒司(２点)，菌池司，幽司で，「正親」「薗池」とある断片や内膳司

「典膳」に関するものもある（釈文'4)。大膳職・大炊寮・内膳司の文書は当司を発給主体とす

る解で宮内省あてのものと思われ，本木簡群の性格を考える上で注意を要しよう。ほかに官司

名としては中務省，民部省，皇太妃宮職があり，まとまったものとして衛士に関するものがあ

る。「中務省移」の断片(釈文７）は，移の文神様式としては藤原宮で初出である。衛士に関す

るものとし,ては，粟剛某が民部省被管の主計・主税二察の衛士を検校して報告した文苫がある

(釈文’)。宮衛令には，五術府が宮城内の所幡地区と諸門の守衛と行夜巡行に当り，また衛府

の官長が時々 巡検することが定められ(蝋耀)，左右術士府が衛士を以て中門とその城,大蔵，

内蔵,喪儀,馬寮などとともに民部省を守術することになっており(鮒繍淵雛),本木簡は

これらの規定と関係するものであろう。「(人名）列｣として下に人名を配列する形式の歴名断片

が３点ある（釈文15.16)。「列」は兵士の５人の集団あるいは仕丁の５０人の集団をいうが，な

かに火頭(衛士の脈丁）の字句がみえることからこれらは衛士の歴名であろう。近接する銘2斗・

27次調査出土木簡にも内膳司・造酒司・官奴司などの宮内省被管官司や，左衛士府や衛士に関

するものが含まれている点は，この地域での出土木簡の性格を考える上で注意すべきであろう。

皇太妃官職に関するものは同職が卿等に給布する解であるが(釈文３)，SD2300からも皇太

3６
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妃宮舎人に関するものが(釈文22)，またすでに第27次調査のＳＤｌ７０からも同職解が出土して

いる(聡綱)｡皇太妃宮職は文武の母で草壁皇太子妃であった阿倍皇女(のちの元明)のための

官司であるが，今回はＳＤ１７０出土のものに慶雲元年の年紀があり，またＳＤ２３００のものから

は皇太妃宮職に中宮職・皇后宮職と同様に舎人が所属していることが明らかになった。ちなみ

に「続紀」大宝元年７月壬辰条に皇太妃への賜封記事があることから，皇太妃宮職の存在は，

その時点まで遡る可能性がある。近年中宮職の大宝初年における存在が指摘されており('襟鵠

鮮淵雑雛篭),大宝初年から中宮職･皇太妃宮職が併存したと考えられる。このことは内廷

官司制の研究上はもちろん，政治史上阿倍皇女の即位を考える上で興味深い。ほかに「多治比

山部門」と宮城門号を記す文書断片があり（釈文６)，藤原宮を城門号はこれまでの文献史料，

木簡とあわせて海犬養門・猫養門・多治比門(北面)，山部門・建部門・少子部門(東而)の六門

号の存在が確認できた。多治比'11Jは北面外濠SD145111土木簡などから北面東門と考えられて

いるが（『藤原宮木簡』’)，本木簡で二門号が連記されていることに意味があるとすれば，山部

門は多治比門に隣接する束而北門である可能性が考えられる。「五月大一日乙酉水平七月大

一日甲申」は慶雲元年の月の大小や朔日干支を記した暦的な記伐をもつもので，ほかに暦注の

文言である｢加冠｣と記す断簡もある｡畿内の国郡名と代制の田職を記した｢口川千代ｉＩｌＸｌ
ＺとＺ

志受千代山代久勢千代」や，右大臣阿倍御主人への賜馬のことを記戦した文Ｔｌ;断片(釈文９)，

新羅留学僧でのち占術に優れているために還俗した｢義法師｣の人名を記した札(撫狗蕊甥

謡憲),宣命簡(釈文'')なども興味深い。

頁進物荷札で，税目の明らかなものには饗11点，洲４点があり，謎の比率が高い。また春税

の荷札断片と思われるものが１点ある(釈文21)。春税は年料審米と考えられ，すでに第27次調

査のＳＤ１７０からも１点出土している。田令では田租を春米として送る規定であるが（、租条)，

天平期の正税帳によれば出挙利稲から支出している。これら春税木簡の存在は春米を正税から

支出することがすでに藤原宮時代から行われていたことを示すものと考えられる。貢進国では

大倭(釈文'7)，山背，川内国など畿内諸国の荷札がみえるのが珍しい。評名は(山背国)弟国評，

(河内国）高安評（釈文'8)，三野国厚見評，科野国伊奈評（釈文＋)，（但馬国）二方評（釈文'9)，

波伯吉国（伯蕎)川村評（釈文２)，出雲国桶縫評（釈文20）・大原評，若狭国小丹生評・三方評，

(隠岐国）海評・次評がみられ，楯縫評以前に掲げた７評は初出である。評木簡の中で重要なも

のは弟国評である（釈文５)。これまで山背国のコホリの成立に関して，山城盆地では評制時代

蔦野評一評で大宝令施行と共に蔦泌・乙訓・綴喜などの諸郡に分割されたという見解が通説と

なっているが(鴨謀鯛野ﾂ１１１２分細｣)，この弟国評木簡はこの通説の再検討を迫るものである。

「紀伊国海部郡口里木木村海部宇手調」の荷札は村が貢進物荷札にみえる点で興味深い。木本村は

海浜の地で「和名抄」の郷名にはみえないが，天平19年大安寺伽藍縁起井資財帳に木本郷とし

てみえる。なお長岡京木簡にも国一郡一村の記救形式の荷札がある。

内濠SD2300は幅2.5～3ｍ，深さ７０ｃｍの北流する素掘りの南北溝で，堆秋土は３層に分れ，
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木簡は第２．３層から瓦・土器・木製品と共に出土した。南半の溝幅が拡がっている部分から

の出土が多い。明確な年紀を記するものはないが，荷札は第２層から「郡」表記３点，第３層

から「評」表記１点が出土している。文替では，前述の「皇太妃宮舎人」の木簡のほかに「大

神卿宣」の文書断片（釈文23)，「文職・蔵職」として人名を列記した歴名，下番の舎人らをか

きあげた帳簿が注目される。大神卿は年代からみて大神朝臣高市麻呂，あるいは大神朝臣安麻

呂であろう。舎人の木簡は皇太妃宮舎人との関係が考えられる。

SK2801はSD2300の東岸に検出した平而が不整形の土嬢(東西3.6ｍ，南北1.1ｍ，深さ60cm）

で，出土木簡43点のうち34点が削屑である。

藤原宮南面大垣地区(第29-6次調査）藤原宮南面西門推定地から６０ｍ西の地点で，南面大垣

を中心として調査し，南面外濠SD501から木簡６点が出土した。SD501は幅6ｍ，深さ1.3ｍ

の素掘りの東西満で，堆祇土は５層に分れ，木簡は上から第４屑から木製品・瓦とともに出土

した。内容的には｢考仕令」と記す断片が注目される。考仕令は浄御原令(燃懲年)あるいは

大宝令(識瀦溌篇)の篇目である。（今泉隆雄）
１２１１１０９８７６５４３２１
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平城宮跡発掘調査部

1980年度の平城宮および京跡の調査において木

簡が出土したのは，宮の南面東門前の二条大路北

側溝(第122次)，束院西辺地区(第128次)，法華寺西

南部(第123-4次)，東二坊坊問大路西側溝(第123-

26次）等である。ここでは主なものを紹介するこ

ととし，釈文の詳細については『平城宮跡発掘調

査出土木簡概報間」に譲る。なお，１９７８．７９年度

の木簡出土状況を参考のために別表に掲げる。

二条大路北側溝出土木簡(第122次調査）南面東門

前の二条大路北側溝（SD1250）からは計146点出

土した。この側溝は，門基埋前面部分について

後に下屑の堆砿を除去しないまま埋め立てられ，

門の東・西端でl上る浅い素掘り溝ＳＤ9450.9452

－３９－

;陵に1､職の堆恢セ隊去しないまま埋め立 て ら れ ， 木 簡 出 土 状 況

門の東・西端でl上る浅い素掘り溝ＳＤ9450.9452となる。木簡はＳＤ１２５０から出土した。Ｓ

Ｄ１２５０からは200点以上の木製人形が出土しており，六月・十二月の晦に朱雀門付近でおこ

なわれた大赦との関係が連想されるが，木簡には特定の年中行事と関連づけらるものはない。

ＳＤ１２５０が二条大路北側溝として機能していた時期を知ることができる，年紀を有する木簡

には次のようなものがある。

(表）「天平四年」（裏）「四年｣，（表）「天平六年」（裏）「□□口坊」

また郷里制施行時期（霊地元年～天平十二年）の付札としては，
（畷力）

「コロ国賀茂郡□口捌Ｉ三和里」

「備前国上道郡安度郷立原里鵠智足三|:井六斗」
「．小野里
コロ庸米六斗」

などがある。郡郷制によるものとしては，「益珠郡馬道郷石辺玉足｣，「但馬国養父郡賀母郷白

米五斗」などあるが，郷里制のものとの層位の差はみられない。

文書様の木簡には次のようなものがある。

□□□□

「口奴大魚之自家郊浪人集令住事間給申久「「」

（表)「造兵司移衛門府鍬繍鱗己麺」（裏)「承状知以今日令運価具状以移
天平三年十二ﾉjII､日従七位上行火令史葛ﾙ逆『口足』」

（表）「内侍高田丹比門出八日多治亡」（裏）「□｜ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

「奴大魚」木簡については，奴が奴卿の奴なのかあるいは自分を卑下しているのかの違いに

平城宮・平城京出土の木簡
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よって内容の理解のしかたは大きく変る。「奴」の上の一字は片‘仮名のエの如き残画が認めら

れるのであるいは卑称の「主奴」とも考えられる。助詞を小さく漢字で表記していること，浪

人を自家に住まわせたことを間支されているらしいことなど，文体・内容ともに興味を引く。

衛門府に充てた造兵司の移は表裏で文章が完結する。公式令移式条の義解によれば｢九被し管者。

不し得三以ﾚ移直向二他司一。皆先申し所し管◎たした更修ﾚ移向二他司－｣とあって，兵部省被管の造兵

司が衛門府に対害して直接移を発することはできない。また署名をした官人も大令史一人だけで

略式のように見うけられる。三番目のものは中央から割られており，右半分の墨痕からこのよ

うに釈読した。丹比門はこの木簡が出土した壬生門とは正反対の北面東門にあたる。門号を記
〔矧力〕

したものには「伴門□」と記したI断片も見つかっている。
、、、、、 、 、 、 、
、、、、、、、、、

「右五人進二階正八位下」「五」以下の９文字は墨線で消されている。側面上方には孔が

貫通し，右五人と記されているので，この種の木札を何枚か横に連ねたかと思われる。第３２次

調査においても宮の東南角から役人の勤務評定をおこなった考課木簡が多量に出土しているこ

とでこの近くに式部省の存在が予想される。

以上に紹介した他にも次のようなものがある。
〔近石力〕

（表)「大膳職宮人県加利禄蒲農」（裏)「六月四日｜~|｢ｉｒｌｌ
〔会所得力〕

（表）「謹解故諸口□口先日受食米」（裏）’’’'１rll~llll-lU□」

「大伴」

「抹割随六斤」
〔｡H･力〕

（表）「女女依口死□」（裏）「重病受死」

敢後に掲げた釈文は人形の表裏に記したものである。

法華寺西南隅出土木簡(第123-4次）調査地は法華寺と阿弥陀浄土院との境界位侭にあたる。

木簡は東西溝から43点，池から1点出土した。兵衛と借銭関係のものが含まれていた。

「栢首乙山謹解申｣，（表）「兵衛栢弟山乙乙乙乙」（裏）「□」

(表）「□口十二箇月利木口弐拾□□□」（裏）「＝」

(表）「□□〔二力〕〔銭力〕 （裏）「合十□□」
口山部□口大角」

東二坊坊間大路西側溝出土木簡(第123-26次）左京二条二坊五坪の東北隅の東二坊交間大路西

側溝から合計18点出土した。そのうちで注目されるのは伊勢国安濃郡からの神旭四年（727）の

年紀をもつ調銭につけられた荷札である。調の銭納は和銅五年十二月に始り，貢納地域は初め

京と畿内諸国，のち養老六年九月に畿内周辺国に拡大された。これまで平城宮では天平元年の

越前国大野郡と播磨国佐用郡および年紀を欠くが大和国高市郡からの調銭荷札三点が見つかっ

ている。（木簡2079号，2080号，「平城宮跡出土木簡慨報幽』）

（表）「伊勢国安濃郡長屋郷甲可右前調銭壱賀」

（裏） 「神亀四年十 月」（清田善樹）

－４０ －



興福寺所蔵「八門秘要抄」の紙背文書

歴 史 研 究 室

興福寺に所蔵されている聖教・古文書箱の「第四函」には25点の聖教が収められているが，

そのうちの「八門秘要抄」には鎌倉期詳写(第'9号）と南北朝期書写(第23号)の二冊がある。第

４函にはほかに既に紹介されている「囚明短釈法､相」（第'7号）など紙背文番のある聖教もいく

つかみられ，二極の「八門秘要抄」のうち，南北朝期のものに紙背文書がある。「八門秘要抄」

は，第１９号本奥課によれば，「本云建仁二年正月於笠置山興玄法師三蔵会学問次被注之予

列座同聞之建"仁二年五月三I｣書写了御草本極難見解之間不兄別何文字之字多ミ価後可直

之」とあり，表紙には「八門秘要抄笠置寺聖人御草実乗」とある。また第２3号には，

その表紙に「八門秘要抄良算草」とあることとあわせて，「八門秘要抄」は建仁二年('202）

良算の述作とされる。なお第２3号には上記の表書の下に「大法師経深之／奥転経院」とみえ，

また奥番の初行に「大法師経深」とあり，ついで奥奮は，「貞和五年九月M一七日於窪院替'グ之，

同廿八日交了伝聞八門秘要抄云為不可有他見」とつづく。したがって第２３号は貞和五年

('349)経深の筆になるものである。

この「八門秘要抄」（第23号）は，縦31.4ｃｍ，横22.3ｃｍの袋綴装となっており，紙数は４８

枚で，そのほとんどに紙背文書がある。料紙は梢紙で，共紙の表紙には「興福／寺印」朱方印

が捺されている。

紙背文書には，経深の譜状(勘返を伴うものなど）も数通みられるが，そのほか，奥転経院の経

深に関わる目安の案文がみられる。経深は当時，興偏寺内で同じ六方の丑寅方に属する瓦坊を

管領していたごとくで，それに関連して泰深と相諭があった。そのとき提出された目安の土代

が(八①)で，３紙にわたるが末尾は書きさしになっている。なおその第３紙目の部分に関して

は，別に二極の土代(八②，③)が残っているのであわせて掲げておく。

今一つは，春日社一切経供僻の閥分について，その閥に補任してくれるように申請している

諸僧の申状がまとまってある。「八門秘要抄」奥普や年紀のあるほかの紙背文書からみて，貞

和四年の供僧脳分かと思われるものが(三）にみえ，補任を所望している儒名は（四）にみえて

いる。そして閥分への補任を所望の僧侶のうち，数弔につき申状が残っている。（二,五,六）
＊＊

はその申状の例であるが，そのほか英豪，贋範，宥範，ｉ訓l寛，経秀，真空の申状があり（＊注

文所載僧名)，経秀の申状を除き，すべて折紙の申状である。なお注文にみえる弁覚のように，

「一類挙別訴状歎申入」とあるごとく，（七)の申状によって補任される場合もみられた。また

ここには掲げなかったが，一切経供僻の任命に関して，経深や懐印らで書状・勘返のやりとり

が行われている書状が残っており，供僧補任に際しては，（一)のごとく評定が行われたであろ

う。なお，注文にみられる僧名は，（九)に掲げた法華会竪義見参帳にも幾人かみえる。

（綾村宏）
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尊
経
僧
都
遥
後
段
暦
応
年
中
対
経
定
之
子
息
書
賜
坊
舎

後

譲
状
歎
事
、
僧
都
老
後
前
・
不
覚
之
時
分
、
経
定
井
子

息
両
三
昼
夜
親
近
之
間
、
一
旦
順
彼
等
之
懇
望
雛
令
成

安
堵
之
思
問
答
泰
深
之
状
跡
於
令
譲
与
経
深
之
次
第
者

隠
密
経
定
等
、
経
深
者
以
故
泰
深
雌
競
望
補
処
難
治
之

由
返
答
之
趣
書
賜
経
定
等
之
条
背
問
答
干
泰
深
之
状
跡

有
参
差
之
上
者
難
被
備
旭
鏡
、
其
上
他
人
和
与
之
習
以

先
状
為
本
、
経
深
所
帯
之
譲
状
尤
可
為
得
利
之
証
文
者

哉
圭
、
況
経
定
既
去
渡
坊
舎
於
玄
深
畢
、
於
今
者

（
以
下
余
白
）

③
〔
断
簡
〕
（
第
虹
紙
）

経
深
之
条
誰
可
申
子
細
哉
垂
、
其
上
学
侶
補
弟
之
習
者

法
文
相
伝
専
其
根
本
也
、
而
付
法
文
聖
教
譲
与
経
深
之

旨
書
載
今
状
之
外
者
、
始
中
終
無
譲
別
人
之
筆
跡
、
是

又
以
経
深
処
丁
補
弟
之
支
証
也
垂
、
価
云
坊
舎
云
法
文

資
財
等
、
悉
可
為
経
深
之
管
領
之
旨
早
可
被
下
安
堵
者

也
、

経
定
為
子
息
等
遥
後
段
暦
応
年
中
令
書
置
坊
舎
譲
状
事
、

為

尊
経
僧
都
老
窒
ｐ
前
後
不
覚
之
時
分
之
上
、
経
定
井
子

息
両
三
昼
夜
親
近
之
間
、
一
旦
順
彼
等
之
懇
望
雌
令
成

右

安
堵
之
思
、
於
・
譲
与
経
深
之
筆
跡
者
、
猶
隠
経
定
経、

、

深
者
以
故
泰
深
雌
望
補
処
難
治
之
由
返
答
之
趣
、
書
賜

、
、
、
、

彼
経
定
之
条
背
問
答
干
泰
深
之
状
跡
有
其
参
差
可
非
亀

鑑
韮
、
就
中
於
経
寛
得
業
事
者
、
重
病
有
揮
之
時
分
買

得
之
間
、
雛
借
彼
名
字
帯
妻
子
之
上
非
口
若
止
住
之

侭
泰
深
之
先
状
事
尤
可
為
不
便
者
哉
、
縦
雌
有
拘
等
之

岩
中
斑
子
法
師

理
随
人
鉢
有
潤
色
者
常
之
法
也
、
経
定
ｐ
弟
子
息
。
同

、
、
又

経
之
所
従
也
、
以
猶
子
之
儀
譲
与
之
旨
令
書
憧
之
条
察

縦
錐
帯
千
万
舵
文

尊
老
後
之
慈
悲
致
過
分
之
競
望
故
也
、
ｐ
経
深
為
尊
経

本
圃
闘
題
親
緬
門
弟
之
学
侶
翻
認
溌
圏
可
望
補
弟
紋
、
ミ
遥
、
、
、
箔
、

之
親
類
子
今
学
侶
之
随
一
也
、
乍
帯
篤
為
支
証
、
被
妨

、
、
髄
、
、
、
、
、
、
、
兇
、
、
、
、
、
、
、
託
、
、
、
Ｌ
、
蛤
、
魁
、
兜
、
、
、
、
、
牝
、
、
、

所
従
之
除
流
之
条
併
所
仰
上
察
垂
、
其
上
経
定
成
自
専

や
、
」
、
や
、
、
、
、
、
粕
、
Ｌ
、玄

深
乍

之
思
対
放
去
状
子
息
等
同
不
可
申
子
細
之
旨
先
放
去
状

、
、
、
、
、
、

蛇
、

画
於
経
寛
得
業
者
、
厘
任
僧
都
之
索
意
可
妨
経
寛
得
業

、
、
、
、
や
、
、
、
、
、
、
、

之
競
望
之
由
乍
及
連
署
等
、
近
日
和
与
経
寛
可
謂
一
事

価

両
方
之
沙
汰
欺
、
。
於
経
定
等
之
除
流
者
労
不
可
有
御

許
容
者
也
、

範延懐源憲覚厳専尊
弘重継重懐能英顕守法仙
ミミミミミミミ院得華

業会法グー、

後 御華
欠厳慶懐祐 英善奨実騨会
､-／懐秀重盛平英融弘懐義竪

ミミミミミミミミ融見義
造参見
酋帳参

欝溌臓騨鳥望隆
ミミミミミミミミ百三後

年欠
。一

器
云
、
、
、
帯
妻
子
由
之
外
又
載
非
浄
処
止
住
之
器
故
有

尤
令
符
合
門
徒
淳
連
磐

深
子
細
鍬
、
ｐ
有
上
察
不
可
有
御
許
容
御
競
望
、
於
経

深
者
以
故
口
法
眼
可
補
処
之
由
、
雌
所
望
之
、
自
買
得

之
初
借
用
他
物
加
修
理
、
毎
度
皆
以
借
用
物
也
、
無
礼

返
之
力
者
始
終
自
専
難
治
之
巾
返
答
早
一
ぞ
、
、
此
文
章

如
経
寛
得
業
有
別
子
細
弄
梢
之
趣
不
戦
之
、
其
上
背
申

置
泰
深
両
度
状
跡
畢
垂
、
況
他
人
和
与
之
習
以
先
状
為

賜

本
以
土
画
ｐ
中
童
法
師
之
後
状
被
令
破
問
答
泰
深
先
状
事

可
為
不
便
者
哉
、
価
於
書
賜
経
定
之
除
流
者
労
以
不
可

右
領

。
御
許
容
者
歎
華
、
其
上
玄
深
管
・
当
坊
事
、
子
息
等

一
同
不
可
申
子
細
之
旨
乍
放
状
跡
、
以
彼
尊
経
之
後
状
、

近
日
和
与
経
寛
得
業
歎
之
聞
有
之
、
事
実
者
可
謂
一
事

両
方
之
沙
汰
歎
、
放
玄
深
之
状
又
間
玄
深
之
方
去
渡
経

深
之
上
者
、
経
寛
得
業
僅
伝
取
諜
賜
経
定
之
後
状
雌

構
申
相
伝
之
由
更
不
可
成
旭
鏡
之
条
、
労
其
由
繁
者
歎

延
、

四

（
第
狸
紙
）

４２

②
〔
断
簡
〕
（
第
肥
紙
）

報
謝
之
志
許
之
間
、
売
残
者
随
令
稽
古
讃
仰
付
法
文
可

譲
与
経
深
之
条
無
子
細
、
且
可
被
令
取
腫
此
状
零
、
、

嫌
経
寛
得
業
譲
与
経
深
之
旨
顕
然
也
圭
、
其
上
学
侶
補

弟
之
習
聖
教
相
伝
専
其
根
本
也
、
而
付
法
文
聖
教
譲
与

経
深
之
旨
書
載
今
状
之
外
者
、
始
中
終
無
譲
別
人
之
筆

跡
是
又
以
経
深
処
子
補
弟
之
支
証
也
垂
、
佃
云
坊
舎
云

法
文
資
財
等
、
経
深
悉
可
令
管
領
之
旨
可
被
下
安
堵
者

也
、

為
子
息
処
分
状

経
定
為
子
息
等
遥
後
段
暦
応
年
中
令
。
書
置
坊
舎
譲
状

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
髄
、
、
、
、
、

事
者
、
尊
経
僧
都
老
謹
為
前
後
不
覚
之
時
分
之
上
、
経

定
井
子
息
両
三
昼
夜
親
近
之
間
、
一
旦
順
彼
等
之
懇
望

雛
令
成
安
堵
之
思
、
於
有
譲
補
経
深
之
筆
跡
者
、
猶
隠

其
実
義
於
経
定
以
故
泰
深
雛
望
補
処
難
治
之
由
返
答
之

、
、
、
、
、
、

趣
書
賜
経
定
之
条
、
大
背
問
答
、
泰
深
之
状
跡
既
有
参

差
之
上
者
、
難
為
唖
殿
誌
榊
誰
、
況
他
人
和
与
之
習
以

先
状
為
本
以
書
賜
非
器
用
中
童
子
法
師
後
状
被
令
破
申

、
、
Ｌ
、
Ｌ
、
楚
、
、
、
』
、
、
、
、
、



不
可
為
後
日
相
監
之
趣
申
泰
深
返
状
明
白
事

尊
経
間
然
泰
深
両
度
状
之
内
、
初
度
状
者
諏
譲
補
経
深

之
所
存
、
不
改
反
日
来
之
契
約
、
於
譲
状
者
雛
為
何
時

不
可
有
子
細
、
可
詰
出
世
篭
喪
物
之
券
契
之
由
申
経
深

之
条
為
不
可
有
改
反
之
韮
山
井
借
経
寛
名
字
、
雌
買
得

侭

之
於
彼
売
文
載
一
挫
謀
準
、
可
申
ｐ
浄
行
之
恥
坊
舎
之
間
、

於
経
寛
者
非
其
器
用
可
譲
経
深
之
巾
遮
表
之
所
存
分
明

者
哉
、

一
尊
経
申
泰
深
第
二
度
返
状
為
寺
役
料
足
不
油
却
瓦
坊
者

付
法
文
正
教
可
譲
与
経
深
之
条
無
子
細
、
Ⅱ
以
此
状
可

用
談
状
之
趣
井
経
寛
得
業
者
非
浄
処
止
住
之
器
用
□
□

〔
可
為
〕

書
賜
之
上
者
□
口
経
深
之
証
文
事

次
年
遁
問
涛
泰
深
返
状
郷
此
住
坊
事
、
雌
無
改
反
日
来

之
所
存
柳
糾
酌
之
分
者
、
寺
役
之
料
足
肋
労
許
也
、
経

（
一
、
、
）

寛
得
業
事
者
砿
病
未
複
本
之
時
分
、
付
其
時
同
宿
獅
雌

借
名
字
当
坊
止
住
不
相
応
事
也
、
諸
事
神
恩
報
謝
之
志

許
之
間
、
売
残
者
随
致
稚
古
鎧
仰
付
法
文
正
教
可
譲
与

経
深
之
条
無
子
細
、
若
不
慮
口
亡
者
、
凡
可
被
令
取
侭

此
状
之
旨
諜
戦
之
畢
、
脈
経
寛
得
業
譲
与
経
深
之
条
顕

然
也
、
誰
向
此
明
鏡
監
彼
坊
務
哉
、
其
上
学
侶
補
弟
之

習
法
文
相
伝
専
其
根
本
也
、
而
付
法
文
聖
教
譲
与
経
深

之
旨
書
載
今
状
之
外
者
、
始
中
終
無
譲
別
人
之
筆
跡
、

是
又
以
経
深
処
干
補
弟
之
支
証
也
、
云
坊
舎
云
法
文
資

財
等
悉
可
令
管
領
旨
、
早
可
被
下
安
端
者
也
、

経
定
之
子
息
等
帯
尊
経
之
後
日
談
状
、
成
管
領
之
思
、

雌
去
渡
坊
舎
於
玄
深
、
難
及
経
深
所
帯
之
先
状
之
上
、

譲
彼
玄
深
経
定
之
自
筆
自
判
之
状
、
自
玄
深
之
方
去
賜

経
深
畢
、
労
以
不
可
有
他
妨
鞭

4３

舜
尭
騨
等
皆
為
不
浄
行
之
身
、
被
召
加
御
経
衆
之
条
、
近
間
可
諸
出
券
契
由
申
経
深
也
、
於
縦

状
老
雌
何
時
不
可
右
子
細
之
由
案
文

来
縦
跡
人

一
通
郷
娠
塞
溌
識
獅
縦
確
榊
諏
榊
辿
唯
誌
埋
眺
錘
癖
蝿
雑
緬
癖
識
雑
迄
癖
趣

細
、
且
可
被
令
取
脱
此
状
之
旨
沖
翼
得
之
時
飛
蛎
布
仰

皆
知
之
、
況
観
禅
院
毎
月
両
唯
識
誰
談
義
衆
者
、
故
伺
間
、
付
岡
宿
難
借
続
寛
名
字
非
当
坊
止
住
器
朋
曲
案
文

当
御
門
跡
御
気
色
所
被
召
加
也
、
則
弁
覚
英
性
俊
有
等
是
蕊
避
難
雛
諦
赫
蝶
畿
酔
畷
叩
酔
口
噸
畷
無

其
随
一
也
、
凡
雌
堕
世
間
交
衆
蕗
、
云
維
際
会
擬
業
之
器
趣
隠
悔
経
ｎ
Ｕ
ｎ
ｕ
故
歎
、
前
後
ｎ
Ｕ
□
□
□
Ⅱ
Ｕ
」

用
、
云
法
華
会
蔚
座
之
次
第
、
被
賞
以
前
之
学
功
之
条
、
榊
尊
経
之
後
日
波
状
成
自
専
之
忠

寺
門
不
易
之
法
則
也
、
而
至
今
御
願
忽
隔
知
見
之
条
、
壷
一
通
経
定
・
去
渡
坊
舎
於
玄
探
之
上
特
子
息
嬢
同
乍
川
申
子
細
曲
難
戦
と
則

彼
状
、
、
鑓
、
、
、
、
、

維
定
之
放
向
縦
状
ｐ
自
玄
深
方
去
賜
経
深
案
文

不
被
垂
御
衷
憐
哉
、
就
中
於
統
労
方
者
、
或
横
入
非
分
ミ
、
、
、

之
誰
、
或
晩
学
不
堪
之
侶
、
僅
募
両
講
之
□
、
加
円
堂
之
六
通
極
鋤
演
撫
”
“
埋
榊
郷
識
伽
雌
卦
雌
触
押
雌
維
榊
岬
蝿
蝿
燕
却
都

列
者
侭
而
不
論
任
噛
次
被
抽
賞
之
、
況
至
此
一
列
者
、
内
一
通
搾
誕
耐
誌
輝
鋤
訴
榊
癖
維
極
郵
雌
趣
畔
誹
郷
識
恥
郷
隼
獅

幼
日
至
長
年
忍
飢
寒
、
又
噌
学
業
権
肝
臓
、
多
職
勤
労
、

曲
楽
文

所
謂
溜
州
会
撲
揚
講
、
番
論
義
、
観
菩
初
二
年
等
講
師
、

此
外
維
竃
得
業
於
当
坊
依
右
卒
般
之
子
細
、
噂
維
仙
都
水
止
寄
描
之
般
之
上

両
院
家
御
請
定
、
公
私
所
々
論
場
、
一
々
之
労
効
、
篇
ミ
苫
、
縦
雌
右
券
椛
威
那
可
妨
坊
務
之
巾
右
門
徒
輔
述
磐
之
状
依
仰
存
Ｗ
不
能

進
覧
維
定
満
専
巡
署
雅
也
、
近
日
和
与
経
迩
得

之
経
歴
不
可
勝
計
、
然
後
加
寺
家
論
匠
、
遂
法
華
会
竪
義
、
業
違
背
蝉
経
仙
都
之
遺
命
不
当
之
琵
極
飲
、

為
学
侶
之
器
用
被
称
未
番
論
義
之
韮
、
慈
悲
万
行
之
神
慮

之
前
、
登
漏
広
大
無
相
之
施
供
哉
、
然
則
縦
雌
新
鮭
、
当
一
先
経
深
可
令
管
領
瓦
坊
之
道
理
条
ど
見
干
具
需
之
間
、

各
其
趣
大
概
所
注
進
也
、

寺
社
典
隆
之
御
代
尤
可
有
扶
持
之
御
計
、
況
於
有
眼
前

之
近
例
乎
、
所
詮
依
浄
不
浄
行
之
階
級
、
雌
有
一
旦
超
越
一
泰
深
為
迩
坊
修
理
充
賜
料
足
於
経
深
之
条
、
為
補
弟
之

支
証
事

之
御
沙
汰
、
且
被
垂
恩
憐
、
且
被
追
縦
跡
、
以
此
一
列

凡
尊
経
僧
都
者
為
泰
深
之
舎
弟
深
預
恩
賜
、
大
小
事
依

終
被
召
加
彼
供
僧
者
、
弥
仰
有
道
之
徳
化
、
奉
祈
無
畷
之

蒙
彼
扶
持
、
同
宿
経
深
可
譲
補
当
坊
之
由
契
約
之
、
即

栄
運
突
、
不
耐
愁
吟
之
至
、
粗
勤
子
細
言
上
如
件
、

預
腫
乗
専
僧
都
之
券
契
可
出
取
之
旨
申
之
問
、
密
黛
相

貞
和
四
年
十
二
月
日

語
泰
深
之
処
有
所
存
、
自
今
表
談
補
之
志
歎
、
早
可
領

状
破
損
過
法
之
上
者
、
可
施
修
理
之
功
由
意
見
之
後
、

㈹
①
僧
経
深
日
安
案
（
土
代
）
（
第
諏
・
岨
・
加
紙
）

去
賜
宇
治
庄
年
貢
之
間
、
加
随
分
之
修
理
畢
、
経
深
不

目
安
瓦
坊
者
経
深
可
致
管
領
子
細
条
ミ
事

得
房
舎
之
譲
者
、
泰
深
何
修
理
料
足
可
充
賜
経
深
跳
、

副
進

可
足
上
察
欺
、

一
通
稗
爆
裂
緬
睦
坤
幽
携
癖
嘩
癖
蝉
軸
畔
織
礎
描
鐸
率

一
尊
経
僧
都
可
譲
補
当
坊
於
経
深
之
旨
、
不
改
反
日
来
之

一
通
錘
鋤
淘
蝉
樗
唖
群
誌
睡
唾
鋼
榊
榊
識
蝿
識
蝉
錨
畔
癖
鍬
掛
報
輝
行
梨
雑
契
約
、
井
以
経
寛
之
名
字
雌
買
得
之
載
裏
書
之
上
者
、



（
第
６
紙
下
半
）

目
懐
実
請
文
（
折
紙
）

当
年
一
切
経
衆
帆
分

目
僧
源
重
申
状
（
折
紙
）
（
第
５
紙
）

源
重
申
癖
聖
粁
乱

一
切
経
輪
転
衆
所
望
事

（
一
『
、
）

件
輪
転
衆
者
、
被
賞
院
家
被
管
之
器
用
被
恩
補
者
佳
例

也
、
髪
源
重
数
年
参
御
坊
中
、
致
公
私
之
奉
公
、
年
齢
既

及
五
句
、
恩
賜
之
処
誰
謂
非
拠
哉
、
望
請
鴻
慈
、
殊
被
補

件
脳
者
、
弥
仰
有
遺
之
貴
、
倍
抽
無
弐
之
忠
而
己
、

〔
「
八
門
秘
要
抄
」
紙
背
文
書
（
抄
）
〕

（
第
４
函
第
調
号
）

㈲
龍
華
院
方
評
定
記
録
（
第
１
紙
）

へ
端
裏
書
）
□
□

「
龍
華
院
方
評
定
」

八
月
四
日
・
龍
花
院
方
評
定
日
、

就
阿
縛
院
供
僧
所
望
、
去
暦
応
年
中
円
盛
雌
有
望
申
旨
、

此
鉢
乱
行
不
儀
之
間
、
不
被
入
件
供
僧
事
、
当
方
所
令
存

知
也
、
即
雌
経
多
年
子
今
被
超
越
干
数
衆
、
空
送
旬
月
之

由
評
定
候
、訓尭

秀懐可
令
得
御
意
給
候
哉
、

恐
ミ
謹
言
、

第
一
番

快
憲第

三
ミ

乗
円
尭

玄
高
訓

第
四
堂

兼
尋

己
上

如
此
候
、

絢
僧
寛
経
申
状
（
折
紙
）
（
第
８
紙
）

寛
経
申
群
誌
粁
訊

一
切
経
供
僧
所
望
事

件
一
切
経
者
、
寺
社
規
模
之
勤
行
、
院
家
深
重
之
御
願
也
、

然
以
参
勤
送
年
序
労
功
、
被
補
供
僧
者
、
古
今
嘉
例
也
、

髪
寛
経
雛
為
貧
道
身
、
経
歴
昼
夜
朝
幕
之
勤
行
、
寺
住
年

同
一
切
経
衆
所
望
僧
名
注
文
案
（
折
紙
）（

第
６
紙
上
半
）

還
補
所
望

隆
範
得
業
経
寿
、
、

懐
弘

以
上

宗
祐
五
師

覚
耀
得
業

頼
顕
得
業

弁
覚
郡
汁
四
一
蚊
挙
別
訴
状
歎
申
入

経
寛
燕
粁
垂
英
性
奉
辻
ハ
・
俊
有
酷
汁
錘

訓
寛
季
杵
勃

供
目
代
善
継

憲
実
淋
Ⅱ
代
以
上
専
実
稚
湘
以
上

祐
感
雑
月
代
以
上

玄
重
法
用
僧

備
玄
得
業
同
蔑
之
間
、
望
申
入
一
ぞ
、
、

憲
誰
五
十
五
非
成
業
以
前
御
柿
住
之
例
、
未
勘
巾
入
之
、

宕
範
蹄
汁
舘
続
労
勾
零
、
、

寛
経
毒
粁
訓

輪
転
衆
供
目
代
之
所
源
重
、
蒋
次
者
寛
乗
、

十
二
月
廿
日
懐
実
誹
文

㈹
宿
老
円
堂
等
申
状
（
第
皿
・
叩
紙
）

（
端
裏
撫
）

「
就
此
烈
訴
弁
党
預
御
補
任
了
十
二
月
廿
四
日
」

前
途
沈
滞
宿
老
円
堂
等
謹
言
上

欲
且
被
垂
恩
憐
且
任
縦
跡
、
拝
補
春
日
社
一
切
経

供
僧
問
事

右
供
僧
者
、
住
寺
之
所
期
、
修
学
之
本
望
也
、

白
河
上
皇
盤
勉
之
叡
願
、
春
日
権
現
厳
壷
之
霊
託
、

緯
詳
旧
記
、
不
逢
羅
纏
者
乎
、
是
則
一
寺
満
遍
之
依
枯
、

五
宗
住
持
之
要
枢
也
、
髪
雛
称
未
番
論
義
、
不
達
前
途
本

意
之
輩
、
於
浄
行
仁
者
、
被
優
以
前
之
学
功
、
預
次
第
之

恩
賞
、
至
不
浄
行
者
、
近
来
一
向
御
奇
置
之
条
、
尤
不
便

之
次
第
也
、
且
前
途
沈
滞
始
終
難
治
之
篇
、
修
学
稽
古
涯

分
提
携
之
段
、
浄
不
浄
行
更
以
無
相
替
儀
上
者
、
縦
雌
有

遅
速
之
不
同
、
不
浄
行
之
輩
生
涯
登
絶
供
僧
之
望
乎
、
彼

唯
識
講
者
、
講
経
論
談
之
御
勤
、
一
向
修
学
之
供
施
也
、

然
而
沈
滞
之
兼
濫
行
之
族
、
皆
以
被
採
用
、
況
於
学
非
学

広
博
無
相
之
御
願
乎
、
然
則
盛
円
教
観
房
善
舜
定
暁
房
宗
英

㈹
憲
実
申
状
（
折
紙
）
（
第
９
紙
）

憲
実
申
痔
唾
持
主

春
日
社
一
切
経
供
僧
所
望
事

件
供
僧
者
、
住
寺
不
退
之
誰
、
修
学
讃
仰
之
族
、
預
恩
補

者
嘉
例
也
、
髪
憲
実
烈
学
侶
随
一
為
多
年
、
幸
遇
数
足
馴

分
参
、
被
垂
御
哀
憐
預
御
恩
補
者
、
弥
奉
仰
憲
法
貴

美
、 久

労
積
月
累
、
預
恩
補
誰
謂
非
拠
乎
、
就
中
経
三
階
之
業
、

既
勤
大
小
之
寺
役
了
、
労
功
不
恥
等
倫
、
早
被
垂
御
哀
憐

者
、
弥
奉
仰
賢
政
之
貴
美
、
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高知県近世社寺建築の調査

建　造　物　研　究　室

昭和52年度から始まった近世社寺建築の緊急調査は本年度で４年目となる。当研究所は岡山

県・山｢ｺ県・香川県に次いで高知県を担当した。事業主体は高知県教育委員会である。調査は

まず県下各市町村教育委員会の予備調

査に基ずいて，県内在住の調査員が一

次調査を担当し，建物の概況，建立資

料，境内地物の調査，略配毀図の作成，

写真撮影等を行なった。当研究所は二

調 査 件 数・棟 数

予衄丿調査1 315 417 1　79 1 り4

｜　　　　｜一次調査　204　　310　1 52　　69

二次調査　　52　　　7027　1　　39
___二 ＿ ＿._._.　　　｜

256　1

79 j

379

1印

次調査を担当し，一次調査表の中から79件109棟を選んで現地調査を行なった。

土佐国は近世を通じて山内氏の支配下にあったが，初代藩主一豊によって社寺の統廃合が行

なわれたことによって，近世宗教界の大筋が規定された。そのため｢ 長曾我部地検帳｣( 天正年

問) の神社数約3000 ，寺院数約2000 に対して，｢ 土佐洲郡志｣( 宝永年問)では神社約2700, 寺

院約900 に減じている。　このように寺院はもともと少なかったのに加えて，明治初年の廃仏毀

釈が徹底して行なわれ，幕末時の寺院数約600 に対してその約８割が廃寺となった。さらに加

えて，当県は度重なる風水害等の敲しい自然環境下にあり，社寺建築の保存に大きな影響を及

ぼしている。二次調査109 棟の年代別内訳は17世紀５徠・18世紀20棟で他は19[止紀に降るもの

で，初期のものはごく倥かしか残されていない。

二代藩主忠義の社寺建立・修築の事蹟は名鳥く，治政約60 年間に120 件以上が知られている

(｢山内家史料｣)。現在重要文化財に指定を受けている県下の近世社寺建築４棟はいずれも忠義の

時代に屈するほか，調査の結果，忠義の建立になることが明らかで現存するものとして土佐神

社楼門( 高知市・寛永８年) と芳原観音堂( 春叩し 慶安元年) の２棟を確認した。17 世紀の遺構と

しては他に土佐神社西御前社(寛文10年)・金林寺薬師堂(馬路村・貞享４年) があり，八坂神社本

殿（鏡村）は年代不明ながらこの時期に属すると考えられる。

神社建築では本殿51棟・拝殿15徠・他４徠を調査した。本

殿は流造が多くを占め，全県下に普遍的に分布している。土

佐湾岸の平野部では入母屋造平入・同妻入・春日造が混在し

ている。17 ・ 18世紀に属する本殿はいずれも流造である。流

造は19世紀にも比較的おとなしい憲匠とするのに対して，他

の本殿形式では組物・腰組等を賑やかに作る傾向がみられる。

一同社が主流を占める当県にあって，平野部では三間社が比

較的多い点も特=色であり，高知城下を中心とする平野部での

造営の活力を物語っている。このことは仏堂についても言え。

－45 －

木殿形式別調査棟数

構 造 形 式

流　 造

一間 社

二悶 社

１ １ ２

二 次調布

６

り
Ｊ

Ｉ

‐

‐
　

ｉ

ｌ

８
一

７

４
一

７

１

入は1ji瓦f

平 入

一IHjU二

三同 社

lり　　　 ７

６　ｊ　　４

入母屋造i 一間社|　14

妻 入　 三闘社 １　　１

７

１

春 日 造 一闘汢 14 ４

そ　の　 他 ８ １

１　　　計 203 ５１



平野部では円柱を用いた本格的なものが多いのに対して，山間部では角柱を用いて組物は舟肘
木程度とし，幵は一軒疎垂木とする簡素なものが多い。
拝殿は平入が圧倒的に多く，吾川郡北部で妻入が集中しているのは注目され，この地域では

仏堂でも妻入が多い。平入の場合はほとんどが横長の拝殿後方に幣殿を接属した凸型平面にな
るが，地域ごとに特色がみられる。屋根は入母屋造が主流であるが高知市近隣では切妻造を多
く見受ける。香美郡南部・南国市では人ほ隰造の正面に発達した向拝を設け縁を巡らすなど一
見仏堂風の拝殿と，桁行・梁間ともに全長に胴差を渡して中の柱を管柱とする拝殿とが混在し
ている。高岡郡では拝殿梁間を狭く採り，梁行に虹梁を架し，正背面中央間の柱のみ太い円柱

を
使用している。幡多郡では総角柱で簡単な向拝のついた形式が多い。

凸型拝殿
以外には神楽川拝殿と十字形拝殿とがある。神楽用拝殿は吾川郡北部に多く，拝殿

内部に太い四天柱を建てて神楽奉納の場とし，四周を牋敷とする。楽屋を拝殿左右に設けて平
入とする場合と，後方に設けて妻入とするものとがある。土佐神社拝殿(重文・元亀２年)のよ
うな十字形拝殿は県下でも希であり，小柱吟社(日高村・安政６年)・若宮八幡宮(高知市・明治16
年)の２棟があるにすぎない。　土佐神社に較べて屋根勾配が強く，左右翼殿が短かいことなど，
たちの高さが強調されて年代的隔たりをみせるｏ
寺院建築では仏堂27棟一門５悚一他４棟を調査した。仏堂は和様系がほとんどで，他は禅宗

様・方丈形式各１棟，浄土系３徠にすぎない。和様系仏堂は三間堂がほとんどであり，金剛福

寺本堂(土佐清水市
一明治13年)は時代は新しいが，身舎・庇構成の古式を伝える大型五問堂とし

て重要である。　三間堂では前掲の芳原観音堂・金林寺薬師堂に次いで竹林寺虚空蔵菩薩堂(高
知市・18世紀初)が古く，内外陣の二室構成を採る。長岡郡から吾川郡にかけての山間部で流布
したと思われるものに二間堂がある。正面は一間または三間とし，背側面を二問とするもので
平面は4 nl四方と一定している。畳割による平面計画に基づいて発生した形式かと思われる。

仏堂以外には近世建築は少な

く
，札所に代表される境内の整

った寺院においても明治以降の
建立になるものが多いが，竹林

寺客殿(高知市ぺ91止紀初)
・青黽

寺客殿(土佐市
・嘉永５年)は規模

も大きく，寺の沿革等からみる

と当時としても屈指の客殿であ
ったと考えられる。

(消水　真
一)

土佐神社防門
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津山市の文化財調査一社寺建築－
建　造　物　研　究室

昭和52年度に岡山県近|止社寺建築緊急調禿を実施し，津山市には近世初頭をピークにして良

質の社寺建築が多く辿存していることを知った
。今年度は津山市教育委員会の依頼により，さ

らにこれを精査すべく市全域にわたって悉皆的な調査を行なった。
当地方は古代には美作国府が，中世には院庄に守護所が跟かれるなど往古より美作の中心と

して，また山陽・山陰を結ぶ交通の要脂として栄えた地である。現津山は慶長９年(1604)森忠
政が鶴山に城を築き芙作一円の領主として入城したのにはじまり，その城下町は今に人口８万

余
の都市としていぶいている。森家は忠政以降元禄10年(1697)にその封を解かれるまでの４代

95
年の間，代々社寺の造営には特に力をそそいだこともあって，森家時代の建立になる捏造物
の数は多い。これらは総じて材料（|こ法ともに勝れ，次の松平家時代のものとは量・質ともに
大きな差としてあらわれる。神社では中山神社本殿(重文・1558)を基苑とする入母屋造妻入，
前方出向拝付きのいわゆる中山造が大多数を占め，芙作特有の様相を示す。三問社では総社本
殿(重文・1657),高野神社本殿(1663),徳森神社本殿(1664),鶴山八幡神社本殿(重文・1669)の
４棟が，一問社では八出神社本殿(川li:紀中)，徳森神社庄吉社(川U:紀中)，千代稲荷神社本殿

(16S3),大隅神社本殿(1686)
，地蔵院愛宕社(1691)の５棟が閇止紀の建立になるものとして注

日される。一方寺院では，森家の菩提寺である本源寺本堂(1607)が最も古く，以下大型浄土宗
本堂である泰安寺(1644)，日蓮宗本堂の形態をもつ妙木寺(1653)，楼門の両翼に唐破風造のに
王堂を付属する愛染寺仁王門(1644),それに森家代々を祠る本源寺御霊屋・同表門(1693)など
があげられる。
このように17世紀の建立になる社寺建築が一地域にまとまって遺存しているのはむしろ異例

というべきであり，このほかにも滲山城跡(史跡)を中心とした城下町としてのたたずまいや，

多少新しい家も混るものの商家の建物をよく残す林田町から東新町に至る域東地区の町並みな
ど近世の津山を物語る素材は豊富である。巾:ねての調査が望まれる。　　　　(細見　啓三)

中山pll社木殿
-
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今井町の町並調査

建造物研究室

今井町の町家・町並調査は，昭和３０

年の東大今井町住宅調査団による調査

を始め，昭和4 4 ～4 7 年の当研究所と奈

良女大の共同調査，昭和5 2 ～5 3 年の文

化庁・建設省による調査，昭和5 4 年の

橿原市による調査がある。昭和５２年か

らの調査は，今井町の保全整備へむけ

ての基礎調査であり，今年度は一連の、管〆＝I 跡匡" ' リュ平傷ノノ’ ’ －１~塵１．、＝~" 函昭５２厘詞昭５３認昭５４［二’ 昭５５

調査の最終年度にあたっている。調査今井町年度別調査範囲

は，昨年同様橿原市が事業主体となり，大阪市立大学に委託したもので当研究所はこれに協力

した。調査範囲は，今井町の東南の南尊坊地区，西北の八幡地区が中心で，調査内容は，地区

の歴史的変遷，町家の現状平面，断面，立面の実測と復原調査，敷地利用調査等である。概要

の紹介にあたって，まず当研究所が主となって調査した結果を述べ，次に過去４年間の調査の

まとめをしておきたい。

八幡地区や南尊坊地区は，今井町の環濠に近い外周部にあたる。町の形成当初の様相は不明

であるが，江戸時代の絵図や明治の地籍図によれば，これらの地区はその後の変遷の中で土地

及び家屋所有の変更，宅地の細分化がかなり行われた地区である。現在は全体的に長屋が多く

なっているのが特徴である。調査家屋数は2 5 0 戸( うち1 0 3 戸は補足調査) で，復原調査を行なった

町家は約6 0 戸である。棟割長屋のため必然的に平面の復原が可能になるものも加えると，総計

8 7 聯5 2 棟になる。このうち5 4 軒2 0 棟が長屋で，残りの半数を小規模な一戸建町家が占める。年

代的には' 8世紀に遡る町家は少なく，’ 9世紀以降のもの一列二篭型一列三室型

欝皇繍屈隠駕皇" 瀞二識三
穂溌蝋蝋駕蝋, " 鵜穣
的にみられた一戸建の分割，長屋各戸の統合といった戸

単二重撫縦蝋鱒懸斎華号蕊一蕊雲
懸駕駕墓繍鴛態錘閏議ｉＨ蕊ェ
室型では，シモミセを改造して居室にするなど間取りの長屋の平面形式
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変更はみられるが，概して部屋数の増

加要求は少ない。

長屋の平面は，一列二室又は三室を

単位に２～５軒を連ねた形になる。年

代的に1 8 世紀以前に遡る遺構は少ない

が，長屋の指図等によって，これらが

少なくとも1 8 世紀以来の基本型式であ

ることが知られる。土間の位置に時代

的特徴はない。居室部の面積は，一列

二室型では各時代を通し一部屋４～６

畳に納まるが，明治中期を極大にその

前後は狭いのが特徴である。一列三室

型では明治後期を境に一部屋７～８畳

の広い群と一部屋４～５畳の狭い群に

分化する。後者は，この時期に二階建

長屋が出現することと関係しており，

一列二室型の長屋とともに居室部の総

面積は保たれている。

今井町は，形成当初からの町割を極

めてよく残し，慶安３年( 1 6 5 0 ) 建立の

今西家仙住宅，寛文２年( 1 6 6 2 ）の豊田家
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住宅をはじめ，１７世紀中頃から近代に住宅の現状と計画案（大阪市大作成）

至るまでの町家が建ち並んでいる。したがって町家編年の上で，また町並を考える上で極めて

重要な位置を占めている。過去４年間の調査で，今井町を構成する７４２の敷地単位の建造物を

悉皆的に調査することが一応完了した。その結果，個左の建造物及び敷地利用の変遷と現状を

把握することができ，同時に行なった社会調査で居住者の属性や定住性等とあわせて，地区の

空間構造及び場の独自性を明確にすることができた。それらに基づき今井町の保全整備へむけ

て，地区の基本酌な整備方針と具体的整備内容及び段階的事業計画も一応確立した。
一方，今井町の歴史的研究の課題として，個有の町家の平面及び構造の系統的分析，町並を

構成する諸要素の年‘ 代的分類整理と町並景観の変遷の把握，町内の６社寺の建築学的考察及び

寺内町今井における位瞳付けを行なうこと，さらには，今井町の都市史的解析，特に江戸中期

以降の変遷過程についての考察や，近世の南大和における今井町の位慨ずけを行なうことなど

が残されており，今後の研究が期待される。（触井伸雄）
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大和郡山の文化財 . 調査

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センター

大和郡山市の城跡および旧城下町等の，保存と活用のための構想策定に関する調査で，市が

環境事業計画研究所に委託し，当研究所がこれに協力した。調査は昨年度から継続して行われ，

当研究所は，主に城下の文化財調査とそれらの評価にかかる事項を担当した。また構想計画策

定にあたり，文化財保護と活用の観点に立って指導・助言した。

昨年度の調査で，大和郡山市の旧城下地区の都市基盤は，近世のものを踏襲していることが

判明した。しかし，現状ではそれらが十分に保存・活用されているとは必ずしも言い難く，例

えば外堀や水路のように，このまま放置すれば消滅する危険性がある要素も多い。従って市の

目標である歴史ある緑豊かな町づくりにあたって，その軸となる文化遺産の保存と活用のため

の構想計画を策定することが急務となっている。本年度は，一部補足調査のほか，昨年度の調

査結果の分析及び文化遺産の保全整備へむけての評価に亜点を侭いた。

城下の文化財調査は，次の三項目に大別することができる。

( 1 ) 城下骨格調査・…･ ･ 堀・土塁・水路・道路網，城下土地利用・町割等の復原と変遷調査。

近世の城下絵図に基づいて現地調査を行ない，１/ 2 5 0 0 地形図に城下の復原及び遺存状況を

図示した。補足調査として，開発の著るしい地区で，堀及び土塁の位置の確認や，変遷過

程を追跡するため，正保年間と貞享年間の城下絵図の複写及び土地台帳や明治の地籍図等

基本的盗料の収集と同時に，土地改良区( 水利組合）に聞取り調査を行なった。

( 2 ) 城郭関連調査……城内の復原的考察及び遺存状況調査，城内植生調査，石垣調査。

城内の復原的考察のため，江戸末期の城郭絵図の複写等関連資料を収集した。

( 3 ) 建造物調査……町家・町並調査，町の動向調査，武家屋敷関係遺構及び社寺建築調査。

補足調査として，本町筋の連続立面実測，新中町及び洞泉寺町の町家等の建築的調査，旧

五軒屋敷地に遺存する長屋門の実測調査及び関連資料収集を行なった。

このほか，旧城下に居廟住する児童( 高学年) ，生徒( 中学生) を中心に，城下の文化財に対する

意識調査を行ない資料を得た。

文化遺産の評価にあたっては，個左の文化財の観点にとどまらず，景観的特質，地区構成及

び都市構造からの位置付け，構想計画策定における重要性と計画上の意義等の観点から，多角

的に行なっている。以下に評価の概要を記す。

１．城下骨格の評価

城下の骨格を規定する諸要素のうち，堀や土塁は城下の領域を示す重要な意味を持つ。特に

堀は水路と共に，古来周辺農村地域へ用水を供給する重要な施設であって，今日なお，農業及

び地場産業である金魚養殖のための用水供給機能を持つ。また土塁は，遺存状況は良好でない

ものの堀と共に当時の土木技術を知る重要な遺構であり，今日では緑地としての意味も持つ。
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今後は水辺地公園，防災

施設など他機能の兼用も考

えられ，構想計画のなかで

重要な位侭を占める。

２．地区の評価

惣堀内は，城郭地区・武

家屋敷地区・町人地区にゾ

ーニングされていた。旧城

郭地区は，郡山の都市空間

を規定する根本となるもの

である。本丸，二の丸等の

遺存度は高く，往時の勇姿

を想起させている。今日で

は市民にとって憩の場とも

なり，物理的・精神的に極

めて重要な意味を持つ。

城跡は現在都市計画公園

に指定されており，歴史的に循定されており，雌史的城下復原図

背景を生かした保全整備を計るべき公的地区としても極めてl I I l i 値が商い。武家屋敷地区は，か

つての面影はない。しかし，城内や市の中心部に近い丘陵地にあり，地理的・地形的条件に恵

まれており，優良廟住宅地として開発される余地を十分に残している。町人地区は，城郭の東南

に広がる平地に形成されている。郡山城廃城後も町として連綿と続き，形成時の町剖・道路網

・水路網もよく過存している。また各町名も形成時のものが依然使われ，地区形態も比較的旧

状をとどめている。大和郡山市の三極構造( 歴史的地区・新興住宅地区・工業団地地区) の一翼を担

う主要な拠点でもあり，構想計画策定にあたって極めて重要な意味を持つ地区である。

３．建造物の評価

長屋門，町家建築，社寺建築等は，それぞれ佃ｲ j の歴史的，学術的，技術的価値を持ってい

る。またそれらは地区構成の重要な要素であり，紫観的にも秀れた地区も少なくない。従って

それぞれが歴史的背景を生かした市街地整備の有力な手掛りにもなり得る。例えば旧五軒屋敷

の長屋門は，城内への道筋にあり視覚的にも亜要な位置にある点から，城内と一体の整備が期

待される。1 1 1 J 人地にある町家( 空屋）の幾つかは，有効な活用方法を探り出すことによって，地

区活性化の有力な拠点になり得る資質を備えている。また社寺建築の多くは，地区の象徴とも

なっている。とくに境内地が外堀と隣接する社寺では，堀と一体的な整備を計ることにより，

有意義な公的空間を確保することができる。（陥井伸雄・水中真）
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第３回集落町並保存対策研究集会

建造物研究室

昭和53年度から始まったこの研究集会は３年目の木年をもって一応終了する。今年度は集落

町並の保存修理についてその理念と実際を主要テーマとして取上げることにした。

伝統的建造物群保存地区における保存の現況と保全整備事業について，理論と技術面等から

浦辺，工藤，小寺，福田，４氏の識演と当研究所上野邦一の報告の後，２円目午後から林野全

孝氏司会の下で全体討論を行なった。また伊･藤延男氏によるイコモス町並憲章案の紹介があっ

た。参加者は約１２０名。（昭和55年12月２，３日平城宮跡資料館会議室）

伝統的建造物群保存の現況と問題点文化庁工藤韮章氏

５５年度の保存対策調査は，新潟県小木町，三亜県関町，神戸市灘地区，奈良県橿原市，大分

県杵築市で行なっている。伝建地区の保存事業饗は1.9億で年を増えているが，さしあたり５億

位欲しい。月下の問題点は現状変更の規制と許可の規準が各市町村管で不揃いであること。修景

に際し，各建築の本来の形式，技法が守られず画一的な姿になりがちである。選定地区内の建

築基準法緩和は実際は難しい。などがあげられる。

町並 調査 の方法と保全整備の手法大阪市立大学福田晴慶氏

橿原市今井町は他の町並にくらべぼう大な時間と饗用，エネルギーが注ぎこまれ調査されて

いるにもかかわらず保全整備は具体化されていない。町筋でなく面的な拡がりを持つ今井町の

町並を生きたまま保全整備するには，従来のフアサード保存修紫を主とした手法は不適当であ

る。敷地，建物を含めた構造分析を行ない，街区内での場のまとまりを追求する。そしてこれ

をこわさない限りにおいて自由度の高い保全整備を行なうべきである。

保存修景のいくつかの問題一奈良井と高山の事例一奈良国立文化財研究所上野邦一

歴史的な町並は家それぞれが個性あるデザインを持ちながら統一感がある。保存修景事業は

それぞれの家に似つかわしいデザインを採るべきで，それを見失うと画一化された単調な特色

のない町並を作ることになってしまう（スライドによる保存修景，改造の事例説明)。

妻篭宿の保存事業について 名古屋大学小寺武久氏

妻篭の保存亦業には次の三段階がある◎１．明治百年記念事業（昭3斗から過疎対策として歴史的

町並を観光資源化する）２．町の単独事業（昭４８妻龍宿保存条例を作る。１の継続に近い）３．国の補助

事業（昭31重伝建選定・半永久的なもの)。１が住民組織によって行なわれた伝統をひき現在でも

修理，修景の基準はモデルパターンよりも住民による委員会の中にある。妾龍は地域社会の安

定と保全が生活に定着した町並保存につながる例になりそうである。

倉敷の事例について浦辺建築事務所浦辺錘太郎氏

倉敷の町家の壁は土蔵造の壁体，屋根は本瓦茸である。これの修理には莫大な手間，予算と

高度の技術が必要で国と市の思いきった予算措侭が強く望まれる。（吉田錆）
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法隆寺出土土器の調査

平城宮跡発掘調査部

平島氏宮跡発抑制査部考古第二制査室は， l昭和ssir10月に行なわれた法隆寺l昭和大修恕発見資

料肢に際し ， 法隆寺所放の土\l:｛類の制査を行なう機会を仰た。ここでは束院地区（絵殿・舎利殿
① ・伝法1t）のI也下ill椛から発見された土治拡1 ， 西院金�；；；ーから出土した緑覇h門前脱 ， 東室・来院北

室院i封土の黒色土器・瓦採について紹介する。

東院地区（絵殿 ・ 舎利殿 ・ 伝法堂）出土土器 絵殿・舎利般の馬道近辺で検出されたチ1戸からl:B
土した土器には，土陥1\r.-l怒A(!S）・高杯・iiw器杯B(S ・ 9）・夜B(12）・査Q(13) ·filKがあ

る。l時代的には ， 平成宮Hのl時期に相当する。多くは平成宮・平城京出土の土器と共通する。

12は長石粒を含むねっとりしたi治土であり ， 美濃地方肢であろ字。このチI＇戸の西北で検出され
た大穴の担！土からは， 平城？吉田と共通する土師総杯A(14) · llll・�巨B・鍋がJl:＼土している。こ

の他， 出土地点. 10位はりjf,{I:ではないが， 京税f:ilill時のffil立』主建物の柱指TIJfi・ti:浪臨IF・�J也土

から出土したと思われる土日l}!fj'iには， 土mu椛111LA ( 5） ・ 鈎A(3・4）・！m C ， 須rJ:t協杯A (1 • 2) 

・柄、B謎（6 ・ 7）・JlllE(lO）・平瓶（11）があり， 3f·!ll:;!,; II～Illの時期lに比定される。10は灯明11ll,

他にl lと同形tiliで口幸正剖lを打ち火き， Xii.’l'l'\l:-1とした例がある。

来院は， 縁起によれば，天平l tlf八角堂のi'ii立をもって完成したとされる。柱穴・整地土か

らIJj土した土保の年代とも 一致する。ただlllii&のj\cー戸及び�I＇戸西北の大穴は， l磁北に対して20

皮西｛而する狐！立ね建物群と同II寺J自Iで， 斑鳩＇ii{のH寺J�Jの遺構である可能性が向いとされている。

しかし， 今回調査した土総類の大半は奈良l時代iiiJ主I三のものであり ， 斑NY＆；のl時JUJに相当する逃

物はまったくなかった。特に井戸出土の完）fあ＇，i＇，に近い土\l:tは井戸l民から出土しており ， これら
の土慌の年代がS世紀初Jめまで下ることから， j＼：戸. �I＇戸山北の大穴の年代も再検討の余地を

残す。
金堂出土緑秘円面硯 l昭和26年・金裳の大修l!Hに伴うJ也下発掘で， 基出土中から出土したもの

である。表裂に！写く線車11がかかるが， 銀化してllt初日色を竪する。JI台土は灰斑色で， 白色・黙色
粒子を含み ， 幾分砂っぽく， i＼止陶系の焼成である。｜峻rmは筏21cmに復l反され ， 台部には21本

の妙、！聞がつくと考えられる。硯部外淀外商に小さな竹管状の門文を付し， 脚上端には桁｜司状の

l盗起をl庖している。

黒色土器 東室出土品で， 鈍・皿－
I,＇�台付llllがある。いずれも内外部黒

色処理I＼している。出土状況は不明だ
が， 瓦撚との関連が考えられるl 1 世

紀の資料として注目される。16は口

縁部内外而を丁寧にヘラ陪きし． 日t 金常111土録制l内而硯突測図
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＊は平滑である。 底部外国 は不調整， 口径14.9Cm 7与さ 5. gem。 22はJiilで ， 外而に 3回わけ

のへラ ／l!iきを施す。内面 は底部 から口縁部下半にかけて ， ジグザグ状を重ねた怖の太いヘラ n;v

きを行なう。 口径10. 3cm, if:fiさ2. ocm。 20は日く外方にふんばる高台がつく Jiilで笹；なヘラl傍

きを施す。 底部内而はロ縁部 より先に， ジグザグ状 に隙〈。Jl'!iき は荷台内而， 底部外商 にも行

ない ， －mmi台外而にも及ぶ。 口径IO. 5 cm ， おさ2. 9 cm。 21は20より小型である。 口径8. 9 

cm ， 高さ2. I cm。 25は小椀で， 内外而僚なヘラ隠きを施す。 口径 8.6 cm, i':iさ3.8 cm。

瓦器 ilii ·Jnlの他， 燭台がある。 26が北安院UHニの他は来室出土である。l時JU！的には， l 1·1!!: 

紀から141.!!；紀代までを含む。 瓦t法的は， 口縁告fl上端はt3iなでし ， 内面は乱方向のなで ， 外Tiiiは

不制強でつくり，
へ ラ磨きを加える。JI台土は細かく ， 黒色土総に小砂粒が多いのと は兵なる。

形態・法公， 口縁部内外商のヘラ賠きの状況から， 高い向台をもち ， 磨きが内外聞とも密なも

の（17） ・ 荷台が断面三角形状で低〈 ， ｝店きが内面 wで外面籾なもの（18） ・ 法iil:も 小さく なり，

内外商ともJ苔きが粗なもの（23 ・ 24）・外国のJl』きがほとんど省略されたもの（1のがあり， この

順で年代が新しくなると思われる。 ！？の版部内商 には斜絡子状のllt:r文を ， ロ縁miのl白きより先

に施す。 口径15. 4 cm ・ 高さ 6. 2 cm。 18・ 23 ・ 24 はl底部内函にラセγII古文がある。 18は口径

JS. ocm・1切さ5. 5cm, 241ま口i圭14. ocm • 1::iさ4. 9cm, 19は口f圭12.4cm • �：fiさ2. 7cm。 26 ・

27は小椀で ， 26は口縁部外国を 4回わけで符；に！日’く。 底部内聞 はジグザグ状のIll；；文をj庖す。 口

径8. 6Cffi ・ �
：

riさ3. 6Cffi。 27は底部内而はラセγ陥文 ， 口径10. ocm， 高さ3.4Cffi。 281まJiilで ，

口縁部内面を粗＜ l百き ， l底部内而はジグザグ状の1111文を仰す。 口径ワ. 2cm ・ 同さI.gem。 29は

燭台 と思われ ， ほぽ中央に径4mmの小孔がある。 （安田龍太郎・�足 淳一日I!)

註① 末永雅雄「法隆寺東院一一舎利魁 絵殴 伝払全一一IL:土申土法J ；法隆寺球院に於ける発掘悶査報告？｝』国立
博物館 1948年

＠ 岐阜市教rl'k員会F老洞古銭跡群発掘調在報告内』l号＼！，出土四耳盛（図版19) 19SIIJE司
＠ l却原末治「日本に於ける争:l',利lの容総」『111術研究』 担11226号 1962年
＠ 協本久和『上牧追跡発掴！調査報告白』向槻市文化財閥在報告，'1. m"/111 19so年

:Jli院チ｜戸出土の四耳自＇if. 金堂出土緑車Ii門而硯
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鴎尾の調査・橿原市の仏像調査

飛 鳥 資 料 館

飛鳥資料館では昭和55年度秋期特別展示「日本古代の思ー尾」展と， 56年度春期特別陳列「担

原の仏像」展の開催をめざしてそれぞれの調査を実施した。 その成果はすでに図録『日本古代

の鵠尾』および『恒原の仏像』として刊行したが， ここでは各調査の概要について報告－する。

島尾の調査 鵠尾は唐招提寺金堂｛云1止例をはじめ， いくつかの完形例がよく知られているが，

最近の寺院跡や宮殿跡調査の増大に伴い， その資料数は断片とはし 、え比践的に増加しつつある。

今回の調査では現時点における出土例と， 絵画・古記録例など関連資料の集大成と， それを基

礎に最も資料が集中する畿内における様式変遷の概要を把握することを主目的とした。 調査で

は福島県一新潟県から大分県一熊本県に至る各府県の寺院・宮殿官街 ・ 瓦祭跡など122追跡か

ら出土した213例の存在を確認したが， 調査期間の制約や， iTく出土した例についてはその所

在がすでに不明となっている場合もあって， 残念ながらそのすべてを調査することはできなか

った。 しかし， 公私の博物館， 各府県教育委員会などの御協力を得て， そのうち 1 07追跡， 1 98

例の調査を終了し， 当初の目的の一つである集大成をほぼ達成することができた。

今回調査した資料の大部分は断片で， 複雑な形状を有する臨尾のどの位置を占めるものかを

椛定する必要があった。 そのため， 調査では断片の写真撮影， 拓本 ・ 実測図の作成と， 製作技

法の詳細な観察を併せて行ない， 各断片の原位置への復原と， それに基づく全形の推定復原，

様式の変遷を最も的確に示す縦帯部の文様荷復原を主眼に行った。 その結果， 畿内における飛

鳥H寺代から平安時代にかけての様式変造の基本的な方向と， 各地に地方寺院が相次いで造蛍さ

れる白鳳時代に， 瀬戸内， 山陰， 近江， 美濃などに地方様式と呼ぶべき特色を持つ一群が分布

することが明らかとなった。 また， これとは別に， 縦叩－に抱型による蓮華文を飾り文様帯とす

る一群が， 畿内から山陰にかけて約10ヶ寺分布することが明らかになるなどいくつかの成果が

あった。 以下， その成果の一部を要約しておく。

畿内においては ， 百済および高句麗の影響を受けた百済様式の鵠尾が飛μ時代から白鳳時代

にかけて盛行する。 その最古の例は飛鳥寺中金堂出土例で， 縦，；！？で画した胴部と鰭部の全面に

怖の狭い段型を削り出すのを特徴とする。 この特色はその後， 段型の怖が徐々に広くなるとい

う変化をたどり， ！阿部の一部における段型の省略の過程を経て， 白鳳時代にはついに胴部無文

の例が出現する。 一方， 縦，昨はj光線から削り出し突干！？へ， さらに貼りつけ突荷へと変化し， そ

の幅も徐々に広くなる。 白11.R時代に至って， この l阪の広い縦千I｝に珠文 ・ 唐草文・迷惑文を装飾

として加える例が出現し， さらには縦刊を腹帯構成として異なる文様を飾る例もこの時代に登

場する。 飛鳥時代にはこの他に羽根形文綴を自fliる一 群があり， また， 和歌山・新潟などに別系

統と考えられる古式な様式の存在も知られており， 1:VJ.f:f半島からの鴎尾様式の受容が単一では

なかったことを示している。 また一方， 白l現時代に初！告の影響下に新たに成立した賠様式の特
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色は， 頂tfllを舶がめぐらずに途切れ， ］頁部が前方に突出するという形態を示す点にある。 しか

し， その装飾は同H寺Wlの百済機式の装fii!iを受け継ぐもので， 縦千Itを後什；－椛成とし珠文や段型を

あらわす。 奈良～平安時代は唐様式のみが知られており， 複｛j','椛成とする縦’；：1；・に�l沢市唐草文や

宝相華唐草文など時代の趣好をよく表した例が鹿んに用いられた。

なお， 展示と図録作製にあたっては観覧者の理解が得られない恐れがあったため， 完形資料

の展示と復原図の作製につとめた。 その代表的な復原図を掲げておく。 ただし， 復原に際して

は特に全体の形状などの点で必ずしも正献をJ)Jjせなかった例もある。 今後の資本｜の地力IIをまっ

て訂正したいと考えている。

橿原市の仏像調査 昭荊152年から実施してきた飛鳥地域の仏教美術調査も， 今回の調査をもっ

て一応終了することとなった。 調査は市内に存在する約140ヶ寺のうち， 浄土真宗を除く約80

ケ寺を対象として昭和ssiFt1月から56年3月にかけて行ったが， 今井IIIJ内および二 ・ 三の真宗

寺院については調査対象に含めることとした。 その結果， 平安時代から江戸時代にかけての約

800点の彫刻， 絵画， 工芸品が見いLUされたが， なかでも仏像彫刻は平安時代から室町｜時代に

かけての優れた作品が約70躯も確認され， 古代から中｜止にかけての当地の繁栄の様がうかがわ

れた。 ここでは， 今回の調査で新たにその霊要性が確認された作品を中心に紹介する。

平安時代の作品て
・

は十市IIIJ正覚院の3艇が特に注目された。 現存最古の！？品である地球菩薩

立像は三尺に満たなし 、 小像であるが， 両手首を矧ぎつける他は台座蓮肉部までを含むほぽ全容

を柏の一材から丸彫りする作品で ， 日必立ちゃ衣文を鋭く刻み， 平安前期のー 木像の特色を顕

著に示している。 また， 天部立｛象は等身のー木像で， 調[It郊の表現がやや省略されているが布Ii口

などに翻波式の衣文が認められ， 地球菩薩像に次ぐ10世紀前半の作品と考えられる。 一方， JI.i

半丈六の大きさの大日如来坐像はjjJ｛休部の均衡もよく， 体躯の肉付けも抑揚があり， l l世紀末

から l 2世紀前半にかけて制作された木絡的な寄木造りの作品として注目された。 この（也 久米

町久米寺の伝薬師如来立｛象， 見順IIIJ阿弥陀寺の十一 而観音立像， 北八木IIIJ延命寺の十一而観音－

立像など， JO世紀から1 1世紀にかけての素朴なー木造りの古像約 IJ 版が伝えられており， ま
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た， g本IIIT安楽寺の薬師如来坐像， 111之坊IIIJ阿弥陀寺の阿弥陀如来坐像など， 小品ながら本格

的寄木造りになる 12世紀後半の作品もいくつか確認された。

市内の仏像作品の特色はむしろ中世以降の作例が多い点にある。 鎌倉時代前Wlの作品では五

条野町正楽寺の阿弥陀如来坐像が注目された。 本像は頭｛本部の均衡や技法面で旧；様を伝えてい

るが， 衣文などに力強さが増し 13世紀に入つての作品と見られる。 また ， 鎌倉時代後期の作品

としては2粧の聖徳太子二歳像が注目された。 大久保II汀の旧大窪寺観音堂｛創立頭部内に正安4

年（1302）の墨古銘があり， 在銘作品としては米国に流出した正応5年（1292）像に次ぐ古例で，

また， 新に見い出された骨我HIT東楽寺像は体躯の象形が的確であり， 厳しい表情ゃくせの強い

肉付けに特色が認められ， 大窪寺｛象にやや遅れて制作された作例と考えられた。

室町時代以降の作品では勝井仏師や宿院イム師などの在銘作品が多いことが注意された。 椋タ｜二

仏師の作品としては怒切1#rlllT慈明寺の十一面観音立像が文也 2 年（1502）に*11弁舜鹿によって制

作されたことが知られていたが， 今回， 東池尻町妙法寺の大日如来坐像が文安 2 年（1445）棒井

式部の作であることが判明した。 宿院仏師の作品は， 東竹回町竹田和［1社の大日如来坐像 （弘治

元年， 1555）と， 旧大窪寺観音堂の不空軍i索観音立像（永禄 6 年， 1 563）が知られていたが， 新た

に五井mr薬師堂の薬師如来坐像 （永禄 8 年， 1 565）が見い出された。 不空知索観音立像は後世に

漆？自を施している点が惜しまれるが， 台�・光'1:-1ともに当初のものが残る完好な作品として武

重なものである。 この他に室町H寺代の作品て、 は， n正4年（1463）， 大仏師。m前定英の作である

ことが確認された戒外IHT興善寺の文殊菩薩騎獅像及び脇士像と， 久米寺の普無畏三蔵坐像が特

色ある作品として注意された。 特に普1！〔〔畏像は画像を忠実に彫刻に写ーした珍しい作例であるこ

とが注目された。 （大）jあ 潔）

正覚院地球菩薩立像 同， 天部立像 向， 大日如来坐［象
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平城宮跡・藤原宮跡の整備

平城宮跡発掘調査部・飛鳥･ 藤原宮跡発掘調査部・庶務部

１．平城宮跡の整備（1 1 ）

1 9 8 0 年度の宮跡整備は，推定第２次大極殿韮壊復原整備，平城宮跡資料館周辺整備，仮設道

路の造成，平城宮跡資料館展示室の改修および庁舎周辺整備をおこなった。

推定第２次大極殿基壇復原整備館1 1 3 次発掘調査で確認された大概殿基壇の復原整備をおこな

った。大極殿は凝灰岩聴正職基城を持つ礎石建物で，桁行９間，梁行４間の四面卿付の東西棟

であった。基砿石は北面で２個の地覆石を検出しただけであるが，特に基壇北面で地覆石の顕

著な抜取痕跡を確認している。基壇には南北面に各３ケ所，東西面に各’ ヶ所の階段が取り付

き，北面中央階段には大極殿後殿に連なる軒廊基聴が取り付いていた。

基壇の復原に際しては，残存状態の良好な基埴築成土上部を保護するため，周囲にコンクリ

ートの擁壁をめぐらせた。これは表面の化粧石砿みを貼り付けるベースの役割も備えている。

基壊計画高は，大極殿北側で既に整備を終えている内裏回廊基聴と相対的高さを合わせて，奈

良時代地盤高より＋6 0ｃｍと決めた。基壇規模は，２９．６ｃｍを基準尺として，身舎を1 5尺( 4 . 4 4 ｍ）

等間，廟の出を12尺( 3 . 5 5 2ｍ) ，側柱心からの基壇の出を13尺( 3 . 8 4 8ｍ) にとり，全|服東西45 . 8 8ｍ，

南北2 3 . 6 8 ｍに計画した。聴正職基壇の復原は，内裏回廊基埴や束院南面門基聴と同じ工法を

採り，鉄筋コンクリート擁壁にステンレス棒( ゆ９ｍｍ) およびモルタルを用い凝灰岩. 切石を貼り

付けた。これより下部にある基聴築成土は，盛土張芝によって巡構保存をはかった。その結果，

聴正積基壊は蔦石( 厚さ3 0 c m) と羽目石および束石の一部( 高さ6 0 ｃｍまで) の復原となったが，

階段は調査結果にもとずき，南面の３ヶ所，東西面の各1 ヶ所，北面の２ヶ所について，段石，

耳石で往時の基壇高を表示した。なお北面中央の階段は，1 9 8 1 年度に発掘する予定の後殿の調

査結果をまつことにし，今回は整

備しなかった。基壇上面は，検出

した残片に類似した礎石（愛知県

西加茂郡藤岡町産：９６× 9 6 × 4 0 ｃｍ，

柱座径9 0 c m) を4 4 個据え付け，側

柱心から基埋端までの部分を凝灰

岩石敷とし，内側の身舎部分は張

芝とした。

なお，コンクリート擁壁を設計

するにあたり，擁壁基底部支持地

盤および盛土材の土質調査を実施

した。調査はスウェーデン式サウ

5 ９－

平城宮跡の整術位履図
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ンディング試験とブロックサンプ

ル採取によるもので比重，含水量，

粒度，液性限界，塑性，単位体積

重量，三軸圧縮についておこない，

あわせて突き固め試験等も実施し

た。その結果，土面試験から7 . 7

t / ｍ２，原位置試験から２．，t / ｍ２，

盛土材の試験から１９．７t / ｍ２とい

う許容支持力度の計測値をえた。

これにより，設計した復原基壊の
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駐車場西側の便所

転倒，支持力および滑動に対する 復原基壊細部

安定が確認できた。また基礎構造の選択では，地盤の許容支持力度が８．３７t / ｍ２という計算値

にもとずき，コンクリート擁壁基底部下に，新規搬入盛土材で締固めをすることに決定した。

基壇周辺の整備は，1 9 6 4 年度におこなわれた仮整備面と今回の整備面との間に高さに差が生

じたため，階段下外周部に幅３ｍの砕石敷苑路を設け，その外側から勾配を持たせて旧整備面

にすり付け，通路部分には敷石を，その他の部分には張芝をおこなった。（位侭図Ａ）

資料館周辺整備平城宮跡および資料館への見学者の増加にともなって，駐車場や便所が不足

して来たことや，資料館北西部に残っていた民地の一部が1 9 7 9 年度に買収出来たことなどから，

資料館北側に駐車場約7 6 0 , 2 を造成し，駐車場西側に見学者用の便所( 6 8 . 6 , 2 男大斗穴小６穴，

女８穴，内男女共各１穴身障者用）を建設した。便所は鉄筋造，デッキプレート葺で，コンクリー

トブロック壁にモルタル塗りのうえ，リシン吹付け仕上げとし，既存の資料館や収蔵庫とデザ

イン的な統一を考慮した。駐車場の南側には見学者用広場( 芝目地コンクリート平板舗装約2 6 0 , 2 ）

を設け，宮跡説明や集合解散の場とした。これら見学者用の施設と収蔵庫等既存の調査研究．

管理施設とを区画し，同時に一帯の修景を目的として，両者の問にアラカシの生垣や潅木等の

植栽をおこなった。（位憧図Ｂ）

仮設道路造成1 9 7 9 年度に第1 1 9 次調査とし

ておこなった第一次朝堂院南門の発掘に際し，
二・ゅ

| 日| 畦畔を拡幅して南面築地を復原する形で整

〆… i 雲ﾖ Ｉ

備していた道路を撤去した。しかし発掘の結

果，ここには門とそれに取り付く掘立柱柵が

確認されたので，この道路の復旧は，道路が

門基壇上を横断することを避け，基壇外縁に

そって南へ迂廻させ造成した。幅員４ｍの砕

石道路で，法面は張芝とした。（位置図ｃ）
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平城宮資料館展示室改修1 9 8 0 年４

月に庁舎の移転統合を実施し，平城

宮盗料館内の研究室は空部屋となっ

た。そこで盗料館展示の充実をはか

るため，旧研究室の一部を展示室に

改修した。改修は，屋根や外壁等の

外観は鉄部塗装の更新にとどめ，内

部は各研究室間仕･ 切壁を撤去し，展

示の他に講淡等にも使用可能な空間

として，一室（1 6 ｍ× ２４ｍ）に改め

たものである。

庁舎周辺整備木研究所が移転し７

たものである。 庁舎周辺繋備状況

庁舎周辺整備木研究所が移転した奈良市二条町の新庁舎の外職工聯をおこなった。庁舎正

面東側の県道沿いは，既に整備している平城宮の西辺境界土塁に合わせて凝灰岩切石職土塁と

し，土塁上端に潅木を植栽した。又庁舎北部敷地内で，花尚岩板禰（旧軌道用敷石）を用い，平

城京西一坊大路西側溝を表示した。その他庁舎' 八i 側の民地境界はコンクリートブロック塀を設

け，外周部に樹木植栽をおこなった。なお庁舎周辺については建投省近畿地方建設局への委任

工事として，車庫( 鉄骨造，デッキプレート芽, ８斗、2 ) ，プレハブ棟( 9 8 , 2 ) ，渡り廊下( ４４，２) ，自

転車置場 ( l 6 m 2 ) を設けた。（位侭図Ｄ）

規模

工盤( 千円）

大, 極殿華班ﾘ卿ｉｉｉ

３，９００，２

88. 662

盗料館周辺盤附

3, 820ｍ堅

４７．８００

仮設道路

２，７００，２

9. 200

演料館改修工･ l ｆ

３８４ｍ⑭

４５．２００

庁舎周辺盤備

６，３２２，２

４６．０００

２．藤原宮跡の整備（５）

1 9 8 0 年度に藤原宮では，大極殿南前面地区約４，３７０，２を整備した。これまで藤原宮では大

極殿周辺の整備を進めており，大

極殿南方を除く三方の整備が完了

している。大極殿は現在，上而に

樹木が生え, 土聴状に残るが, その

規模は明確でない。そこで整備に

あたっては，現段階の資料で推定

できる範囲内で，大極殿基埴の南

面および西面線を，凝灰岩縁石で

表示するにとどめた。その他，東

西の回廊に囲まれた大極殿前面一

帯に砂利敷を行った。( 渡辺康史）

－６１

藤原宮大極殿の整備



遺跡・遺物の保存科学

埋蔵文化財センタ

層位・遺構断面等の剥ぎ取り転写法

発掘調査において層位・遺構断面等は，実測や写真撮影により記録されることが一般的であ
る。これらの土層を，現場で薄く剥ぎ取り室内に保存できれば，発掘終了後においても実物を
あらゆる角度から精査できる効果的な記録となり，後世の研究資料や展示品にもなり得る。土
層転写は，転写する土層面に薄く合成樹脂を塗布し，硬化後剥ぎ取る方法である。
従来のこの種の方法は各種遮構への応用という点で不十分なところがあった。これはわが国

の遺跡のおかれている土壌状態が複雑なことに起因する。すなわち，遺構別にみれば古墳の封

土や基壇版築のような硬い層からなるもの，貝塚のように貝や土が混在してかつ脆弱な層のも

のなど，それぞれ異なる土壌条件にあり，またそれ等のおかれている環境は，湿地から乾燥地

までその含水量が異なり，時には乾・湿の土層が同時に存在する。したがって，土層転写の際

には，遮跡を構成する土壌の物性である，硬さ，含水量，そして包含遺物の材質などを正しく

把握し，各友の条件に適合した合成樹脂を正しく選択することが要求されるのである。

以下に当センターで採用している土層転写法の実際を紹介したい。

＜転写の方法＞

1 ．転写する土層面を決定後，その面をできるだけ平滑にする。際や遺物が表面に突出して

いるのはさしつかえない。

２．転写面の遺構との位置関係確認のため，あらかじめ指標を設けておく。平面位侭・高さ

とも規準は２ヶ所以上あるのが望ましい。なおこの作業は樹脂塗布後でもよい。

３．合成樹脂を転写面に塗布する。使用する樹脂は土壌の状態により適宣選択する。硬い土

には強靭な接着力をもつエポキシ系樹脂( 商品名：トマック) が適している。ただし粘土質の土壌

で含水率が3 0 ％を越える場合には，エポキシ樹脂が土壌になじまないので転写面を乾燥させて

から塗布する。この樹脂は主剤，硬化剤，シンタロソ（樹脂に柔軟性を与える）を重量比５：

１：’ の割合で混合して使用するのが一般的だが，シソタロンの量を増減することにより，仕上

りの樹脂膜の硬軟を調整できる。

土壌が湿潤で軟弱な場合には，水分と反応するウレタンプレポリーマーを主成分とした樹脂

( 商品名：サンプレンＷＥ等）を利用する。ハケ塗りできないほど脆弱なときには，樹脂を溶剤で

希釈して粘度を下げスプレーする。この樹脂は土壊粒子を固定する目的で用いるもので，塗膜

の硬化後にはさらに「トマック」を塗り重ね，強化する必要がある。

４．樹脂の塗布後，塗膜を強化するため布を張りつけて裏打ちをする。布は寒冷紗（目の粗

い綿や麻の織物）の糊のないものが望ましいが，ガーゼやガラス繊維なども利用できる。布の

裏打ちの後，さらに「マトック」を塗布して強化する。

－６２－



５・樹脂の完全硬化をまって，剥ぎ取る。硬化時間は「トマック」の場合，温度条件にもよ
るが３～1 2時間ほどである。剥ぎ取りは，物理的な力を加えるだけだが，剥ぎ取り面砿が大き
いときにはあらかじめ分断すればよい。巻き取り運搬することも可能である。
６．転写した土層資料は，不必要に土壊が付着したり，遺物が土でおおわれていたりするの
で放水により洗浄・クリーニングする。水洗後は' ' 1然乾燥すればよい。ただし，木製遺物等，
自然乾燥させると収縮するものは後述の保存処理が必要になる。
７．乾燥すると土壌によっては粒子が表面で遊離したり，色調の濃淡が失なわれて土届が不

鮮明になることがある。これをさけるため，イソシアネート系樹脂( 商品名：サソコールｓＫ－５０
等）を薄く塗布する。この表面処理により，土壊粒子は問定され層位は鮮明になる。
＜保存処理＞

１．水分を含んだ木製遺物を転辱した場合，水洗後，ＰＥＧ処理等により保存処理をする。
これは転写面から一時取りはずし，別途処理したのち原位股へ戻すこともありうる。
２．只，骨等は風化している場合が多く，転写前のみならず，その後にも硬化する必要があ
る。それには，アクリル系樹脂( 商品名：パラロイドＢ－７２等）を利州する。
＜展示・保管＞

土層転写した盗料は，府位や遮構断面を正確に' 伝写するので，第三者へこの情報を伝達する
手段としては簸良のものである。また，記録の保存方法としても他にみられない正確な記録の
役割を果す。展示盗料として利用する際には，板材に接着剤で張り付けるのが簡便だが〆保管
も考慮して軸装にすることもできる。I l i I I I 装にする際には，襲而をさらに補強，整形の加工を要
する。（沢、正昭．秋山隆保）

平城宮館２次大極殿脹晩土曜転寧面

－６３
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埋蔵文化財センタ

年輪年代学(dcndrochronology）はアメリカにおいて天文学者ダグラス（1867～1962）が創始し

て以来，世界各国で試みられており今や考古学の分野で大きな成果をあげている。

わが国では，古い木造建造物が盟富に存在し，又近年の全国各地における低湿地追跡や平城

宮跡，藤原宮跡などの官術遺跡等における発掘調査で多量の木製遺物，自然遺物等が出土して

いる｡そこでこれらの資料を利用して年輪年代学を確立し得るのではないかとする期待が持た

れてきた。しかし，これまでのところ十分な成果が得られたとはいいがたかった。

当研究所では，東京国立文化財研究所と共同してロ本における年輪年代学の研究に着手する

こととした。肢初にとりあげたのは日光杉並木の枯蝋木で，ここにその結果の概略を報告するｃ

調査目的日本特産のスギが，気候変化を鋭敏にその年輪に反映しているかどうかを見るた

めに，まず来歴の明らかな日光杉並木の枯損水を調査木とし，天明．天保．慶応～明治の江戸

末期の三大飢鯉をもたらした異常気象を年輪|幅の消長の中で見い出し得るか否かを問題とした｡

調査方法盗料は1980年に伐採されたものの切株で，樹齢-324年，直径-94.0ｃｍのスギ１

点である。測定は年輪読取器を州いて，樹心を通る２方向を外側から中心へ順次l/100ｍｍま

で読みとった。各年の年輪幅は，同一年輪における２方向の和を平均して求めた。

調査結果下図は三大飢鯉と年輪幅の変動との相関を表わしたものである。まず１７７８～と

1782年の５年間における平均年輪I鵬は約1.15ｍｍであるが，大飢餓のあった天明三年は0.53ｍｍ

と極端に狭い。次いで天保四年は，1828～1832年にかけての平均年輪幅が約1.11ｍｍであるの

に対し0.76ｍｍと狭い。妓後に慶応二年の年輪幅は，1861～1865年の平均年輪1幅は約1.22ｍｍ

であるが，この年は0.76ｍｍと狭い。以上の結果から，このスギは幕末の三大飢蝕を明確に年

輪幅に明示していると見てよかろう。この結果及びその後実施している出土資料等による調査

研究によって，わが国においても年輪年代学を確立しうる見通しが開けつつある。（光谷拓実）
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在外研修報 告

1980年８月４日から２ケ月間にわたり，文部省の在外研修で東ドイツを中心にヨーロッパ４

ケ国を訪問することができた。研修題目はトルファンー敦煤文審の調査ということで，東ドイ

ツ科学アカデミーの先史学研究所とフランスのパリ国立図書館とが，同文書の主たる調査機関

であった。

敦煤文番の調査は階経を中心にみせてもらい，六朝から初唐にかけての写経における書風の

変化をしらべることであった。この変化を頭に入れておけば，藤原宮出土の木簡の書風のあり

方を考えるときにも役だつのではないかと思って，努力してみた。この調査の結果についての

簡単な報告は『文化庁月報Ｎｏ．150」に記しておいたので参照されたい。オリジナルの敦爆文

書を一度に数多く見られたということだけで感激してしまったが，後からふりかえると見落し

た文書も数多く，その検討･の仕方も不充分な点が多く気づかれ，反省させられた。写経の調査

は紀年銘のあるものを選んで，その相互の稗風を比較していくこととした。このように時代の

ことなる西域敦埋出土の写経を，直接比較しながら原本を調査できたということは，日本にい

てはなかなかできないことなので，大変蛍重な経験をさせていただいた。調査後の感想として

は従来，日本の中国書道史の時代区分は，階までを一括して南北朝の書としてあつかい’それ

以後の初唐の書風とのあいだに断絶をみとめてきたが，私のつたない経験からみると階をどち

らに入れて考えるのかは微妙なところがあって，一つの過渡期としてとらえた方がよさそうに

思われた。日本の書道史家の通説とちがって，ｌ晴代に害風の変化点を認める学説は藤枝晃氏の

一連の論考にみられる。また，初唐の書風といっても，貞観一天宝ごろまでは階好の苔が基調

になっているが，威亨年間から則天武后の時代にかけてだけは，その間，やわらかい細い筆の

のびのある独特の詳風が行われていて，初唐として一括して把握することができなかった。

主題である西域敦煤文書の調査以外では，専門外のことではあるが，できるだけ博物館をみ

てあるくこととした。東ベルリンのペルガモン博物館はもちろん，西ベルリンのダーレムとシ

ャルロッテンブルグの博物館にも足をのばすこととした。ダーレムの博物館には，わずかなが

らトルファン文書があって，収蔵庫の中で東独のアカデミーと同じようにガラス板にはさんだ

トルファン文書を30点ほどみせてもらった。文書はそれほど貴重品あつかいされていないのか’

研究所にもあるようなやす手のキャビネットに無ぞうさにほうりこまれていた。パリでは郊外

にあるサン・ジェルマン・ライエの歴史博物館が印象的で，古い城の中一ぱいに旧滴器から歴

史時代までぎっしり遺物がならべてあるのにはおどろかされた。この博物館については出発前，

松沢亜生氏に教えていただいた。佐原真氏の話にきいていた銅包丁がたくさんあったのも，し

ろうと目には興味深かった。また西ベルリンでは佐原真氏の紹介で考古学研究所を訪れること

ができ，Ｄｒ.Ｆ・シューベルト氏に奈文研以来再会することができた。（鬼頭清明）
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会 要
ご
日

軒瓦製作技法に関する二三の問題一川原寺の瓦を中心として一川原寺には，「川原寺式」の名で

呼ばれる様式的にほぼ同一の４種類の創建軒丸瓦がある。この軒丸瓦の裏面の製作技法を分析

することによって，４種類の瓦はほぼ同時期に製作を開始したこと，しかし製作を終えた時期

は種類によって差があることを明らかにした。この軒丸瓦の「同施関係」は，のちの藤原宮式

や平城宮式粁瓦の分布の原型をなすことが指摘できるとともに，先の知見をもとに考えると，

なかでも近江にいたる山城ルートが特に重視されたことがわかる。これは壬申の乱直後という

政治状勢を背景におくと，川原寺造営主体者の意志を具体的に示したものと解釈することがで

き る。（金子裕之）

東大寺文書の起請文について文群目録作成のために調査を実施しているいわゆる東大寺未成

巻文書には，起詰文が300通以上まとめて収められており，それらを素材として，東大寺文書

にみられる起請文を概観・紹介した。鎌倉初期にはふつうの竪紙に認められていた起請文は，

中期になると次第に牛王紙を翻して醤くものもあらわれるようになり，東大寺文書では鎌倉後

期から南北朝期にかけての牛王紙が多く残っている。牛王紙の稲類は，未成巻文書では，版刷

のもの10種，：墨書したもの23種の，あわせて33種みられ，その多くに中央に横折目が残ってい

る。また二月堂牛王紙の刷り方やその貼り付け方等具体的な使われ方，また落習起請文の切封

の 存 在 な ど，スライド等を使って説明した。（綾村宏）

Ｃ・Thomsenの業績についてＣ・Thomsenは，三時代区分法の提唱者として，考古学史上に

その名があげられる。しかし，その業絞は，近代考古学の発達に大きな役割を果たしたこの時

代区分法以外は，ほとんど知られていない。だが彼の仕亦は，これのみにとどまるものではな

い。歴史学の一分野としての考古学の役削と可能性を明確に捉え，その方法論にも見通しを与

え，さらに遺跡保護の重要性を認識するのみでなく，実際の仕事ととしてこれにとり組んでい

る。1836年にデンマークの北欧古代学協会から刊行された「北欧古代文化の手引き」のなかの

Thomsenの著述を手掛りとして，何故，当時文化の中心地とは言えなかったスカンジナビア

の小国で，近代考古学の基礎が形づくられたのかを考えてみた。（岩本圭輔）

平城京と京東条里条坊と条里の先後関係論争における問題点の摘出，大縮尺図による条里の

復原，座標読取装置による条里坪界交点の計測平城宮跡附近大縮尺図による１町106ｍ方眼

の実験的線引き，などの作業の結果，条里の北および西の起点の確認，能登．岩井両河川の流

路の変更とその影響，坪の一辺長は102.37～121.52ｍのばらつきをみるが，平均は108.70(Ｅ－Ｗ)，

108.65(N-S）となること，条坊にのらない海龍王寺の寺地と伽藍配侭は一辺106ｍの古地割に

のり，法華寺のプランとも相関すること，計画地割の辿存であろうが，平城宮跡の調査遺構と

地形観察からも，同様の地割が看取し得ること，従ってこうした地割の上に条坊の設定と現京

東 条 里 の整備があったと推論した。（岩本次郎）

6６－
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調 査 研 究 奨 報

建 造 物 研 究 室

神戸市文化環境保存地区内歴史的建造物の修理 指定7地域の内本年度ーは垂水区伊川谷IIIT所在の

太山王寺邸内建物につき， その修理計画立案を指導した。 当寺は固まの木立を中心に， 三重塔・

阿弥陀堂・謹J事堂など多くの建物を擁し一大伽慌を形成している。56年度から市の助成金を加

え経践を手はじめに順次修理を行う予定である。 1981年3月 （綱II見）

近世社寺建築特別調査 昭和53 イ！ニ！度に行なった山口県近｜止社寺緊急訓査に基く新査で， 特に周

防地区に逃存する興廊十l桜！”jを対象にとりあげた。 同形式はすでに今八儒官後門（屯文・1303)

にみられるが， 以降近Ill:末まで引き継がれており， 18世紀中頃からは外観のみ楼治風にみせる

高L 、一階建てのものが派生しこ者が両立する。 1980，，，三7月 （創II見・ ro.m

民家の紘部構造の系統的発展に関する研究 ll4h r：刑法Afの類型を榔造区回， 上屋， 下屋， 三者の関

連をil4hとして整理し， 重文修理報告古のデ ー タ ーにより地方的， H、？代的特性を把ffilし さらに

平面の類型を全国で約100般類に分額し， これとの｜共l:ifilを追求した。 (,t'III) 

修二会に関する調査 寺院建築の形態がその木来の機能である法会に強く規定されているとい

う観点から， ill築空間の形態及びその変涯を法会との関係から促えるための調査を行った。 対

象は東大寺二月堂修二会と法隆寺凶円堂修二会である。今後も継続的に調査する予定。（山岸）

文化財建造物修理用資材需給実態調査 文化！？が継続的に行なっているもので55年度の石材関係

の調査をもっておわる。安山岩， 砂岩， 凝灰岩につき， 長崎県長崎市， ＆fl下市， 小長井町， 森

山IIIT， 熊本県熊本市， 本渡T打， 五::f11111J. �J水IIIJなどの採石場， 石材店， 役場などで淵査を行な

った。これらの石材は洋風ill築， m， 墓石， T:i-\'I:. J,界などかつては多fJ：に使われていた。

調査結果l n.n政:G:は充分にある。 2他のがfしい材料lこが[Iされ， 石材の
＇
；／；｝嬰が減り， 採石場の

放棄あるいは断続的使用のため係石場（丁場）が荒廃し， 文化財m石材の採取が悶:i!Inになってき

ている。 3係石方法， 石材力II工ともに機械化され， 石切峨人， 必工の技術が低下し， ノミを使

える人の数が急激に減った。 4石材の材質差と共に加工技術の差が， 文化財としては芯味があ

り， 地方別にこれらを把握する必要がある。 （古I.LI)

桜造 秋和正八幡宮iii殴（ 17 39) 
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歴 史 研 究 室

東大寺文書調査 文化庁の委嘱による東大寺未成巻文 3の調査で， 1974年度から継続， 未成

巻文書3 fffl第9 から第10の150 号までの調古を作成した。また写真搬影については， 第3部第

10と薬師院文告の一部まで完了した。 前年度にひきつづいて『東大寺文苫目録第三巻』（第三部

第ーから第九まで所収）を刊行した。 付論として「東大寺文古の牛王紙にみえる鍛折自について」

（綾村宏） を収載した。

興福寺典籍古文書調査 従来よりの継続調査， 第62区西まで完了。 10月

仁和寺典籍古文書調査 九月に旧塔中蔵階下収納の十函の調査をおわり， 一応御経践の 聖教，

塔中磁の聖教あわせて540 函の調査を完了した。なお江戸時代の日記類が多数残っているので

二月にその調査に着手した。 日記類のi立は多<II寺聞がかかるものと思われる。なお主要文苫の

再調査ものこっている。

薬師寺典籍古文書調査 東京大学史料編さん所との共同調査として着手した第一回目のもので

ある。函号を第l ～19函まで定め， 第10函まで着手し， 第8函まで調書作成を完了した。また

第 2 函 8号まで， 写真版影を行った。 7月

その他の調査

東寺観智院聖教調査（協力） 6月， 10月， 日山寺（協力） 7月， 型語蔵1 1月， 醍Ml寺8月， 石山

寺8月， 12月， 島手作家文古（京大史料編さん所） I月， 大報恩院政・北野一 切経調査， 離宮八l綴

宮文在（協力） 10月， 藤江家所蔵小杉文臥 10月， 宮内省首陵部等大和荘国関係文：：！｝調査， 10

月 伴実氏所蔵文書調査。 9 月

平 城 宮跡発掘調 査部

寺本廃寺の発鋸調査 山梨県東山梨郡春日居IIIJ字寺本所在。 i月9日から 2 月23日の間， 発掘

調査の指導を行なった。 塔・金堂を東西に併位して南面する伽藍配illになり， 白鳳時代創建・

平安初期廃絶したことを確認した。 %は一辺18尺と判明， 金堂は削平著しし 、。（甲斐・清水）

岡山県下出土瓦の調査 岡山市教育委員会が岡市オリエント美術館に於て催した， 特別展『吉

備の古代瓦』に出陳された瓦類のうち， 平成宮式と呼ばれる軒瓦を中心に調査した。その結果，

備前· Wi中 ・ 美l'J:に分布する「平域宮式」軒瓦には ， 平城宮跡1-1:1土！日と同箔例がないことを雌

認した。 （山本・毛利光・中村・立木）

平城宮関連須恵器の調査 平成宮跡発掘調査l'ftl考古第二調査室では， 延苔式記』｜点の陶器調武闘

の祭跡資料を調査しているが， 8月に和泉国陶邑古窯跡（堺市）・嬬隣国西ノ池古祭跡（加古川 r!J),

l月に嬬隣国札馬古紫跡 （加古川市） の製品を調査した。この調査で， 平城宮出土須忠捺のうち，

橘賠閏の製品が相当担；存在する可能性があることを確認した。 西ノ池古主主財では， 悲の 内而に

当板の同心円文圧痕を践すものを発見した。 これは平城宮出土品で第Ill�洋土-\f.-tに見られる特徴

であるが， 第Ill i洋土総とは貝．なる。 今後， 第UJ .Jl+土7,告の産地同定とともに， 杯. 11[1類の特徴的

な製作手法についても調査を行う予定である。 （森. B3 辺・安 l王 I • ;i巨.立木）
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埋蔵文化財センタ ー

勝川廃寺の発掘調査 愛知県恭日井市勝川IIIJ所在。 8月 1 日から31日まで， 発品�l調査の指導を

行なった。 近代以降の土問舵乱が著しく ， l砂川廃寺に｜長lする明｜瞭な逃椛は検出できなかったが，

軒丸瓦では藤原宮例と同箔であることを磁認した。 詳しくは， 春日井市教委『尾張勝川廃寺範

聞確認調査概報』1981を参照。 （山崎 信二）

態日寺徳一廟石庖塔の調査 昨年度写真測品を突絡し解体した後の盆胞を発抗H調査した結果，

台座石はi苓身＋笠石から格＂Jきを削り取り逆にi往いて｛史
－
則したものと判った。 この石の直下から

宋銭3枚が出土。 基礎は版2さがなくljiに赤土を敷いただけであった。 その後， fl;ll二良平， 伊東

信雄， 藤沢一夫， 伊東延男各氏による復原修理委員会によって， 現状三回のものが五回に復原

可能であることが確認された次年度に備えることになった。 8月～9月 （安原・光谷）

鳥取城石垣の写真測量調査 鳥取城石底の破m部分前直し工Ij;:にflなって， 修理工事に資する

ことと， 現状記録保存の目的で， 写真側主により， 立面図作成， および ， 縦断面測定調査をお

こなった。 調査対象は， 城郭南町の走り棉下石底 ， 総長10om， 日さI4m， であり， 立面図の

縮尺は 1/20である。 （伊東 太作）

大陣原黛跡の磁気探査 兵庫以教育委員会はi'i'.t!lll市:J'H西JIJJ土自:iiiにある， 大陣原須忠保祭跡群の

発掘調査に先だち， 磁気探査による祭体位i丘町，；；認を計画し， 立ll文センタ ー がこれを全而的に援

助した。 探査而制約1,400 m3， 窯体の存在するとみられる地点4ケ所を確認。 これは発掘調査

により， 4ケ所ともに窯体の存在が確認された。 l l月 （凶村・岩本壬）

吉和村冠遺跡の調査 中国，�，動車道冠トンネルエ ヲJI:のが｜土石川j也て＼追跡は10数m下にJ:m立て

られる予定。 ナイフ形石総， ポイン卜などの石総併を1±1し， 石総j日材角｜父j石安山岩の原産地に

あたり， 石器製作に閲するi丘町な資料を認める。 広向県教育委員会。 6月 （訟沢）

沼津イラウネ遺跡の線刻礁の調査 愛！開山麓のナイフ形石器を主体とした旧石総時代追跡。 発

見された多数のE表幹のうちの， ほぽ方形にk:!1んだ石組（誌かけをなす際の一 つ。 担当者｜刻！ffJ’哲

夫氏とともに約1週間， 実体顕微鏡下で刻線のwn包 ， Wt成を観察， 検討した。 刻線は柄0・8-

1.2mm， 仁｜コに 数本の細条線が連続して

認められる固有な特徴をもち，l"//i刻し

た方向性， 重なる部分の切り合い関係

が判断でき， それをもとに当初の肉眼

観察による桃図を修正した。 また実体

顕微鏡による突体視できるベア写＇J:'£の

似影に成功した。 今後さらに刻紋椛造

の実験的な解析が要求される。 沼津市

教育委員会。 線刻回部分・;j�f人？ 約

3.5 （；音。 3月。 （訟沢）
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奈良国立文化財研究所要項

I Z事業概要

1 研究普及率業
公開講演会
(1) 1980年5 月 24日 第-17回公IJfl:t排出会

「n瓦製作技法に関するこ三の問題」
金子 総之

「東大寺文；！？の起論文について」 綾村 ti. 
(2) 1980年l l月15日 第-18回公開講演会
「C.]. Thomsenの再苅1・lilli」 岩本 圭輔
「平滅京と京＊条恩J 岩本 次郎

現地説明会
(1) 1980年5月3 1 日 平滅宮跡第122次発指調査

現地説切会 菅原 正明
(2) 1980年7月19 日 藤原宮跡第29次発掘調査現

地説明会 加藤 優
(3) 1980年9月13臼 給限寺第2次発府調査現地

説明会 岩本 正ニ

2 1980年度文部省科学研究費補助金による研究

主fi 5]1] lj)f 究 :im 

特 定 研 究（I) 地下巡t,'lilr/i:ff.の新技法の開発
ク i立ti'li保存の工法研究
ィシ 石総製作妓術の復阪、研究法

一般 研 究 ω 大和｜司荘園のi反応的研究
一般 研 究（C) 古代市床倉klIの系；詩的研f’先

(4) 1980年9月2i 日 平城宮跡第126次発偲調査
現地説明会 金子 裕之

(5) 1980年II月 22 日 平総宮跡第127次発掘調査

現地説明会 上原 真人
(G) 198 1年3月14日 平滅浩・跡第128次発御調査

現地説明会 本中 真

平城宮跡資料館・覆屋公開
(1）春季特別公開 1980年4月初日～5月6 日

見学者 i,266名

秩季特別公開 1980年10月26日～II月9 日

見学者 18,596名
(2）見学者数

l 区 分｜資料館｜桜 民｜ 百十

llli 

198昨I 4附3 1 89. 1031 129.646 

来 計I 366.2271 716.ii5 i 1.01s.s33 

験資料館は1970年度・校1£.rま1968年l!l:以降

｜研 究代表者 交付 制

紅l * � 4,500千円
佐Dit JX司

5 500 

松 沢ill（生 3 000 

問 中 総 6,000 

木 下正 ！と 500 

4ン 民家の，，討1ffflhVi.4'.lの系統的発展に関する研究 吉 田 400 
,,. 駁穴式［主!Jrの椛迭と立j也条例：に闘する研究 宮 本 長二f!II 400 
φ 日朝刊i妹11:!Jの比較研究 佐 藤 Jl\! 治 I 000 

一般 研 究わ） 邸尽の事事式（1(1研究 大 協 事E 450 
。 lit令制下村絡の変質過程にl処する考古学的研究 松 村 r.t(百］ 470 

奨 励 研 究 ω 公家新m1Jの収集と校訂 i,',' HJ ti !,)t 800 

今 中l止庶民生活の考古学的御原 安 問 龍太郎 650 

。 中1官1111IB.l1l!mにおける古式古境の研究 立木 修 800 
。 古代王寺院造成技法の研究 ii'i'水 fr - 850 

計 1-1 ,,,, 25 320 

3 飛鳥資料館の運営
展 示

第一展示室 常設展示
第二展示室 特別陳列「高取の仏像」

(1980.4.22～1980 . 6. I) 

特別展示「日本古代の騎馬」

(1980. 10.8～1980. 11. 24) 

普 及
jjfiif..同級インフォメ ー ショソノレ ー ムで観覧者の

質問に応じている。また特別展示のカタログとし
て「白取の仏像」及び「日本古代の邸尾」を刊
行した。
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額
詔０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

．
０
０
０
０
０
０
０
０
５
７
０
５
０
５
２

付
β
β
ｐ
ｐ
５
４
４
０
４
４
８
６
８
８
３

４
５
３
６
１
５２

交

平城宮跡第1 2 6 次発掘調査
金子裕之

平城宮跡第１２７次発掘調査
上原真人

平城宮跡第1 2 8 次発掘調査
木中真

( 4) 1980年９月27日
現地説明会

( 5) 1980年１１月22日

現地説明会

( 6) 1981年３月1斗日
現地説明会

工事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 8 0年５月2斗日第斗7回公開講演会
「軒瓦製作技法に関する二三の問題」

金子裕之

「東大寺文書の起請文について」綾村宏

( 2 ) 1 9 8 0年1 1月1 5日第４８回公開講演会
「C ､ J , T h o ms e n の再評価」岩本圭輔

「平城京と京東条里」岩本次郎

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 0 年５月３１日平城宮跡第1 2 2 次発掘調査
現地説明会菅原正明

( 2 ) 1 9 8 0 年７月1 9 日藤原宮跡第2 9 次発掘調査現

地説明会加藤優

( 3 ) 1 9 8 0 年９月1 3 日；桧隈寺第２次発掘調査現地
説明会岩本正二

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開1 9 8 0 年４月2 6 日～５月６日

見学者7 , 2 6 6 名

秋季特別公開1 9 8 0年1 0月2 6日～1 1月９日
見学者18 , 5 9 6名

( 2 ) 見学者数

種別

特定研究（１）
〃

〃

一般ｗｆ究（A ）
一般研究 ○

〃

〃

〃

一般研究（。
〃

奨励，ｆ究（A ）
〃

〃

〃

計

研究課題

地下遺椎探査の新技法の開発
進瀧保存の工法研究
石器製作技術の復原研究法
大和岡荘園の復原的研究
古代高床倉庫の系譜的研究
民家の軸部俄造の系統的発展に関する研究
竪穴式住居の枇造と立地条件に関する研究
日朝都城制の比核研究
鴎尾の様式的研究
律令制下村落の変質過程に関する考古学的研究
公家新制の収集と校訂
中世庶民生活の考古学的復原
中部山岳地帯における古式古墳の研究
古, 代寺院造成技法の研究

１４件

* 盗料館は1 9 7 0 年度・殺屋は1 9 6 8 年度以降

2 1 9 8 0 年度文部省科学研究費補助金による研究

（1980. 10. 8～1980. 11. 24）

普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の
質問に応じている。また特別展示のカタログとし
て「高取の仏像」及び「日本古代の鶏尾」を刊
行した。

奈良国立文化財研究所要項

研究代表者

田中琢
佐原真
松沢亜生
、中稔
木下正史
吉山靖
宮木長二郎
佐藤興治
大脇潔
松村恵珂
清田善樹
安田龍太郎
立木修
治水典一

－７０－

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室特別陳列「高取の仏像」

（1980. 4. 22～1980. 6. 1）
特別展示「日本古代の鴎尾」

区分｜資料館｜淑屋｜計
1980年

累計３６‘ , 2271？' 6, 775
4…Ｓ，｣０３１１２，，６４６１

1, 078, 833



入館者数( 1 9 8 0 . 斗. １～1 9 8 1 . 3 . 3 1開館日数30 4日）

１普通観覧|団体観覧|有料
一般' 4‘ ’ ' 751…｜
高･大’ 18, 859131, 7671

小･中’ 13, 145147, 557
計’ ７s. 1791106. 389

模造製作

山王廃寺嶋尾

山田寺礎石

坂田寺金堂須弥嫡石

184. 768

無料｜合計

8. 290 193. 058

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することをロ的
として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担
当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（遺跡測迅基礎課程）

1980年５月16日～５月22日（参加者16名）
( 2 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（遺跡測最応用課程）
1980年５月23日～５月29日（参加者13名）

( 3 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等特別研修
（埋蔵文化財基礎課程）

1980年６月９日～６月13日（参加者30名）
( 4 ) 昭和5 5年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（遺跡保存整備課程）
1980年７月１日～７月10日（参加者18名）
( 5 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（細文・弥生遺跡調査課程）
1980年９月25日～10月４日（参加者26名）

( 6 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（歴史時代遺跡調査課程）
1980年11月５日～11月１５日（参加者24名）
( 7 ) 昭和5 5年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（遺物保存科学課程）
1980年12月１日～12月13日（参加者23名）
( 8 ) 昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修
（自然遺物課程）

1981年１月19日～１月31日（参加者12名）
( 9 ) 昭和5 5年度埋蔵文化財発掘技術者等特別研修
（特別調査技術課程）

1981年２月16日～２月１８日（参加者35名）
⑩昭和5 5 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

－７１

（逝物整理課程）
1 9 8 1年２月23日～３月７日（参加者23名）

( 1 1）研修員受入

ア．飯Ｈ１良一（三重県立四日市西高等学校教
諭）

山下雅春（三重県朝日町立朝日小学校教
諭）

1 9 8 0年６月２日～７月３１日
高見宜雄（三重県磯部町立磯部小学校教
諭）

増田安生（三重県明和町立明和中学校教
諭）

1980年１０月１日～10月３１日

イ．礎光南（大韓民国籍，東京芸術大学修
士）

1980年６月１５日～６月24日

ウ．山１，拓伸（( 財) 大阪文化財センター技
師）

1 9 8 0年６月９日～７月３１日
エ．河村吉行（山口大学助手）

1 9 8 0年６月3 0日～７月５日

オ．三野紀雄（北海道開拓記念館研究員）
1980年12月15日～1981年３月５日

力．張慶浩（大韓民国文化財研究所美術工
芸研究室長

1980年12月22日～1981年２月18日

キ．Ki mHong j u（大韓民国慶州博物館員）
1 9 8 1年３月９日～３月３１日

発掘調査・整備等指導

（北海逆）開陽丸遺跡，（青森）弘前城跡三の丸
庭園，（岩手）志波城跡，国見山廃寺跡，毛越寺
庭園，（福島）慧日寺跡地内徳一廟，（茨城）神
野向遺跡，（栃木）下野国府跡，下野薬師寺，（群
馬）上野国分寺跡，（石川）石動山塔跡，（山梨）
寺本廃寺，（長野）森将軍塚古墳，松本城二の丸
書院跡, ．（岐阜）江馬氏館跡，（静岡）興国寺城
跡（愛知）勝川廃寺遺跡，（三重）川原井瓦窯跡，
北堀池遺跡，宝塚古城，西明寺遺跡，（滋賛）催
木原遺跡，（京都）恵解山古墳，双ケ岡１号城，
国道９号バイパス関係遺跡，恭仁京跡，（大阪）
七尾瓦窯跡，（兵庫）田能遺跡，大陣原窯跡，繁
昌廃寺跡，緑風台窯跡，西条廃寺跡，猪名川流域
下水道原田処理場内遺跡，加古川市内遺跡，（奈
良）平野塚穴山古城，大塚山古城，新沢千塚古墳



Ⅲ研究成果刊行物

1 9 8 0 年度刊行物

群，（和歌山）岩橋千塚古墳群，（鳥取）鳥取城跡，
伯誉国分寺跡，（島根）山城郷正倉跡，富田川河
床遺跡，丁の坪遺跡，広瀬町内遺跡群，（岡山）
美作国分寺跡, 小坂西沖の店遺跡, 院庄館跡，（広
島）下本谷遺跡，冠遺跡，（山口）長門国府周辺
遺跡，大内氏遺跡，（徳島）阿波国分寺跡，（香
川）讃岐国分寺跡，（愛媛）鶴が峠遺跡，（福岡）
太宰府跡関連史跡，（佐賀）丸山遺跡，安永田遺
跡，（熊本）宇土城跡，（宮崎）宮崎学園都市遺
跡，（鹿児島）薩摩国分寺跡，（沖細）今帰仁城
跡，野国貝塚

埋蔵文化財ニュース刊行
第2 6 号埋蔵文化財関係調査報告書刊行数の推移
第2 7 号昭和5 4 年度緊急発掘調査費用負担事業種

別集計

第2 8 号層位，遺跡断面等の剥ぎ取り転写法
第2 9 号埋蔵文化財担当専門職員配置市町村一覧
第3 0 号遺跡の管理実態調査
第3 1 号木製遺物の保存科学

区分｜面秋 ’ 購入額

1 9 8 0年度’ 3 0 , 5 1 6 . 8 9ｍ2 1 5 8 0 , 8 8 4 , 6 8 3円

国有地合計’ 2 3 1 , 1 2 6 . 3 1 3 , 9 9 1 , 3 5 0 , 9 9 3

前年度までの刊行物
奈良国立文化財研究所学報

Ⅱ図書及び資料

図書5 5 , 2 9 9 冊

５その他

委員会等

第７回飛鳥資料館運営協議会
1 9 8 0 年５月2 0 日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会
1 9 8 0 年６月６日・７日於平城宮跡資料館

集落町並保存対策に関する研究集会

1 9 8 0 年1 2 月２日・３日於平城宮跡資料館
外国出張

鬼頭清明文部省在外研究員として西域出土敦

煙文書の調査研究のため東ドイツ民主共和国，ギ
リシヤ，ルーマニア，フランスに派遮。

1 9 8 0 年８月４日～同年９月2 9 日

西村康，小林謙一西北ヨーロッパにおける長
形墳・円形墳の比較考古学的研究のため連合王国
・アイルランドに派避。

1 9 8 0年８月１１日～同年10月１１日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国
有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化
庁から支出委任を受けて買収事務を担当している
が，1 9 8 0 年度の状況は下記の通り。

計
４
３
４
８

４
‐

寄贈

2, 926
５７

22, 664
月０２

区分| 種別

噸"鞭騨鱗：
鶏計曜鍵：

贈入

１，５１２

２９０

２８，８２３

３，３１０

－７２

写真20 4 , 3 3 9点（19 8 0年度末現在）

称年度

報告

調査

1 9 6 1 第1 1 冊院家建築の研究
1 9 6 2 第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

第１3 冊寝殿造系庭園の立地的考察
第' 4 冊レースと金地舎利塔に関する研究
第１5 冊平城宮発掘調査報告Ｉ官簡地域の

第２冊修学院離宮の復原的研究

名

1 9 5 4 1 第１冊仏師巡慶の研究

1 9 5 5 第３冊文化史論叢
' 9 5 6 第４冊奈良時代僧房の研究
1 9 5 7 第５冊飛鳥寺発掘調査報告
1 9 5 8 第６冊中世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調査報告
1 9 5 9 第８冊文化史論叢Ⅱ

第９冊川原寺発掘調査報告
' 9 6 0 第1 0 冊平城宮跡・伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査

名称

学報第3 9 冊平城宮発掘調査報告Ｘ
史料第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊東大寺文書目録第３巻
図録第７冊日本古代の鴎尾
基準漬料第８冊瓦綿８
概報他昭和5 4 年度平城宮跡発掘調査概報

飛鳥・藤原宮発掘調査概報１０
平城宮発掘調査出土木簡概報１３
藤原宮出土木簡４
平城京九条大路発掘調査概報
平城宮北辺地域発掘調査報告書



1９７５

奈良国立文化財研究所基準資料年度 端 称

7３

計

第1 9 冊東大寺文苫' 二l 録第２灘

第1 7 冊平城宮木簡３脚版・解説
第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説

1 9 7 9 1 第1 6 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 5 冊東大寺文7 1 綱録第１巻

雑
一
睡
岬
嘩
岬

名
一
鋤
癖
鋤
榊
軸
軸
翻

称第' 6 冊平城宮発掘調在報告Ⅲ内裏地域の
調在

第' 7 冊平城宮発掘調査報僑' Ｖ官術地域の
調在

第' ８冊小堀遠州の作亦
第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家
第2 0 冊名物裂の成立
第2 1 冊研究論集’
第2 2 冊研究論集Ⅱ
第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ平城京左京

一条三坊の調査
第2 4 冊高山一町並調在報告一
第2 5 冊平城威左京三条二坊
第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ
第2 7 冊飛鳥．藤原宮発掘調査報告，
弟2 8 冊研究論集Ⅲ
第2 9 冊木曾奈良井一町並調在報告一
第3 0 冊五条一町並調査の記録一
弟３１冊飛鳥．藤原宮発掘調査増告Ｉ
第3 2 冊研究論集Ⅳ
第3 3 冊イタリア中部の一山厩集落における

民家調査報告
第3 4 冊平城宮発掘調査報告Ⅸ
第3 5 冊研究論集Ｖ
第3 6 冊平城宮整備調在報告，
第3 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調在報告Ⅲ
第3 8 冊研究論集Ⅵ

1９６３

１９６５

1 9 7 8 1 第１４冊ロ木美術院彫刻等修理記録Ｖ

１
１
１
１
１
冊
Ⅱ

１
２
３
４
５
６
７

第
第
第
第
第
第
館

解説
解説

1967

1969

1971

1973

1 9 7 4

1９７８

１９７９

Ⅵ施設

土地3 2 , 5 0 1 ｍｇ（当所所管）
木庁舎８ . S 6 0 I n 2 飛‘ 嚇盗料館17 , 0 9 2ｍ２

１Ⅲ山宿舎飛恥黄料館禰介 1 . 3 4 3 ｍｇｓｏｍ２
赤日野 5 , 1 2 6 , 2

1 , 231 , 939 , 2（文化庁所管）
平城宮跡地区9 9 9 , 9 4 3 ｍz
藤原智跡地侭2 3 1 . 1 2 6 , 2
飛烏稲淵宮殿跡地ｓ７０ｍ２

飛鳥資料館図録
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1 9 6 9 1 弟５冊平城宮木簡１解説( 別冊）

1９７６

１９７７

Ⅳ定員

' 9 7 5 第' 0 冊日本美術院彫刻等修理記録1
1 9 7 6 第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録1 １

1９７８

１０７０ Ｖ予算（1 9 8 0 年度）

節９冊ロ本美術院彫刻等修理記録Ｉ

１，" |蕊W噸撫刻難迦蕊Ⅳ

人件蛮
運営蛮
１１：業管理
一般研究
特別研究
発掘調査
宮跡盤肺椿理
飛鳥淡料館運営
埋蔵文化財センター運営
新庁舎統合移転に伴う経饗
施設聾
施設整備班
平城宮跡地等整備費
各所修繕
不動産附入変

称

奈良国立文化財研究所史料

1 9 7 4 1 第８冊平城宮木簡２図版・解説

年度 名

1. 392, 065

1 9 5 4 第１冊南無阿弥陀仏作溌集( 複製）

1 9 7 0 1 節７冊唐招提寺史料Ｉ

鰐|卿|唯繍鮮等鵜，

年度 名 称

第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏
第２冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文箭
節３冊Ｈ本古代の墓誌
第４冊日本古代の蕊誌銘文篇
第５冊古代の誕生仏
節６冊飛, 鳥時代の古曜是商松塚とその周辺一

1979年度
1980年度

指定職 行政一

2３

２３

行政二 研究職，計

6９

６６

９９

９６



６１

福島郁夫

庶務部庶務課専門員に転任
日高参夫

辞職栢本安臣
庶務部会計課専門職員に配置換

西田健三
文化庁文化財保護部無形文化民俗文化
課専門職員に転任加藤建夫
庶務部会計課用度係長に昇任

新井耕治

大阪大学文学部会計掛長に転任

乾敏光

平城宮跡発掘調査部遺構調査室に転任
山岸常人

文化庁文化財保護部建造物課に転任
中村雅治

研究補佐貝採用滝本正志
奈良国立博物館仏教美術資料研究セン
ター仏教美術研究室長に転任

田中義恭

奈良国立博物館仏教美術資料研究セン

ター仏教美術研究室に転任

百橋明穂

庶務部庶務課庶務係長に転任
藤原賢二

辞職大場範子

辞職中村美千代・吉村郁子
庶務部会計課専門職員に昇任

渡辺康史

辞職盛峰雄
研究補佐貝採用藤田広幸
辞職田辺征夫
文化庁文化財保護部記念物課文化財調
査官に転任黒崎直

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任
菅原正明

庶務部会計課に転任吉村義徳

京都国立博物館管理課施設係長に転任
奥村末儀

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

甲斐忠彦

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任上野邦一
辞職堀内博子

８４

１２３

１，４１６

１，７３３

６，７８１

３６０

１９２

１，５１８

３６３

５‘ 60s

建物|本庁舎|平城|藤原隊料刷春日野’ 計

、1２

３，８１５

１，４３３

１，１３１

６１２

１９８

１，００８

３９２

１，５１s

７５８

7, 398

１，４１６

4, 095

23, 774

213

23. 987

－７４－

３月３０日

１月１日

Ⅶ人事異動

（1980年４月１日～1981年３月31日）
４月１日庶務部長に転任森春見

辞職小島康治

平城宮跡発掘調査部考古第三調査室長

に兇任山本忠尚
庶務部会計課課長補佐に昇任

１２月１個

2, 650
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４，000

9０

建物

４月５日

２１７

１，６６７

9 ４

5 7 9

10. 632

１５２

2, 600

1, 60s

2. 682

率
一
坪

主要工事

（１）施設整備費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部収蔵庫新設そ
の他工事

（建設省近畿地方建設局委任工事分）
本庁舎車庫等新営工事
( 2 ) 平城宮跡地等整備磯
平城宮跡地環境整備工事

藤原宮跡地環境整備工事
庁舎周辺整備工事

平城宮跡資料館改修工事

平城宮跡地内下水道築造工事

木簡前処理室新営工事

( 3 ) 各所修繕

平城宮跡資料館屋根塗装工事

( 4 ) 庁費
旧米谷家住宅管理棟新営工事

千円
5, 000

４月１０日

3２，１２３

４月１５１日

６月30日

７月１日

1＋5, 000

１５，０００

斗4, 800

斗5, 200

１６，０００

5, 000

７月３１日

８月１日

９月30日

１０月１日



３月3 1 日文化庁文化財保謹部管理課国立歴史民
俗博物館（仮称）設立準備室歴史総主
幹に転任田中稔

３月３１日辞職甲斐忠彦

Ⅷ組織規定

文部省設置法抜華
昭和2 4年法維蛎1 4 6号

昭和4 3年６月１５日一部改ＴＥ

第3 6条第４３条に規定するもののほか，文化庁に
次の機関を侭く。
国立文化財研究所（前後略）
第4 1 条国立文化財研究所は，文化財に関する調
査研究，資料の作成及びその公表を行う機関と
する。

２国立文化財研究所には，支所を侭〈ことがで
きる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称，位匠
及び内部組織は，文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜莱
昭和28年１月13脚文部杓令蛎２号，追加昭和43年６月15日
文部樹令節2 0号
昭和45年４月17日文部禰令第11号，
昭和48年４月１２日文部脅令跡６号，
昭和49年４月１１日文部宥令鋪１０号，
昭和５０年４月２日文部省令館13 ･浄，
昭和51年５月１０日文部櫛令第16号，
昭和52年４月18日文部朽令鱒10号，
昭和53年４月５Ｆ１文部特令鋪１９号，
昭和53年９月９日文部柑令節33号，
昭和55年４月５日文部肴令第14号，
昭和55年６月25日文部櫛令第23号

第５章文化庁の附属機関
第４節国立文化財研究所
第１１６条の９国立文化財研究所の名称及び
位置は，次の表に掲げるとおりとする。

名称
I

東京国立文化財研究所’
奈良国立文化財研究所

位砥

東京都台東区

奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所
（所長）

第1 2 3条奈良国立文化財研究所に，所長をi 置く。
２所長は所務を掌理する。
（内部組織）

第1 2 斗条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建
造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘
調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調査部を置く。

－７５

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研
究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを
瞬く。

（庶務部の分課及び事務）
第1 2 5 条庶務部に，次の二課を侭く。
一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる○
一職員の人事に関する事務を処理すること。
二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ
と。

三公文番類の接受及び公印の管守その他庶務
に関すること。

四この研究所の所' 裳事務に関し，連絡調整す
ること。

五この研究所の所掌に係る進構及び遺物の保
全のための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属
しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる○
一予算に関する事務を処理すること。
二経饗及び収入の決算その他会計に関する事
務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処
理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を
処理すること。

五庁内の取締りに関すること。
（建造物研究室等の班務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び
伝統的建造物群に関する調査研究を行い’ 並び
にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては，考古及び史跡並びに
歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその
結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）
第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に’ 考古第一調査
室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺構調
査室，計測修景調査室及び史料調査室を侭く°
２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次
項から第六項までに定める事務を処理するほか
その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第
三調査室においては，別に定めるところにより



分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
４遺構調査室においては，進構の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
５計測修景調査室においては，造拙の計測及び
修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）
第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一
調査室，考古第二調査室，遺構調査室及び史料
調査室を置く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地
域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から
第五項までに定める事務を処理するほか，その
発掘を行う。
３考古第一調査室及び考古第二調査室において
は，別に定めるところにより分担して，遺物
（木簡を除く｡ ）の保存整理及び調査研究並びに
これらの結果の公表を行う。
４遺構調査室においては，遺構の保存整理及び
調査研究，遺構の計測及び修景並びにこれらに
関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行
う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）
第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴
史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め
るため，この地域に関する考古資料，歴史資料
その他の資料を収集し〆保管して公衆の観覧に
供し，あわせてこれらに関する調査研究及び事
業を行う。

（飛鳥資料館の館長）
第1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を硬く°
２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）
第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を瞬
く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計
等に関する事務を処理する。

－７６

３学芸室においては，次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建
造物，絵画，彫刻，典籍，古文番その他の資
料の収集，保管，展示，模写，模造，写真の
作成，調査研究及び解説を行うこと。
二飛鳥地域に関する図謀，写真その他の資料
の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研
究を行うこと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及
び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）
第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の
事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果
の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他
の関係者に対して，専門的，技術的な研修を
行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の機関その他関係の機関及び団体
等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び
助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収集，
整理，保管及び調査研究を行い，並びに地方
公共団体の機関その他関係の機関及び団体等
の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）
第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を極く。
２前項の長は，埋蔵文化財センターの事務を掌
理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）
第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究
指導部及び備報資料室を置く。
（教務室の事務）
第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す
る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの
庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の五室及び事務）
第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落
遺跡研究室，遺物処理研究室，測批研究室及び
保存工学研究室を騒ぐ。
２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号
から第３号までに掲げる調務（他の室の所掌に



属するものを除く｡ ）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落巡跡に関し，
第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務( 遺
物処理研究室，測並研究室及び保存工学研究室
の所掌に属するものを除く。）をつかさどる。
４遺物処理研究室においては，進物の処理に関
し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事
務をつかさどる。

５測鼓研究室においては，埋蔵文化財の測冊に

関し，第1 3 3 条第１号から節３号までに掲げる

事務をつかさどる。

６保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ
る蛎務をつかさどる。

（情報資料室の事務）
第1 3 8 条情報資料室においては，第1 3 3 条第４
号に掲げる事務をつかさどる。

昭和26 . 1 0 .2６．１０．６

２７－４－１

２９．７．１

３５．１０．１５

３６．９．１６

３８．４．１０

３９．４．１

４０．４．１

４３．６．１５

４５．４．１５

４５．４．１７

4 ８．４．１２

4 ９．４．１１

５０．３．１５

５０．４．２

５１．５．１０

５２．１０．１

５３．４－５

5３．１０．１

５５．４．５

５５．４．２６

奈良国立文化財研究所略年表

奈良文化財研究所設置準備規程（文化財保謹委員会裁定第1 1 号）により設置準備会発足。
文化財保護委員会の附属機関として奈良文化財研究所（庶務室，美術工芸研究室，建造
物研究室，歴史研究室）設臓。
奈良国立文化財研究所と改称。
平城宮跡に発掘調査事務所設置。
庶務室は庶務課とする。

平城宮跡発掘調査部が設けられる。

平域宮跡発掘調査部に第一～第三調査室，保存整理室，史料調査室を瞳く。
平域宮跡発掘調査部に新たに第四調査室を侭く°

文化庁発足，その附属機関となる。

平城宮跡資料館開館。

平城宮跡発掘調査部の組織を考古第一～考古第三調査室，遺構調査室，計測修景調査室，
史料調査室，飛鳥藤原宮跡調査室と改める。
会計課，飛鳥藤原宮跡発掘調査部（第一調査室，第二調査室) ，飛鳥資料館( 庶務室，学
芸室）設世。

庶務部（庶務課，会計課) ，埋蔵文化財センター（教務室，考古計画研究室，測量研究
室）設置。

飛鳥資料館開館。

埋蔵文化センターに研究指導部設置。同部に遺物処理研究室新設。
埋蔵文化センター研究指導部に集落遺跡研究室新設。
埋蔵文化センター研究指導部に保存工学研究室新設。

飛鳥藤原宮跡発掘調査部の組織を考古第一調査室，考古第二調査室，遮構調査室，史料
調査室と改める。

埋蔵文化財･ センターに情報資料室新設。

美術工芸研究室を奈良国立博物館（仏教美術資料研究センター）に移換。
庁舎移転（奈良市二条町) ，併せて平城宮跡発掘調査部，埋蔵文化財センターを庁舎に
統合。

－７７－
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職員（1 9 8 1 年６月１日現在）
所属

一
庶
務
課
一
会
計
課

庶

務

部

庶
務
課

会
計
課

建
造
物
研
究
室

歴
史
研
究
室

氏名

坪井清足

森毒見

三森武雄
織田健蔵
日商参夫
藤原賢二
西微
木寅忠雄
森田光治
岡田博先
八幡扶桑
宍戸雅子
港悦子
村田恵子
宮本立代
中川かよ子
中垣睦美
寺田千鶴子
城本きよの

笹山保美
咲潔常一
福島郁夫
西田趣三
渡辺康史
冬野徹
忠利二
前川重子
橋本伴子
新井耕治
刀谷敏博
中西建夫
垣内きよ〃と
太田博子
渡辺康史
吉村義徳
大西和子

吉田端
屯井伸雄
消水真一
加藤允彦
上野邦一
福山敏男
綾村幸子

坪井満足
中村友博
綾村宏
今泉隆雄
松村忠司
山崎信二
堀池泰峰
佐藤久美子

官職

文部技官所長

文部訴務宮部

文部班務官
文部事務官
文部事務官
文部本務官
文部事務官

課
課
専
庶

文部事務官隣
文部本務官警

鋤
門
諦
端
務

長
長
佐
貝
挺
便
旦

文部本務宮警務貝
文部技官輔犠貝( 併任）
事務補佐貝
水務補佐貝
事務補佐貝
事務補佐貝
事務補佐貝
郡務補佐貝
事務補佐員
業務補佐貝

文部躯務宮課長
文部事務官課長補佐
文部事務官課長補佐
文部事務官嘩門職員
文部技官専門戦貝
文部砺務官経理係長
文部事務官
事務補佐貝
那務補佐貝
文部事務官用度係長
文部本務官
文部技官
事務補佐貝

雛難1細
事務補佐貝

課長
課長補佐
課長補佐
嘩門職員
専門戦貝
経理係長

文部技官室長
文部技官〈併圧）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
調在貝（非柑勤）
研究補佐貝

文部技官室長( 取扱）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
調在員（非常勤）
蛎務補佐員

室長( 取扱）
併任）

１
１
１
１

任
任
任
任

常勤）

担当

平城那務

庶務人事
群備
審備
警備
写典
庶務人蛎
庶務
庶務
図蝶資料
図番盗料
図番資料
平城事務
庁務

藤原躯務
雛備符理

経理
経理
経理

用度
自動車運転
用度
用度

施設
施設

建築
延築
延築
造跡庭側
建築
建築
資料整理

考古
考古
歴史
歴史
考古
考古
歴史
麦料整理

所属

一
考
古
第
一
調
在
察
考
古
第
二
調
在
室
‐
一
考
古
第
一
一
一
調
在
室
一
世
櫛
調
１
劃
封
ヨ
ー
ー
計
測
修
策
調
在
室
一
史
料
調
在
室
一
一

平
城
宮
跡
発
掘
調
在
部

考
古
第
一
調
在
察

考
古
第
二
調
在
室

考
古
第
三
調
在
室

遺
櫛
調
査
室

計
測
修
紫
調
在
室

史
料
調
在
室

氏名

岡田英男

工楽善通
土肥拳
上原真人
杉山洋
金子裕之
八幡扶桑
佃幹雄
池田千賀枝
吉村司朗
石川千恵子

森郁夫
安田魂太郎
巽淳一郎
立木修
菅原正明

山本忠尚
千田剛道
毛利光俊彦
中村友博
岩永省三

窟本長二郎
屯井伸雄
諦水英一
山岸常人

田中哲雄
加藤允彦
本中典
内田昭人
森護

鬼頭消明
綾村宏
佐藤信
滴田泌樹

梼原正明
金子裕之
木寅忠雄
森田光治
岡田博光
城本きよの

官 職

文部技官部長

文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官（併任）
文部技官．専' ' ' １職員
文部技官専門職貝
事務補佐員
技能補佐貝
研究補佐貝

文部技官宝長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官（併任）

文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官室長
文部技官
文部技官
文; 部技官
調在貝（非術効）

文部技官室任
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官主任研究官
文部技官主任研究官
文部事務官（兼任）
文部事務官（兼任）
文部事務官（兼任）
業務補佐貝（兼任）

当

古
古
古
古
古
真
真
真
守
開
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
築
築
築
築
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築
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史
史
史
史
古
古
倫
備
備
務

考
考
考
考
考
写
写
写
保
公
考
考
考
考
考
考
考
考
考
考
建
建
延
延
遺
遺
世
建
造
歴
歴
歴
歴
・
考
考
警
警
蕃
庁
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里
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史
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究
憲
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Ｉ
上
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存
工
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Ｉ
上
会
計
課
一
一
一
胴
度
係
一

Ｉ
上
計
測
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簸
洞
炎
誕
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｜
牧
務
蝋
一
‐
ｌ
「
郷
酬
蜘

Ｉ
上
史
料
制
従
溌
一

ｌ
ユ
討
古
鋪
一
鯛
在
室
一

ｌ
上
史
料
詞
姦
室
一

Ｉ
上
避
櫛
岡
究
識
一

Ｉ
上
考
古
輔
一
一
調
光
塞
一

Ｉ
上
考
古
赫
一
詞
雀
塑
一

ｌ
と
施
設
雄
愉
怖
現
係
一

剛
園
圃
圃

所属

飛
鳥

藤
獄
・
原
宮
跡
発
掘
調
在
部

考
古
第
一
鯛
在
室

考
古
第
二
鯛
塞
室

遺
椛
調

史
料
調
査
室

iiM礁、
庶
務
室

氏名

|蕊雄
岩本圭輔
井上直夫
上野邦一
上原真人
清田善樹

木下正史
今泉隆雄
西口毒生
千田剛道
山岸常人

細見啓三
川越俊一
大脇潔
岩本正二
小林謙一

加藤優
岡本．束三
井上和人
松村恵司
安田龍太郎
内由昭人

上野邦一

西田健三
飯田信男
石谷幸子
稲垣耕正
望月正治
宮川‘ 伴子
泉雄二
大林達夫
滝本正志
藤田広幸

坪井清足

森口節之
外嶋義広
飯田信男
米田一二三
吉村義徳
藤本照子
乾春雄
藤本清
福井敏子

一一 d

官職

文部技官部長
文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技 I 官室長
文部技官
文部技官
文部技官（併．任）
文部技官（併任）

妾撫：室長
文部技官
文部技官
文部技官（併任）

文部 . 技官室長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技官主任研究官

文部率務官職篭括( 雌）
・文部技官（併任）
事務補佐貝
技能補佐貝
技能補佐貝
研究補佐貝
研究補佐員
研究補佐員
研究補佐貝
研究補佐貝

文部技官館長( 取扱）
文部事務官室長
文部事務官
文部技官
文部事務官警務員
文部技官（併任）
事務補佐員
技能補佐員
警務補佐員
業務補佐貝

担当

古
古
其
築
古
史

考
考
写
建
考
歴

古
史
古
古
築
築
古
古
古
古

考
・
歴
考
考
建
建
考
考
考
考

擢
詰
霊
鍛
謡
》
》
癖
癖
蝿
恥
峠
》
諦
詫
鑑
識

事務
事務
自動車運転
警備
施設
事務
保守
警備
庁務

所属 氏名 官職 担当

飛
鳥
浅
科
館

学
芸
室

厩
腫
職
胸
噸
臓
愉
臓
随
跡
研
趨
厩
＃
陰
陰
慨
畷
唯
陶
澱
研
究
室
癖
存
工
学
研
究
蟻
一
部
一

教
務
室

情
報
資
料
室

猪熊兼勝
小林誰一
津村広志

|松本修自|藤沢一夫
田中琢

織井．弘一
小林雅文
竹島弘美

佐原真

松沢亜生
山中敏史

町田章
山崎信二

沢田正昭
秋山隆保

木全敬蔵
松本修自

蕊太jI：
安原啓示
光谷拓実

伊東太作
西村康
杉田繁治
栗田靖之

岩本次郎

初Ⅲ”’

文部技官室長
文部技官
文部要I F務官
文部技官（併任）
訓在貝（非常勤）

文部技官センター長

文部事務官室長
文部Z 臆務官
事務補佐貝

文部技官部長

文部技官室長
文部技官、、 ’ノ

文部技官室長
文部技官

文部技官室長
文部技官

文部技官室長
文部技官
文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技官室長
文部技官

僧文部技官主任祈究官
文部技官主任研究官
調在員（非常勤）
調査員（非常勤）

文部技官室長
文部技官

Ｉ

考古
考古
図書普及
建築
考古

務
務
務

事
事
事

考古
考古

考古
考古

保存科学
保存科学

測量
建築
測量 : ，

考古測量、
. :～

遺跡庭園
遺跡庭園

測最
考古測量
埋文悩報
埋文情報

歴史
埋文情報



一一ー

ＡＮＮＵＡＬＢＵｎ‘Fyr][Ｎ
ＯＦ

ＮＡＲＡＮＡＴＩＯＮＡＬＣＵＬＴＵＲＡＬＰＲＯＰＥＲＴIＥＳ

ＲＥＳＥＡＲＣＨＩＮＳＴＩＴＵＴＥ

１９８１

恩m0HN鯉翻N､鴎

page

Preface…･･………………………………………･……．．………………･…………………………………１
ー、

Ｅ文〔navation

TheAsukaandtheFujiwaraPalaceSite･……………………………,……………･………２

TlleNaraPalaceSiteandtheAncientMetropolisofNara……………………………１４

TheH6ryfijiTempleSite…………………･………………．．………………………………･･…・３０

TheHokkijiTempleSite……･…･…．.……………･………･………………･･………………･…３４

R ese arch～

WoodenWritingTabletsExcavatedattheFujiwaraPalaceSite……………………３６

WoodenWritingTabletsExcavatedaｔｔｌｌｅＮａｒａＰａｌ珂唾Siteand
theAncientCapitalofNara･……･……………………………………･……………･…･…･…３９

０１ｄＤｏｃｕｍｅｎｔｓｏｎｔｈｅＲｅｖｅｒｓｅｏｆ・‘Hachimonhiy6sh6'’０wnedby

theK6fukujiTemple,NaraPref.……………･………………………………………….…．４１

ThePotteryFindsExcavatedattheH6rytijiTempleSite………．．………･…………５３

BuddhalmagesinKashiwaraCity,NaraPref.，andRidge､end
OrnamentRoofTiles・・…………………………………………………･………………………５６

ScientiEcMethodsforConservationoftheArchaeological
SitesandRelics･…………………………………………･……………………………･…………６２

APreliminaryStudyoftheDendrochronologyonPilesfrom
theNaraPalaceSiteandNaturalCidarsoftheNikk6Road･…………….….……６４

Survey

MeasuringSurveyontheCh6sh6jiFortSite………………………………………………２８

TheEdo-periodShri論P員andTemplesinK6chiPref．…･･…………･……………………４５

ＳｈｒｉｎｅｓａｎｄＴｅｍｐｌｅｓｏｆｔｈｅＴｓｕｙａｍａＣity，OkayamaPref．……･･…………･………４７

TownscapeoftheImai-ch6，aHistoricalTowninNaraPref.…………………………４８

HistoricalSurveyoftheYamato･k6riyama，ａＣ２ｓｔｌｅＴｏｗｎｉｎＮａｒａＰｒｅｆ.．.…品.、５０

Sy垂pogiaandLectures

FinalSymposiumoftheConservationofHistoricalTowns……………………………５２

Ｏｐｅｎｌ』ecturesHeldbytheInstitute血ringl980………･……･…………･………………６６・

PhysicalLayoutoftheNaraPal割neSiteandtheFujiwaraPal割ｃｅＳｉｔｅ………………５９
BriefReportontheResearchTourSinForeignCountries．.………………………………・６５

OtherSpeciEcR二二rchegandSurveys・………･……………………･･･………･･･…………･……６７

OrganizationandActivitiesofthelnstitute……｡.……………･…………･……………･……・７０

Publishedby

NaraNationalCulturalPropertiesResearchlnstitute
q

Nalfa，１９８１


	AN00181387_1981_表紙
	AN00181387_1981_画像
	AN00181387_1981_目次
	AN00181387_1981_1
	AN00181387_1981_2_13
	AN00181387_1981_14_27
	AN00181387_1981_28_29
	AN00181387_1981_30_33
	page1
	page2
	page3
	page4

	AN00181387_1981_34_35
	AN00181387_1981_36_38
	AN00181387_1981_39_40
	AN00181387_1981_41_44
	AN00181387_1981_45_46
	page1
	page2

	AN00181387_1981_47
	page1

	AN00181387_1981_48_49
	AN00181387_1981_50_51
	AN00181387_1981_52
	AN00181387_1981_53_55
	page1
	page2
	page3

	AN00181387_1981_56_58
	AN00181387_1981_59_61
	AN00181387_1981_62_63
	AN00181387_1981_64
	AN00181387_1981_65
	AN00181387_1981_66
	AN00181387_1981_67_69
	AN00181387_1981_70_79
	AN00181387_1981_裏表紙



